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Prologue　プロローグ



　一振りの刀が横たえられている。鞘さやも柄も鍔つばもはばきも一切の装飾や拵こしらえが取り払われた裸の刀身。それに仰々しく座礼したのち、青年は丁寧な手つきで茎なかご――刀身の柄をはめる部位――を掴つかみ、そっと持ち上げて『拭ぬぐい紙』と呼ばれる柔らかい紙片で上か身みを拭い始めた。拭い紙を、刃とは逆の背である峰みね側から柔らかく包み、根元から切っ先へと繰り返し滑すべらせる。こうすることで表面に付着した油や屑くずを取り除いているのだ。

　青年が次に取り出したのは打ち粉――砥と石いしの細かな粉を綿でくるんで団子状にしたもの。これを使って刀身全体を表裏にわたって軽く叩たたき打つ。満遍無く粉が行き渡ったところで再び拭い紙で拭ふき取り、白い粉とともに油のくもりを除く。

　ここまでの作業で刀身はずいぶんときれいになったように思うが、さらにそれを様々な方向から眺めてから、最後に油あぶら塗ぬり紙がみで新たな油を塗り込む。刃や峰の部分ごとに指圧を使い分けて着実に塗っていき、刃先にも油を滑らせる。余分な油を布で取り除くと刀身全面が薄く油膜の張られた状態になった。

　かくて手入れは完了したらしい。刀は鈍い輝きを放ち、同時に力強い存在感を得た。

　青年は小さく息を吐き、今度は細々とした部品を取り出して裸の刀にはめていった。刀の鍔や柄である。これが実に多くの部品からなっていて、しかもその組み立ては素早い。今までずっと、一連の工程を傍かたわらで眺めていたセシリーも、とうとう手順を正確には追えなくなってしまった。

　炉や向むこう鎚づち、炭箱などで雑然とした鍛か冶じ場。鎧よろい戸どからはやや強い太陽の光が一条の線を引いて薄暗い室内を貫き、漂う埃を漠然と照らし出していた。青年の手元で鳴る、金属の振れ合うかすかな音だけがそこに満ちる。

　セシリーは小ぢんまりとした三脚の椅い子すに座り、燃えるように赤い瞳ひとみをすがめ、ぐっと息を潜めて彼の精せい悍かんな横顔とその手元を見学していた。

「…………」

　不思議だな、とセシリーは感慨を抱いた。

　職人の業を観察しているときは我知らず呼吸を浅くしてしまう。生なま唾つばを飲み込む音すらためらわれる緊張感に、義務のように自ら存在感を薄くする。そうすることに心地良さも覚えるのだから不思議で仕方が無い。

　青年は淡々と作業を続けている。煤すすに汚れた作業着。頭の後ろでぞんざいに括った黒髪。ルーク・エインズワース――独立交易都市の片隅でひっそりと店を構える工房アトリエ『リーザ』、その主人である。年齢は十七とまだ年若いが、地べたに腰を下ろし黙々と柄を組み立てていく様はさすがに堂に入っていた。

「普段も手入れをしていないわけじゃないが――」

　口を開いたルークだが、その右目は己の手元を見下ろしたまま。

「最近は回数が増えたように思う」

　ほう？　どうしてだろう。セシリーは首を捻ひねった。

「お前が厄介事を運んでくるからだ、セシリー・キャンベル」

「人を疫病神のように言わないでくれ」唇くちびるを尖とがらせ、「確かにあなたには何度も世話にはなっているが、私の職業柄なんだ。仕方無いじゃないか」

　セシリー・キャンベルは独立交易都市を守る自衛騎士団の一団員である。

　豊かなラインを描く胸当てに白い腰巻、踵かかとに鉄を仕込んだブーツ。胸元には都市公務職を証明するペンダント。彼女が身につけているものはすべて、都市の自衛騎士団の制服として指定されたものである。団内に女性は少ないので自分用にあちこちいじってはあったが規定の形を概おおむね遵じゆん守しゆしている。

　セシリーはここ数ヶ月を振り返った。人外や悪魔と戦った盗賊一派の遠征。炎の悪魔を生み出した市いちの事件。つい先月にはシャーロット・フィーロビッシャーなる少女とその従者たちとの戦闘。事件そのものを恨むことこそ納得できても、時には重傷も負ってきた自分に当たるのは理不尽である――

「と、私は弁解したい」

「俺おれは時々、お前に体良く利用されているような気がしてならない」

「自分で言うのもアレだが、私に他者を利用するような器用さがあると思うか？」

「無いから天然は怖いんだよ」

　生き真ま面じ目めな気性は度々人に指摘される。

　だが言うに事欠いて「天然」とは。

「あなたこそその憎まれ口を叩たたく癖はどうにかならないのか」

「憎まれ口のつもりは無い。正直な意見だ」

「減らず口め」

　ルークは肩をすくめた。柄をはめ終えた刀を鞘さやに収め、続いて工具箱を引き寄せると中身をあさり始める。

「それで？　私の刀はいつ打ってもらえるのだ」

　金、と短い答えが返ってきた。

　セシリーはやれやれと嘆たん息そくし、

「私は宣言してしまったのだぞ。今さら後戻りできない」

「自業自得だろ」

　確かに自業自得と言えなくは無い。

　思考は遡さかのぼる。まだ記憶に新しい三国一都市会議、通称『ヴァルバニル会議』での一幕を。

　それは大陸国家の重鎮が非公式に集い、大陸史上最悪の人外の対処諸もろ々もろを検討するための会合。のはずが、そこで繰り広げられていたのは愚ぐ昧まいな権けん謀ぼう術じゆつ数すうとルーク個人への中傷だった。

　案の定、セシリーの堪忍袋の緒はぶち切れ、あろうことか啖たん呵かまで切ってしまった。



『いつか必ず、私がルークの刀でヴァルバニルを討うつ――――そう決めたッ!!』



　自業自得。自爆と言っても過言ではない。

　それでも宣言した内容に後悔は無かった。

　――そう、後悔は無いのだ。

　自分がルークの打った刀で、ヴァルバニルを封殺討するつ。

　ルークではなく自分がそれを果たす。それには大きな意味があるように思えた。

　数百年前に聖せい剣けんによって封印され、そして近年に復活を遂げるらしい、大陸国家の最重要案件となっている人外、ヴァルバニル。ルークはヴァルバニルを封印した聖剣を再現する技術を継承した、数少ない職人『刀鍛冶ブラツクスミス』のひとりだという。

　両者の因果関係はこれのみにとどまらない。

　ルークはヴァルバニルに対して並々ならぬ憎悪を抱いている。過去に彼の幼なじみが殺されているためだ。名はリーザ・オークウッド。ルークの幼なじみであり、かつて自衛騎士団への入団を志こころざしたという女性。彼女は今いま際わのきわにリサという悪魔を遺のこして逝いった。

　――ルークはリーザのことを愛していた。

　きっと今もその気持ちに変わりは無い。工房アトリエの名前がその証拠。こう見えて存外に健気な男なのだ。

　リーザの復ふく讐しゆうに彼を走らせるのは望ましくないようにセシリーは思えるのだ。せめてヴァルバニルと直接相あいま見みえるのは彼ではなく別の誰だれか――そう、例えば自分――であるべきなのではないか。復讐は心を濁にごらせてしまう。

　――でもそんなのは建前で。

　本当は蚊か帳やの外にいたくない。部外者でいたくない。そんなわがままな気持ちの表れなのかもしれない。だってリーザのことを考えると、妙に落ち着かない気持ちになる。じわじわと胸の内に焦りが広がる。否が応にも係かかわりたいと思ってしまう。

「……？　何をしているのだ？」

　ふと気付いて見やると、ルークは何やら複数個の柄を組み立てているところだった。柄巻を巻いたり金具をはめたり釘くぎを打ち込んだり鍔つばを糸で縫い付けたりしていくつもの柄を完成させる――いずれも刀身無しで、である。

「わからないのか？　ストックだよ。お偉方が言う『魔ま剣けん精製』の」

　言われてピンときた。簡易炉を発生させ、その中で対象者の過去の鍛錬経験を瞬間的になぞることで刀を打ち出し、かつ特殊な効果を付与する――リサの悪魔としての能力だ。それに必要な材料が素材としての玉鋼、そしてこの“〝刀身の無い柄”〟なのだ。

　悪魔を生み出す『悪魔契約』は大陸法により禁じられた契約信仰のひとつである。その産物であるリサが生かされているのはその能力を評価されてのことだ。対ヴァルバニルに有効な能力――便宜上それは『魔ま剣けん精製』と呼ばれている。

　ルークはパズルのピースを合わせるように二個三個と次々柄を組み立てていた。

「お前と会ってからこっちの頻度も増えた。玉鋼が決して安くないことは知っているだろう？　使い捨てなんだぜ、この費用もいただきたいくらいだな」

　ねちねちと小言を吐ついてくる。いつも通り言い返そうとして、でも口を噤つぐんだ。不ふ貞て腐くされた心地になって呟つぶやく。

「……だから、わかっているよ。あなたにたくさん世話になっていることは」

「はッ。どうかね」

　セシリーは肩を狭せばめてうつむいた。

　遠慮がちに、訊たずねた。

「なあ……私は自分で思っているよりもずっと、厚かましい人間なのかな」

　宣言したことに後悔は無い。

　でも、近ちか頃ごろつくづく思うのだ。

　己の未熟さはうんざりするほど自覚している。騎士団に入団してからの数ヶ月、自分は常に誰だれかに助けられてきた。ルークに、アリアに、リサに――いつだって独力で解決できた事件は無かった。

「確かに私はわがまま過ぎるかもしれないから」

　懐疑的な気持ちが胸に巣食う。自問を重ねる。強気なのは口先ばかりでそこに行動は伴っているのか？　そもそもヴァルバニルを討うつ云うん々ぬんも正直雲を掴つかむような話で、己おのが手でかの獣を討つその言葉に実感はあるか？　その決意に手応えはあるか？

　私は空回りしていないか――？

　金属を重ね合わせた音が甲高く反響し、セシリーは驚いて顔を上げた。

　ルークがこちらを見ていた。今のは彼が出来上がった柄を脇わきに放り投げた音だったようだ。そう気付いて訝しく思う。言葉遣いは粗野でも鍛か冶じ道具は丁寧に扱うのに。

　何かに苛いら立だったような所作だった。

「市いちのときだったか。俺おれに土下座したときがあったな」

「え？　あ、ああ」

　事件は独立交易都市三番街で行われた市いちでのこと。大陸中の人間が集うその祭りの最さ中なか、ある男が悪魔と化し、そのとき競りに出されていた魔剣アリアを分捕るという事態があった。セシリーは彼女を救いたいがためにルークに土下座で懇願した。



『ルーク・エインズワース。あなたが望むモノをすべて捧ささげる。金を求めるなら墓場に入るまで支払い続けよう。身体からだを求めるなら好きにしてくれていい。労働を求めるなら馬車馬のようにあなたのために働こう。すべてを捧ささげる。だから』

『力を、貸してくれ』



「何でもするから手を貸してくれ、ってことだったな」

　そういえばそんなことも言った。でもどうして今ごろそれを？

「何でもするのか？」

　戸惑いつつセシリーは頷うなずこうとして――気付いた。

　ルークの双そう眸ぼう。かたや義眼である左目は当然のように無機質な光を放っていたが、かたや右目はいつになく真剣な光を帯びていた。揶や揄ゆするでも小こ馬ば鹿かにするでもなく、ひたとこちらを見つめている。

　何でもするのか？

「たとえば――」



『――身体からだを求めるなら――』



「……あ」セシリーの頬ほおに紅が射した。「あ、あああああああいやっ！」

　椅い子すを蹴け倒たおしながら立ち上がり、

「いやいやいや！　ちょっと、ちょっと待ってほしい。落ち着くんだルーク。話を聞いてくれ。あのときは必死で、無我夢中で、何が何でもだったので、だからその、口が滑すべったとは言わなくてもいくらなんでも言い過ぎたと言うか、あいや約束を反ほ故ごにするつもりはないのだぞ、そこまでは腐っていないぞっ？　文字通り馬車馬のように働くさ、金品だってあなたが望むなら払うさ！　っだ、だができればそういうのはッ、ここ、こういう形でなく清く正しく真心のある手順を正当に慎重に追って――でなくて!!　何でもする、ナンでもするが、でもやはり――」

　ルークが噴き出した。

　こらえきれないように肩を揺らした。

「冗談だ。そこまで鬼畜じゃない」呆ぼう然ぜんとするこちらに軽く手を振り、「深く考えるなよ。お前はもうちょっと単純な女だろ？　こっちの憎まれ口にいちいち落ち込まれてたら調子が狂う。それこそ迷惑だ」

　矢継ぎ早に言う。落ち込んでいた自分に気を遣ってからかってきた、らしい。その気遣いはありがたくはあるが――もう少しやり方というものがあるだろうにっ！

「しかし傑作だったな今の慌て様は。なんだ、ひょっとして清く正しく真心のある手順を正当に慎重に追えばそういうのはＯＫなのか？　まさか。勘弁してほしいな。笑わせる。こっちから願い下げ――ってオイ。お前はどうして向むこう鎚づちなんぞを振り被かぶっている」

　向鎚とは長い木の柄えの先に鎚つちを取り付けた、熱した鉄を叩たたき延ばすための鍛か冶じ道具である。本来の使途ではないが人一人の頭を叩き割るには手ごろな得物だ。

「手ごろにされても困る」

「黙れ色情魔が！」

　鎚つちを大きく振り被かぶり、怒いかりに顔面を真っ赤にしていたセシリーだったが。

「――――ぁれ？」

　両手に掲げた向むこう鎚づちは予想以上に重く、不覚にも尻しり餅もちをついてしまった。

「くそ、卑ひ怯きようだぞルーク・エインズワースっ！」

「落ち着け。言動が滅茶苦茶だぞ」

　ルークはあっさりとこちらの手から鎚を取り上げた。

「職人の道具をぞんざいに扱うな。悪かったから頭を冷やせ」ついでに手を差し出し、「――っと。そういや拳こぶしの骨折は完治済みか？」

「……おかげさまで。火傷やけどの後遺症も無い」

「そりゃ上等」

　手を借りて立ち上がる。怒りの行き場を失くしてセシリーは頬ほおを膨らませた。

　しかしいやに重い鎚だった。頑丈な鉄を叩たたき延ばすのだから当然といえば当然だが。

「リサはいつもこんなに重いものを持っているのか……あの小さな身体からだで、よくもまあ」

　記憶によればこの鎚で鉄を叩くのはリサの仕事だったはずだ。彼女の背丈はセシリーの胸むな許もとまでしかない。腕回りも細い。悪魔といえど体格や握力は人間のそれと変わらないと思うのだが。

「コツがあるからな」

　言うと、ルークは軽々と鎚を持ち上げて実演してみせた。右手は向鎚の長柄の中心辺りを握り、左手は柄つか尻じりに当てる。股またを開いて下半身を固定し、一息に鎚を頭上高く振り上げる。そして腕力で振り下ろすのではなく鎚の重量をそのまま叩きつけるように“〝振り落とす”〟。この動作をまったく同じ型で二度三度と繰り返した。

「この動きをあいつは三年かけて身につけた。体力や腕力も必要無いとは言わないが、もっと大事なのは打点と型の正確さだ。リサも初めは暇さえあればこいつを振り回していたな」

　セシリーは感嘆して唸うなり声をあげた。

　今の実演は一種の完成された武器術にも通じる。例えば自分が剣を振るうにも決まった型がある。斬きる、突く、いずれも訓練で繰り返し精度を上げ、実戦に応用する。ルークが見せた、そしてリサが身につけた動作はそれに通ずる立派な“〝技術”〟と言えた。

「あなたは本当にいい助手を持ったな」

「そうだな」

　素っ気無い答えだったが、セシリーは誇らしげな響きを聞き逃さなかった。

　リーザ・オークウッドが幼なじみのために遺のこした悪魔は、その思惑云うん々ぬんとは別に、彼女自身の意志で彼の生活全般を支えてくれる。ルークはそのことに大きな恩義を感じている。

　それをもっと態度で示せばいいのに。

「さっきの話じゃないが」

「ん？」

「何でもすると言うのなら――もしも俺おれに何かあったときは、お前にリサを頼みたい」

　あまりに唐突で、あまりに不吉過ぎる要求にセシリーは言葉を失った。

「何……？」

「……いや、何でもない」顔を背け、「忘れてくれ」

「意味がわからないぞ。わかりたくも無いが、そんな約束はできない。当たり前だろう」

「そうだな。だから忘れろ」

　忘れろと言われても困る。何だ今のは。

　これから先、あなたの身に何か起こるとでも言うのか？

「そろそろ昼飯の時間だな。行くか」

「え。あ、ああ」

　ルークは勝手に話を打ち切ってしまう。そこに何か強制的なものを感じ、セシリーは追及を収めざるを得なかった。

「……いやしかし、待て。さっきも言った通り約束を反ほ故ごにするつもりはない。もしも私にできることがあれば遠慮無く言ってくれ。もちろんさっきの不吉な内容以外で、なな、何でもとは言わないが」

「顔を赤らめるな。気持ち悪い」

「っ、この下半身男がッ!!」

　思い切り肩をどついてやったのに痛がるどころか「下半身はねえだろ」とくつくつと笑う。セシリーはなんだかこそばゆく感じ、それを誤魔化すように彼の背中をばしばしと叩たたきながら「行くぞっ」と乱暴に屋外へと促した。

　彼の不吉な言は、それでも頭の片隅に残った。





「え――リサも『舞踏会』に招待されてるの？」

「と言っても私はルークのオマケです。一応ウチは刀鍛冶ブラツクスミスですから、その助手として」

「へぇ。セシリーも警備で行くんだよ。自衛騎士団のお仕事。だったら会えるかもね」

「でも多分私たちは欠席すると思います。ルークが」

「ああ、そうだよね。あの男だもんね。……あ、そろそろじゃない!?」

「うーん、もうちょっとですね」

　世間話に興じていたリサとアリアのふたりは揃そろって鍋なべの中身を覗のぞき込む――

　工房アトリエ『リーザ』におけるリサの仕事は多い。鍛か冶じ鍛錬の補助以外にも炊事洗濯おつかいなど朝から晩まで働きづめだ。それを苦に思うことは無い。主人の役に立っている、その実感が日々の充実感をもたらしてくれる。

　昼時の今、彼女は母おも屋やの炊事場で鍋の様子を見ていた。鉄てつ屑くずと見間違えるような年季の入った薄鉄の鍋なべを火にかけ、その中でぐつぐつと煮えるスープを柔らかくかき混ぜている。鍋からは芳ほう醇じゆんな香りが漂っていた。

　季節は猛暑の候こう。くわえて鍋の蒸気である、背中でひとくくりにしたブロンドの髪は湿って額や首筋に貼はりつき、作業着の袖そでをまくって剥むき出しにした腕もじっとりと汗ばんでいた。独立交易都市の夏は湿気が厳しく蒸し暑い。

「まだかな？　まだかな？」

　リサの横で、栗くり色いろの髪の女性――アリアがすんすんと鼻を鳴らした。

　踊り子のように露出の多い衣装をまとい、ゆえに形の良い胸や艶あでやかな肉体のラインが浮き彫りになっていたがそれにしてはいやらしい雰囲気がない。彼女は見目好い容よう貌ぼうに子どものように無む垢くな表情を浮かべて鍋の中を覗のぞき込む。

　アリア。魔ま剣けんに変へん化げする悪魔にしてセシリーの相棒でもある女性だ。

　お昼時になるとセシリーとアリアがこの工房アトリエを訪れるのはもう毎日の習慣と言っても差し支えなかった。今日は少し早くやって来たのでセシリーはルークの作業の見学に、アリアはリサの手伝いにと分かれた。もっともアリアはつまみ食いばかりしているが。

「ふふ、待ち切れないですか？」

「うん。リサの作る料理はどれも絶品だから」

「えへへ」

　ルークは滅多に自分の料理を褒めてくれず、だからアリアの言葉は素直に嬉しい。

　解説も興に乗る。

「昨日屑くず鉄てつ集めに市内を回ったときにですね、お肉屋さんが捨てるはずだった骨をくれたんですよ。豚の骨です。今日はそれで出だ汁しを取っているのでホラ脂あぶら身みがすごいでしょう？　涎よだれが出ます……ヨダレガデマス！　普段はお肉なんてなかなか手が出ませんから、こういう機会は稀まれで……ヨダレガデマス！　あとですね、灰被かぶりの森で採れた野草を隠し味に使ってますから香りもいい感じ。霊体も濃厚でヨダレガデマス！」

　霊体――空気中に含まれる粒子――は祈き祷とう契約や悪魔契約の触媒となる一方、悪魔である自分たちの重要な栄養源でもある。定期的に霊体を摂取することで長期的に肉体を保っていられる。つまりヨダレガデマス。

「灰被りの森ね……」アリアが訊たずねた。「ねえ、あの森ってどんなところなの？　あたし入ったことないんだ。いつも火山の灰が漂ってるから身体からだに悪そうだし」

“〝灰被りの森”〟とも呼ばれているハウスマンの森は、その名の通り火山灰を被った森林である。土地全体に霊体を多く含み、ゆえに隣接する火山帯からの火山灰を吸着する働きを持っている。リサはいつもそこで調理のための野草を採集するのが習慣だった。霊体濃度が高いので採れる野草も霊体を多く含むのだ。

「確かに灰はたくさん漂ってますけど、私は悪魔だから平気ですね。たぶんアリアさんも大丈夫だと思いますよ」でも、と続ける。「人間の方は灰を吸い込まないようにマスクをしなくちゃいけないし、他ほかにも霊体酔いを防ぐ玉鋼を用意しなければいけません」

「霊体酔い？」

「ええ、高濃度の霊体はときに人体に影響を及ぼすみたいです。嘔おう吐と感や気絶、幻覚などの症状を催しちゃうだとか。あ、それに森の端――森と都市を囲う壁の境目にはとっても大きな谷があるんですよ。『爪つめ痕あと』って呼ばれる崖がけで、転落事故も少なくないみたいなのでそれにも気をつけなければいけませんね。悲しいことですが、それで毎年『灰商い』の方が何人か亡くなっています」

「へー……まぁ、でもあたしは大丈夫なんだよね。人間じゃないし、崖にさえ気をつければ問題無いんだね」

　人間じゃないし。その声こわ音ねに妙な響きを感じ、リサはアリアを振り返った。彼女は鍋なべの中身ではなく開かれた鎧よろい戸どから外の景色を眺めていた。

　工房アトリエ『リーザ』は農地である七番街、その端っこに店を構えている。そのすぐそばには灰の色で空を割る森。アリアはその方角を取り憑つかれたように見つめていた。

　――いえ、森じゃない。

　その森の向こう……ブレア火山を見ている？

　横顔をこっそり窺うかがうとそれは怖いくらいの無表情をしていた。

　以前彼女に乞こわれ、自分の過去やヴァルバニルについて話したことがある。どうしてそれらを知りたがったのか何度も訊たずねたが――アリアは頑なに口を閉ざすばかりで答えてくれなかった。誤魔化すように笑ってはぐらかしてしまう。

　――アリアさんは何か秘密を抱えている。

　誰だれにも打ち明けられないようなことを。

　ひょっとしたらセシリーでさえも知らされていないことを。

「ねえ」

「あ、は、ハイ」

　アリアはどこか覇は気きの無い表情のまま、訊ねてきた。

「共に失っていく、ってどういう意味なの？」



『私たちはもう一いち蓮れん托たく生しようですよ。いつか誓いましたよね？　共に失っていきましょう、と』



　それはルークとリサの間で取り交わされた、唯一と言ってもいい約束。

「……秘密です」

　リサは唇くちびるに人差し指を当て答えた。

　共に失う。この言葉をルークはどう捉とらえているかはわからないが、少なくとも自分は宝物のように大切に胸の中に秘めている。

　――本当に、どう思っているんだろう。

　実のところ前回の三国一都市会議から彼との関係が曖あい昧まいになってきている。今までは彼の心に踏み込むのをためらい、一歩引いてただの助手であろうと意識していたけれど――セシリーたちと出会ってからその線引きが上う手まくいかない。初めて打ち明けてくれた彼の気持ち。とても嬉しかった。満たされた心は、にもかかわらずより貪どん欲よくになりつつある。

　もっとルークのそばに寄り添いたい、と。

「私がひとりの悪魔としてルークと交わした大切な約束です。アリアさんといえど、おいそれとはお話できませんね」

　ルークにも口止めされているわけだし。

「ふうん。婚姻の契りみたいなもの？」

「そ、そんな馬ば鹿かな！」リサは真っ赤になって頭かぶりを振りまくった。「私風情ふぜいがそんな、けけ、結婚なんてそんな！」

「前から思ってたんだけど……リサはそんなに卑ひ屈くつになることなんてないよ」少し咎とがめるようにアリアは言った。「私風情、なんて言い方もやめなよ。ふたりとも嫌々一緒にいるわけじゃないんだし」

　そうですけど、とリサは口ごもった。

　――でも私は悪魔なんです。

　ルークの大切な女性の命を下地にした悪魔。その事実はどうしても自分を卑屈にさせる。

「……まあ、あたしも悪ひ魔とのこと言えないんだけどさ」何やら呟つぶやいたアリアが、あっ、と声をあげた。「沸騰してるよっ？」

　リサは慌てて鍋なべを持ち上げて火から遠ざけたが、持ち手の熱さに手を離してしまった。

　ひっくり返る鍋。飛び出すスープ。アリアの、絹を裂くような悲鳴――

　間も無く悲鳴を聞きつけて現れたルークとセシリーが見たものは、床に散乱するスープと骨とひざまずいて涙を流すリサとアリアの姿だった。

「ヨダレガデマシタガ……デマシタガ……」

　ふたりは奇妙な呪じゆ文もんを呟いていた。





　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル。

　その凄せい惨さんさから大陸史上最悪の人外“〝ヴァルバニル”〟の別称を与えられた大戦。

　ヴァルバニルは海を呑のみ、地を割り、肉という肉の飽食の限りを尽くした獣だ。一般には知られていないが――実のところ大戦はこのヴァルバニルそれそのものが原因となった戦争である。別称となったのも偶然の一致などでは決して無い。

　聖せい剣けんにより人間に封印されたヴァルバニルは、人間を憎み、呪のろいを吐いた。

　呪いとは霊体。大陸中に蔓まん延えんする霊体は人間の心臓に死言を刻み、『悪魔契約』という人間同士に殺し合いをさせるシステムを生み出した。最悪の人外は今も呪いを吐き続けている。大陸の片隅――ブレア火山の最奥で。

　一握りの人間がそれを知っている。

　そんな時代。



　独立交易都市ハウスマンは大陸唯一の中立都市である。

　大戦を契機に先達であるハウスマンが基礎を打ち立て、帝国、軍国、群集列国――あらゆる国家から独立し自由交易を謳うたう巨大都市として成立。今日もなお発展を続けている。

　ハウスマンが遺のこした機密文書は代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルからの大陸復帰に大いに貢献した。呪のろいである霊体を『祈き祷とう契約』という宗教要素を含んだ形に応用させ、さらにヴァルバニルや聖せい剣けんの存在を明らかにした。大陸国家はこれを基に大陸法委員会の指導の下、三国一都市会議、通称『ヴァルバニル会議』を定期的に開くことになった。

　都市を中心に今、大陸の安定は揺らぎ始めている。



　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。

　彼女には公務役所を半壊させるという出来事により、つい先日まで謹きん慎しん処分が下っていた。

　拳こぶしの傷も癒いえ、謹慎が解けて間も無いころ。

　季節は夏の真っ盛り――
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　飢えていた。

　人間の手を離れて数日。空腹は痛みを伴うほどになっている。背中に負った金属群は躍動の度に擦れ合って耳みみ障ざわりな音を発し、それが胃の空白に響く。

　口には大型の轡くつわ。造り変えられた四肢にそれを解く術は無く、故ゆえに食事ができない状態だった。もちろん川に頭を突っ込めば渇きを癒いやすことはできる。切り刻んだ野鳥の死し骸がいを掲げ、それから滴したたる生き血を鼻はな面づらに浴びながら口と轡の間から啜すすれば必要な栄養も得られる。しかしそれらで腹が満ちるはずも無く、飢餓は真綿で首を絞めるような頭痛を間断無くもたらしてくれる。

　それでも――“〝彼”〟は川をまたぎ、森をくぐり抜け、荒野を駆けるのをやめなかった。

　行く手を阻はばむ草木を根こそぎ切り開いて人間の追跡を振り切り続ける。

　あるひとつの微香を“〝彼”〟は嗅かぎ分けていたから、止まるわけにはいかなかった。

　それは“〝彼”〟にとって神や王に等しい存在。一ひと度たびその御前に出れば跪ひざまずき傅かしずくことを余儀無くされる、そうすることが至上の幸福と快楽をもたらしてくれるだろう、唯一の“〝頂上”〟である。

　そのモノが発する香り――恐らくは体臭――を“〝彼”〟はずいぶんと昔から嗅ぎ取り、そして魅了されていた。超遠距離にあっても存在を感じることができる。だから今、解き放たれた“〝彼”〟はその体臭の発生源を目指してひたむきに疾走していた。

『頂上の御お膝ひざ下もとへ』

　命めいではない。

　食欲肉欲睡眠欲の如ごとき第四の欲求。飢え以上の欲望が彼を駆り立てる。

『お逢あいしたい――』

　今から最も近い雪解けの季節からその体臭はより濃いものとなり、それは“〝頂上”〟の胎動を思わせた。ああ、あの御方が動き出そうとしている。強烈に匂におい立つほどの歓喜を発し、鎖を引き千切ろうとしている！

　飢えようが筋が引きつろうが是が非でも“〝彼”〟は走り続けなければならない。

　とある火山の最奥を目指して。
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　ハウスマンの森は常に火山灰が漂うため、夏場の湿気が加わるとまるで濃霧の中にいるような心地になる――あくまで視覚に限った話だが。

　森は鬱うつ蒼そうとして薄暗い。背の高く、枝葉の多い樹木が日光を遮さえぎり、それでなくても元々が地上から上空までを火山灰の膜が張る土地であり、日中であっても極ごくわずかにしか明るさを得られない。草木には灰が積もっているため緑の色彩は無く視界は最悪の一言に尽きた。

　一見して死の気配が漂うが、印象に反して森は枯れ果てることが無い。灰に混在した霊体の力が其そ処こ此こ処こに満ち、本来あるべき生命力の代わりをしているのだ。その点だけをみれば奇跡の森とも言える。

　そのような濁にごった視野の中、リサは鼻歌を歌いながら叢くさむらをかき分けていた。

　汚れてもいいようによそ行きの服ではなく作業着を、枝葉で傷つかないよう手袋を、採った野草を運ぶための籠かごを背に、というように万端の装備。腰にはいつもの癖で手て鎚づちを提げていた。

　叢を一房ごとに選より分わけながら、リサはふんふんと鼻歌を歌う。

　すこぶる機嫌がいい。

「地味な作業だな。何が楽しいのか理解できない……」

　後ろでぞんざいな手つきで野草をむしっていたルークが、辟へき易えきとしつつ漏らした。

「とっても楽しいじゃないですか！」リサは主人を振り返り、断言した。「霊体のせいなのか灰のせいなのかはわかりませんが、この森は生態系がちょっと狂っていて、その時々で生えるものもがらりと変わっちゃうんです。だから来る度に新しい出会いと発見があって毎回感動の連続なんですよ。あ、土はちゃんと払って。それは毒があるので除よけてくださいね」

　あーはいはい、とルークはむしった草を捨てて別の叢をあさり始める。手袋をはめた手で草木をかき分け、不要と判断したところはブーツで踏み締めてスペースを作る。そうやって足場を確保しながら次の採集スポットを捜す。

　――まあ、確かに地味ですけどね。

　リサは独りごち、肩越しにこっそりとそちらを見やった。だるそうに丸められた背中。ルークには先ほどその腰に帯びた刀を使ったらどうかと指摘はしてみたものの「刀は農具じゃない」と叱しかられたばかりである。彼のしている装備はリサのそれよりも若干多い。

　悪魔である自分は灰を吸い込んでも平気だが人間のルークはそうもいかない。あり合わせの布を巻いて口くち許もとから首までを覆い、目には双そう眸ぼうを丸ごと覆うような大きなゴーグルをしている。腰こし許もとに紐ひもで吊つった黒い玉鋼のおかげで周囲の灰の濃度が緩和され、霊体酔いも防止してくれているとはいえ当然呼吸もしづらいし、そうでなくてもこの灰の密度だ。ただでさえ火山が近く一帯の平均気温は高く、とどめの季節柄の猛暑でほとほとうんざりしているようだった。

　それでも引き返す素振りは無い。愚ぐ痴ちりつつもしっかりと手伝ってくれる。

　気だるそうに丸められた背中を覗のぞき見て、リサは「にひっ」と笑った。

　――本当に変わったんですね、ルーク。

　野草の採集は鍛か冶じ作業とは何の関係も無い、リサが趣味で行っていることだ。バリエーションの少ない食卓に彩いろどりを、と思って三年前から始めたのだが――それにルークが付き添ってくれたことは今まで一度も無かった。なのについ先ほど、出かけようとするリサに自分から手伝うことを申し出てきた。工房アトリエに住まわせてもらうようになって三年、リサの知る限り出不精の主人にはあり得ないことだった。

　ルークは変わりつつある。出会って以来ずっと、幼なじみの似に姿すがたである悪リ魔サから目をそらし、そばにいながら深く係かかわろうとはしない、そんな悲しい関係がずっと続いていた。でも今は少しずつこちらに歩み寄ってくれるようになった。

「不思議な気分です」

　あ？　とルークが肩越しに振り返る。「何がだ」

「私がルークの作業を手伝うことはあっても、その逆はありませんでしたから」

「皮肉か？」

「そっ、そんなつもりはこれっぽっちも！」

「まあ、お前の言う通りだ」ルークは乱暴に草を引き千切り、「俺おれは今まで目を背けてばかりいた」

　リーザ・オークウッドの遺志。リサという悪魔が遺のこされた意味。

“〝リーザ自分亡き後もずっと、いつまでもルあーなクたを守り続けるため”〟

　知っていながら、気付いていながら目を背けて。

　ただ闇やみ雲くもにヴァルバニルを憎むこと、殺すことに執着して。

「お前と向き合ってこなかった」

　リサは呆ぼう然ぜんとルークの後ろ姿を見つめた。耳を疑ったのだ。

「ど、どうしちゃったんですか。変です。おかしいです。気が触れてしまったみたい。あ、ひょっとして霊体酔いですかっ？　霊体酔いしちゃったんですね!?」

「しちゃってねえよ。とことん信用無いのな。……当然か」独白のように呟つぶやいてから、ルークは静かな右目をこちらに据えた。「この際だ。今のうちに日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんをぶちまけてみろよ。あるだろう、ずっと俺に言えずにため込んでいたものが」

「そんなのありません」

　こんなに幸せなのに。

　不満なんて口にしたらバチが当たってしまう。

「どうしていきなりそんなことを言うんですか？」

「お前をあまりに蔑ないがしろにしすぎた。そんなふうに最近、考えるようになった」後頭部をかく様子は態度を決めかねて困っている、そう見えた。それでいて申し訳無さそうな様。「多分それに気付いたのも……」

　不意に言葉を切ってしまう。それに気付いたのも？

　――セシリーさん、ですね。

　彼女に何か言われた、あるいは彼女の言動を傍目で見てきたことでルークの心境に変化が生まれたのだとリサは思う。セシリーのひたむきな意志がルークの閉じる心を解きほぐしてくれた。彼は表面的には認めないだろうけど。

　彼女との出会いがルークを変えた。それをちょっぴり悔しく感じるのは、傲ごう慢まんにも、できるなら自分自身がそれを成したかったから、だろうか。

　肺が震える。その震えをため息に変えて深く長く吐き出した。不満は無いか？　その問いに一瞬だけ胸に痛みを覚えたが、記憶の蓋ふたが開く前にリサは微笑ほほえんだ。平たい胸に手を当てて。

「不満なんてありませんよ」

「そんなことは無いだろう」

「ありません。昔はそりゃルークにいびられる毎日でしたけど」

「……言葉も無いな」

　しおらしく呟つぶやく。リサは小さく笑った。

「でも、あなたは私を捨てなかったじゃないですか」

「……」

「それだけじゃない、料理の作り方を教えてくれました。着る服を、寝る場所を用意してくれました。鍛か冶じの手順を、向むこう鎚づちの叩たたき方を教えてくれました。言葉も教えてくれました。何もわからない私を、半端にリーザさんに似てしまった私を見捨てることはありませんでした。そして――」

　彼の右目は珍しく困惑げに揺れている。

「そしてこの名前を与えてくれました」

　ルークは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「その名前は、リーザの……」

　Lisaリーザの愛称であるLisaリサ。

　ルークが自身の感傷にかられて与えた名前。今では悔かい恨こんを伴う命名。

「いいえ」けれどリサは胸を張って否を唱えた。「この名前はもう私のものですから。ルークが後悔したって手遅れです」

　あなたが私にくれたものですから。

「返してあげません」

　いつの間にか涙ぐんでいたらしい。リサは目め尻じりの涙を拭ぬぐう。そう、何ひとつ返さない。全部私のもの。にっこりと微笑みかけるとルークはつと視線をそらした。

「……お前は変な奴やつだな」

「ハイ。変な奴です」

「できるだけ俺おれも気をつける。お前も卑ひ屈くつになるな。遠慮なんてしなくていい」

「ハイ」

　不器用なやり取りだな、と思う。詫わびると言いながらもルークの物言いは相変わらず偉そうだ。でも自分は十分に満足している。きっとこれが三年かけて培つちかったふたりの関係なのだ。

　――私は本当に、もう捨てられることは無いんだなぁ。

　怖いくらいの幸福感に心臓が高鳴っていた。こんなに幸せでいいんだろうか。何ど処こかで皺しわ寄よせが来ちゃうんじゃないだろうか。

　自分は本来生まれてくるはずの無かった命、人ひとりの犠牲を払ってこの世に生まれ落ちた存在である。不吉で呪のろわれた悪魔。だからいつ見限られても仕方無いと思っていた。いつルークに捨てられてもいいと思っていて、毎晩寝る前にその覚悟を噛かみ締めてきて、でも少しでも長くそばにいたくてできるだけ彼の顔色を窺うかがいながら生き永らえていた。自己主張をせず常に一歩引いて彼を見守ってきた。

　しかしルークは遠慮するなと言う。卑屈になるなと言う。

　それどころかこれからもふたりでいられるよう、自らを変えようと努力している。

　想われているという実感が全身に染み入る。

　この小さな身体容れ物では溺おぼれそう。

　幸福すぎて、明日ぽっくり逝いってしまっても文句はないくらい。

「セシリーさんに感謝しなくちゃいけませんね……」

「なんでそこであの女の名前が出て来る」

「だってセシリーさんの影響ですよね？　この殊勝さは」

　ルークは心底嫌そうな顔をした。

「お前、人がせっかく真ま面じ目めに謝ってるのに」

「その誠実さがセシリーさんを思わせるんです」

　眉み間けんの皺が増えた。

「あの女は苦手だ。言動がいちいちイライラする」

　――ルークの性格からしたらそうなんでしょうけど。

　でもそこには確かにセシリーの匂においを感じる。

　目につく範囲でめぼしいものは大体採集できたので移動することになった。灰を被かぶった森には棲すみつく動物がおらず、だから獣けもの道みちも無い。叢くさむらを踏んで即席の道を作り少しずつ移動する。

「この先は崖がけですから足を滑すべらせないように気をつけてくださいね」

「お前こそな」

　吹き上げる風がふたりの前髪を揺らした。

　ほどなくしてたどり着いたそこは、切り立った崖だった。

　断だん崖がいの絶壁。その表現が過剰ではないほどの深さと広さをたたえている。森が唐突に途切れ、先は奈な落らくの底。大地が真下に落ちている。その断面の滑なめらかさと蛇行の無い直線的な造形、そしてブレア火山からの俯ふ瞰かん風景がそう見えることから、市民から『爪つめ痕あと』と呼ばれる谷間だ。漂う灰のため対岸や底を一望することはできないが、崖の端が都市を丸ごと覆う石壁につながっているので外地からの侵入を阻はばむ役割も果たしていた。

　崖がけっぷちが草木で覆われ、さらに視界不良のせいで注意して見ないとそれとはわからない。だが崖の気流により灰の漂流が変化する場所でもあるのでそれが目印になる。目的の野草はその際きわにあった。気流が変化する地点なので、それに影響してか森の中央とは異なった種類の植物が採れるのだ。

　谷は深い。慣れた足取りでそちらに向かうこちらを、ルークが危なげに見ていた。

「気をつけろよ。落ちたら即死だぞ」

「大丈夫です。何年この森を探索してると思ってるんですか」自信満々に胸を張り、「私の庭みたいなものです。落ちたりなんてしません。これでも高いところは平気なんですよ？」

　リサは崖の間際に立ち、ルークに微笑ほほえみかけた。

「ね？」

　その瞬間、すぐそばにあった叢くさむらが爆散した。

　灰の霧に穴が穿うがたれ、そこから巨大な獣が飛び出してまっしぐらに突進してきた。

　ルークが間に入るゆとりは無かった。絶句すら許されない。

　視界が黒く塗り潰つぶされたかと思うと衝撃がやってきた。リサは獣の体当たりを受け、もろとも崖下に転落した。



　　　４



　時間は多少巻き戻る――





　市内ではその日も店々が開店の時間を迎え、大変な賑にぎわいを見せていた。

　厳格な入都審査を課さない独立交易都市は他国にとっての交流拠点であり、帝国、軍国、群集列国といった大陸中の国家から人と物が集い、そして出て行く。商店街の通りは視覚を楽しませる珍品や食欲をそそる大陸料理が並び、それらを前に、いずれも瞳ひとみや肌の色の異なった外地からの旅行者や商人、市民が切れ目無く行列を作る。喉のどを潤うるおしてくれる果実の絞り汁の店はもちろんだが、他ほかにも『玉たま屋や』と呼ばれる商店もその筆頭である。都市の最大収入源である玉鋼はブレア火山の麓ふもとで製錬され、都市認可の商店で純度や用途別に卸おろし売うりされる――それが『玉屋』だ。混雑の密度が真夏の湿気と相まって猛烈な熱気をもたらしていた。

　人口の密度と犯罪の件数は比例する。引ったくりや置き引き、傷害、そして殺人。多くの人間が出入り自由のためそれを利用した違法物の売買が行われることもある。それらを逮捕及び検挙するのが都市常駐の自衛騎士団の仕事である。当然この日も都市の安全を守るため彼らは目を光らせていた。

　それでも――まるで想定外の事態には初動が遅れてしまう。

　それは本当に天災にも等しい事件だった。

　白昼の独立交易都市三番街、その中央近くに位置する『食』の商店街。

　人肌を焦がすような猛烈さで降り注ぐ陽ひ射ざしに、重く湿った大気。呼び子の威勢のいい声や其そ処こ此こ処こで満ちる笑い声。朝から酒に酔って喚わめき散らす者もいたがそれも日常の風景で、いずれも取とり沙ざ汰たするほどでもないいつもの都市のあり様だ。

　そうした平和はしかし、商店街の一角で膨れ上がった悲鳴に端を発して崩壊した。

「な、なんだぁ？」

　人々が目撃したのは一体の獣――人外だった。

　降って湧わいたように白昼堂々姿を現した獣は当たり前に皆殺しを始めた。傍そばにいた人間を『剣』で滑なめらかに斬きり裂き、『槍やり』で易々と貫き、バラバラに解体した。人外の『剣』は家屋すらも斬り刻む。木片が屑くずと化して舞い、血液が噴水同然にしぶき、それらが混ざり合って辺りを霧雨のように赤く濡ぬらした。悲鳴は怒号へと変わり人々は我先へと逃げ出すが、混雑した路地ではそれもままならない。

　勇敢にもそこに居合わせた傭よう兵へいが斬りかかるが、それは人外の噛かんでいた轡くつわを断ち切るだけに終わった。口の自由になった人外は嬉々として彼に喰くいかかる。巨大な顎あごで頭から喰いつき、食い千切り、豪ごう快かいに咀そ嚼しやく。激しく血液を啜すすり、飲み下し、喉のど許もとが何度も上下に波打った。不意に全身が痙けい攣れんしたかと思うと人間のようにえずき始め、ついには吐瀉――胃液やら呑のみ込んだばかりの肉片やらを派手に吐き散らかす。しかし狂おしく吠ほえた。美味。まるでそう評するような大音声の咆ほう哮こうを発し、獣は頭部の持っていかれた死体の残りを再びついばみ始めた。何ど処こからいただこうか、などという吟味の余地無く暴力的にそれを弄なぶった。骨の一片すら残さぬ勢い。愉ゆ悦えつに舌鼓を打つ。

　結果としてこの食事行為が他ほかの人々が逃げおおせる時間になったことは皮肉としか言いようが無い。

　予期せぬ殺さつ戮りくは災さい厄やく以外に言葉が見つからない。

　恐慌は瞬く間に都市中に伝でん播ぱした。





　現場に駆けつけた自衛騎士団の面子はその光景を前にして慄おののいた。

　そのひとり、セシリー・キャンベルもまた足を止めて目を剥むいた。

「な、なんだこいつは……」

　人外――広くは野犬から異形の怪物までを指すが、基本的に人に仇あだ成なす獣を総称して使われる言葉だ。代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル時は大戦のどさくさに紛まぎれ人里を襲うこともあったが、終戦後は人里を避けて隠れ棲すむようになった。内紛のある群集列国では未いまだ頻出する傾向にあるようだが、独立交易都市周辺ではついぞその姿は見ない。例外といえば数ヶ月前にあった盗賊一派の犯罪くらいである。

　だが目の前で人間の死体を喰くらう人外は、セシリーの知識の範はん疇ちゆうを超えていた。

　基は四足の獣。体長は馬二頭分にも相当する巨大な体たい躯く。全身を覆う薄茶色の体毛が泥や赤い液体にまみれて奇き天て烈れつな模様と化していた。巨大な鼻はな面づらに反し肉を食む牙きばはささやかなものであり、それでいてやはり強きよう靭じんでもあるようだった――ばりばりごりごりと耳みみ障ざわりな音を立てて骨も易々と噛かみ砕いている。丸々とした黄金色の眼球がぎょろぎょろとよく動いてぎらついた。

　ここまでならばまだ驚くに値しない。凄せい惨さんな光景ではあったが立ちすくむほどでは無い。しかしその人外は――剣山を背負っていたのだ。

　それは“〝剣山”〟としか表現しようが無い。――数十本はあろうかという大小様々な剣が獣の背中から生えていたのだ。両刃や片刃の剣がそれぞれ天を突くように鈍く輝き、そしてぬらぬらと何かの液体で濡ぬれている。人外が身震いするだけで隣り合った刃が擦れ合って不協和音を生み、液体が飛び散る。

　さらに人外の両前脚は半なかばから断ち切られ、その代わりと言わんばかりに太く長い“〝槍やり”〟が生えていた。獣はその二本の槍で獲物を地面に磔はりつけにし、顔面を突っ込むようにして肉を喰らっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　異様な人外だった。

　とても自然の産物とは思えない代物。

　セシリーがぞっと背筋を凍らせた、そのとき。

　疾風がすぐ脇わきを駆け抜けた。驚きすくんで目で追う――

「クエイサー団長！」

　茶黒の肌に禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふ。三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。彼は頬ほおから首許にまで至る十字の古傷を紅潮させ、本来ならば馬の鞍に提げるような大剣を掲げて食事中の人外へと突貫した。巨きよ躯くをそのままぶつけるような突進に人外は血まみれの頭をもたげてその身を翻ひるがえす。

　速い。大きな身体からだからは想像もつかないようなしなやかさと素早さで人外は喰くいかけの死体から飛び退のく。しかしそれもハンニバルの猛追を振り切るほどではなかった。大上段から振り下ろされた大剣は大地を割らんばかりの重圧で剣山の一角に衝突した。

　耳をつんざく金属音。剣けん戟げきを背中で受け止めた人外の身体が深く沈む。だがハンニバルの剣もまた大きく弾はじかれていた。遠巻きに見ていた団員たちがどよめいた。岩をも割る団長の一撃が跳ね返された――

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　唐突にセシリーの耳みみ許もとで囁ささやかれたのは変へん化げの文もん言ごん。次いで背後で烈風が巻き起こった。さすが我が戦友――舌を巻きつつもセシリーは振り返り様にそこに出現した剣を掴み取った。十字のシルエットを描く刺突専用の得物、レイピア。相棒であるアリアの魔ま剣けんとしての姿だ。

　武装して視線を戻したとき、セシリーはようやくそのことに気付いて歯は噛がみした。

　――守れなかった。

　セシリーが見ていたのはハンニバルと人外の戦闘の足あし許もと、血だまりに沈む死体だった。市民だった肉塊。彼だけではない、その周囲にも人外の剣山に切り刻まれた市民の亡なき骸がらがいくつも転がっている。――守れなかった！

　初めは異形の人外のインパクトに気圧されていたが、ようやく――遅すぎるくらいにやっとその実感を得て総毛立った。憤ふん怒ぬや猛省に打ち震え、そして。

　守るべき市民を惨殺した人外に、守るべき市民を守れなかった自身に殺意が湧わいた。

「アリアッ！」

　激情に同調し、銀の旋風が発生してセシリーを取り巻いた。

　一方ハンニバルの第二、第三の追撃を回避するため、人外は驚くべき跳躍力を見せていた。二本の太い後脚を深く畳んで力をため、そしてバネのように飛び上がる。横滑すべりに叩たたき込まれた大剣を飛び越え、見る見るうちに上昇し土壁造りの露店の天井上にまで乗り上げてしまった。四し足そく獣じゆうとは思えないような跳躍だ。

　しかしセシリーにとってはこれ幸い。市民を巻き込まなくて済む。

「逃がさない！」

　すでに刺突の体勢に入っていた。左半身を後ろに引き、右に構えたレイピアを前に出す形。矢を射いるように突き込まれた剣の先端から猛々しい風が放出された。灰色に近い銀がレイピアの切っ先を起点に斜め上方向に渦巻き、風の余波に煽あおられた人々が悲鳴をあげる。小規模の台風は狙ねらい通り標的を襲って露店の天井ごと爆散させる――かに思えた。

「なっ!?」

　凶暴な風はあっさりと霧散してしまった。壁面を削り取られひしゃげた露店の上で、前脚の槍やりを突き刺して身体からだを固定しながら、人外は何事も無かったかのように無傷で立っていた。

　これと似たような現象をセシリーは知っていた。

　――ペネロペの魔ま剣けんだ。

　帝国皇帝の血を引き、しかしその身分を捨てたシャーロット・フィーロビッシャーの従者、ペネロペ。彼女の持っていたボロックナイフの魔剣――“〝魔剣殺しの魔剣”〟と称されたそれは、あらゆる魔剣の力を無効化するというものだった。

　今起こった現象はその能力に酷似していた。セシリーが放った風が人外の剣山に触れた途端、零と凪ないでしまったのだ。アリアの能力を無効化した――ということは。

「まさかあれらは魔剣なのかっ？」

　あの剣山の一本一本が――。こちらが愕がく然ぜんとする間も人外は行動していた。前脚の槍で支えた肉体を後脚で蹴けり上げて跳躍。屋根伝いに移動を始めた。体たい躯くの持つ重量感からは想像もつかない敏びん捷しよう性せいで瞬く間に建物の陰に消えてしまう。

「何をぼさっとしている!?」ハンニバルが叫さけんだ。「市民を避難させろッ!!」

　指示に、凍りついていた団員たちが慌てて動く。

「至急他番街の団長に連絡。ワシは人外を追う！　玉鋼を携帯している者はついて来い！――セシリー！」

　言われるまでも無い。セシリーは駆け出すハンニバルの後に続いた。

　走りながらアリアに呼びかけると緩ゆるやかな風が背中を押してくれる。足あし許もとに絡みつく風が疾走を伸びやかなストライドにしてくれる。速力が増す。誰だれよりも速く走れる。最近見み出いだした魔剣の応用だった。

　異常事態はとうに市民や外地の人間にも知れ渡っていた。人々が家屋の中に避難したおかげか行く手を阻はばむのは立ち並ぶ建物だけで、逃走する人外を辛かろうじて見失わずに済んでいる。

「団長、一体あれは何なのですか？」

　肩を並べたところで訊たずねたが、ハンニバルは答えてくれなかった。険けわしい目つきで人外の逃げた方角を睨ねめつけている。

「……行け」

「え？」

「魔剣の力を使えばワシよりも君のほうが速い。――行けッ！」

「は、はい！」

　急き立てられ、セシリーはハンニバルの前に出た。団長は焦っている？　この状況下では当然の話だったが、それだけでもないように感じた。もっと大きな何かに対する焦燥がそこには含まれているような。

　――今は捨て置こう。

　今この瞬間に自分が成すべきことは市民を守ること。

　視界の遠く、背の低い建物の上を悠々と跳ねる影が見える。セシリーはそれを追って小こ径みちに飛び込んだ。





　人外の歩き方は実に奇妙なものだった。前二脚の槍やりで上体を支え、後二脚で地を蹴けり上げ前方に身体からだを押し出す。そして槍の矛ほこ先さきで地面を激しく削り、腹はら這ばいのような姿勢で滑すべりながら着地。走るというよりは跳躍を繰り返す、というのが正しい。ただしその一度の跳躍の幅が長く、故ゆえに凄すさまじい速度で独立交易都市の街並みを置き去りにしていく。

　セシリーはひとりそれを追い続けた。魔ま剣けんの風に力を借りての疾走。蜘く蛛もの巣のように入り乱れる都市の細い小径をいくつも抜け、避難のため人の少ない街並みを横切り、農地の畦あぜ道みちを突っ切る――建造物の密集する市内では屋根伝いに逃走する人外を追うことは困難で、その影を見失わないようにするので精一杯だったが、七番街の農地では視界が開けて追う労もかなり減じられた。

　流石に息も絶え絶えになっていたころ、とうとうその森にたどり着いた。

　別世界のような、灰だらけの空間。空はそこを境に二色に割れている。

　疲れを知らない獣は躊ちゆう躇ちよ無く森に飛び込んだ。

　――待てよ。

　追い続けていたセシリーの脳裏をふと過よぎった。人外の足取りには迷いが無い。まるで明確な目的地でもあるかのようだ。都市に入ったのは偶然ではないのか？

　迷い込んだのでは無く、何か理由があって？

　浮かんだ疑問は、すぐに思考の外に置いた。セシリーは森に入ったことが無かったが知識だけはあった。霊体酔い――高濃度の霊体は時に人体に悪い影響を及ぼす。それを防ぐための玉鋼は持ち合わせていない。ならば、せめて。

「灰を！」

　アリアにはそれだけで通じた。灰被かぶりの森に飛び込んだセシリーの全身を、逆巻く風が覆ってくれる。漂流する灰は避よけるようにセシリーを逸それた。これで霊体酔いはともかく灰が気管に侵入するのを防ぐことだけはできる。

　人外の通った形跡はすぐに知れた。木々の合間を縫うそばから、背中の剣山が草木を切り裂いていくためだ。叢くさむらは不自然に沈み、太い木の幹は寸断され、たった一度の通行で獣けもの道みちが出来上がってしまっていた。

　勝手を知らぬ森。これ以上追跡を続けることは賢くない。

「ここで“〝仕留める”〟ぞアリア！」

　レイピアの柄つか頭がしらに埋め込まれた石が、灰に似た銀色を発して明滅。爆発的な追い風がより強く確かにこちらの背中を押してくれる。セシリーは森を貫くように駆け抜けた。猛進に噛かみ合わない足並みも風で強引に調節。枝葉が頬ほおを切り肩を打つのも構わず、疾風迅雷の勢いで見る見るうちに人外との距離を詰めた。

　獣の背中を、視野に捉とらえた。

「行け――」

　刺突。光熱波と見紛う輝きを伴い、風の奔ほん流りゆうがこの軌跡上の草木を切り刻みながら四足の獣を背後から呑のみ込んだ。だがやはり先刻の巻き戻しのように人外のいた一画のみ風は霧散してしまう。

　風は同時に灰を払った。一瞬だけ視界が開け、そして――セシリーは目を見張った。

「どうしてっ？」

　何な故ぜならそこには見知った人物たちがいて。

　皮肉にも風に後押しされる形となった人外がそのひとりと衝突して。

　そして――灰の帳とばりの向こうに消えた。

「リサッ!!」

　残されたひとり、ルーク・エインズワースが怒号に等しい叫さけびをあげる。図らずもそれが思考停止しかけていたこちらを目覚めさせてくれた。魔ま剣けんの風により灰の晴れた空間。森が切れている。崖がけ。『爪つめ痕あと』。リサは人外もろとも転落した――

　把握するのと決意するのとはほぼ同時だった。駆ける足は止めず、

「迂う回かいしてッ!!　下りる道！」

　すれ違い様にルークに叫ぶ。

　――つくづくお前の無謀さを呪のろうぞセシリー・キャンベルッ!!

　自身に吐き捨てながら地を蹴けり、

「待っ――」

　崖の向こうに身を投げた。

　ルークの声は最後まで聞き取れなかった。





　きっと一度でも足を止め断だん崖がいを覗のぞき見たことがあったならこのような行動は取れなかっただろう。それは幸か不幸か。いずれにせよ賽さいは投げられた。いや、投げたのだ。

　景色が、吹き飛ぶ――

　当然のようにセシリーの五体は自由落下を始めていた。頭から真っ逆様の急降下。灰の幕を何層も突き破り、凄すさまじい風圧が全身を叩たたいて過ぎる。耳みみ許もとで唸うなる轟ごう音おんは風を切る音。内臓が軒のき並み下腹に移動し平らになる感覚と、大地の支えを失った心許なさにぼろぼろと涙がこぼれて散った。

　右手はすがりつくようにレイピアの柄を握り締めている。涙が出ているにもかかわらず風圧のせいで急激に瞳ひとみが乾く――それでも是が非でも瞼まぶたをこじ開け、同じように落下する影をふたつ視界の下方に捉とらえた。

「――――！」

　叫さけんだつもりだったがそれは音にならない。けれど右手の戦友は察する。無茶だよ。そんな声を聞いた気がした。だから答える。やれる。君を信じている。やり取りは一秒にも満たなかった。十分だ。愛すべき相棒はすべて理解し賭かけに乗ってくれた。

　セシリーの足あし許もとで魔ま剣けんの風が爆発したのだ。

　――大砲で人間を撃ったら、こんな気持ちだろうか。

　超加速の落下飛行。

　いつかの“〝矢アロー”〟どころではない。さながら弾丸と化したセシリーは豪速で灰の霧を粉砕し、たちまちふたつの陰影に追いついた。その片方である少女の身体からだを引ったくるようにしてきつく腕の中に抱き止め、今度こそ確かな肉声で戦友の名を呼ぶ。

「アリアァアアッ!!」

　刹せつ那なに追い風は向かい風へと変へん貌ぼうし、急降下の速度を緩和する。頭を下にしていた代償に殴おう打だに等しい風の塊が顔面を打ち据えた。首がへし折れたかと思うほどの圧迫を受けて失神しかける。気が遠くなるのを唇くちびるを噛かみ切ることで踏み止まり、セシリーはリサの小さな身体を腕の中に閉じ込め背中を丸めた。

　落下の軌道はやや斜めにずれる。墜つい落らくは正にその直後だった。直下に落ちた人外の五体が地面を撥はねるのでなく地面に張りつく一方、セシリーたちはそれと距離を取るように傾斜した角度から墜落して盛大に転がった。

「――――」

　極ごく短い時間、気を失っていたことに気付く。覚かく醒せい後も視界は白く塗られ、全身は雷に打たれたように麻ま痺ひしていた。徐々に視覚は回復したが、同時に痛覚も取り戻し――セシリーはか細い悲鳴をあげてのたうった。あまりの激痛に腕の中にかばっていたリサをすら放り出して地べたを転げ回った。

　耳鳴りがする。心臓ののたうつ音が耳みみ許もとで木霊こだましていた。

「……ッ！　…………シリー！　しっかりしてセシリー！」人間の姿に戻ったアリアがこちらの肩を揺さぶっている。「ごめんッ、完かん璧ぺきに落下を殺し切れなくて、あたし役立たずで！　でもセシリーも馬ば鹿かっ、なんでいつもこんなッ、無茶ばっかり！　本当に馬鹿っ、ごめん、ごめんなさい、馬鹿、バカバカバカッ!!」

　少々錯乱気味に、半べそで謝罪と罵ば倒とうの言葉を繰り返す。そんなことは無い、君のおかげで生き延びた。セシリーはしかし肺が引きつってまともに喋しやべることもできなかった。本当に自分の無鉄砲さにはほとほと呆あきれ返るばかりだ。このようなことは二度とするものかと心に固く誓った。

　うめき声に首を巡らせるとリサがふらふらと起き上がるところだった。落下の最中に気絶していたらしい。セシリーにかばわれたとはいえ、彼女はその前に人外の体当たりを受けている。起き抜けに苦しそうに胸の辺りを押さえた。崖がけを見回し、

「私、落ちた、の……？　でも死んでない……？」そこでようやくこちらに気が付いたようだ。「え？　セシリーさんに、アリアさん？　え？　アレ？」

「怪け我がは、ないか」

　セシリーがようやくしぼり出した声にリサは息を呑のんだ。聡さとい彼女は見る見るうちに瞳ひとみをにじませ、こちらの胸に飛び込んできた。死ぬほど痛かった。

　アリアの肩を借りて立ち上がった。

「ここは……」

　谷底である。

　左右を断だん崖がいの壁に挟まれた直線的な空間。馬車が三台は入るだろう幅があるにもかかわらず、奇妙な圧迫感がある。壁面は不自然なくらいに滑なめらかで、そのため積み重なる地層をつぶさに観察することができた。うっすらと灰が積もる底の地面も平らなので、歩くのにも難儀しない。

　辺りは黒ずんだ白でけぶっていた。谷底は当然として頭上も深い灰の霧で覆われている。どれほどの高さから落ちたのか想像もつかなかったが、見えないことが却かえって崖の深さを思わせセシリーは背筋を冷たくした。

　――よく、死ななかった。

　身を投げ出したこと自体に後悔は無かったが、やはり無謀極まりなかったと思う。アリアの風が今一歩及ばなかったら自分は……緊張の糸が解けた途端に腰が砕けた。アリアとリサが慌てて左右から支えてくれる。今さら震え出す身体からだを茫ぼう然ぜんと見下ろした。異常な量の脂汗がどっと噴き出し、傷ついた身体に追い討うちをかけるように灰を吸い込んでむせる。瞳にも染み込んで痛い。

　アリアがこちらの顔色を心配そうに窺うかがっていた。

「大丈夫……とにかく命だけは助かったんだ。本当に良かった」うつろな声ではあったが安心させるように告つげる。「それよりリサ、君を巻き込んでしまった。申し訳無い」

「そんなこと言わないでください！　助けられたのは私です！」

　リサはたまたま灰被かぶりの森に野草の採集に来ていたことを述べた。言われて見ると肩かた紐ひもの千切れた籠かごが地面に転がり、中に入っていたであろう諸もろ々もろの野草が散乱していた。

「それよりあの人外は一体何なんですか？」

「わからない。いきなり都市に現れて……」

　青天の霹へき靂れきとも言うべき人外の都市侵入。その逃走先に居合わせたルークとリサ。なんたる不運な出会いと事故。考え、しかしセシリーは引っかかった。……本当に？

　本当に偶然なのか？

　低い、地響きのような唸うなり声が谷底の大気を震わせた。

　セシリーたちは一斉にそちらを顧みる。灰色の幕がゆらゆらと揺れる向こう側、痙けい攣れんする黒い塊が見えた。それはくすんだ灰越しに影絵のように揺らめき、ごろごろと喉のどを鳴らした。背中から生えていたはずの無数の剣山は半分以上が半なかばから折れていたり捻ねじ曲まがっていたりと凄せい惨さんな有り様だ。身震いの度に飛ぶ何かの液体や苦しげな唸うなり声からそいつが浅からぬ傷を負っていることがわかる。

　しかし――死んでいない。

　かの獣は生きているのだ。

「馬ば鹿かな……」セシリーは呆あつ気けに取られ、「この高さだぞ――何な故ぜ生きているっ？」

　痛みに悶もだえ苦しむような、身の毛もよだつ獣声が谷底をつんざく。びりびりと肌の表面に痺しびれを覚え、金切り声のような咆ほう哮こうに耳を押さえた。

「逃げよう、セシリー！　あなたは戦えないっ」

　アリアの言う通り、セシリーは握にぎり拳こぶしを作ることすらできない。相手も手負いとは言え、とても立ち合える状態でない。幸いにして人外は未いまだ苦悶するばかりで襲いかかってくる気配は無い。

　三人は足早に人外と逆方向に逃げ出した。アリアが肩を貸し、リサが腰に手を回して身体からだを支えてくれる。セシリーはふたりに左右から挟まれる形でよろめく足を強引に前へと押し進めた。が。

「っが、ごほッ」

　灰は情け容赦無くセシリーを苦しめる。咳せきをする度に喉こう頭とうが焦げつくような痛みに冒され、目の前の景色がぐにゃりと歪ゆがんで視覚までいかれてしまう。眩暈めまいに酔い、胃液を吐き、とうとう完全に自力で歩けなくなった。ほとんどふたりに引きずられる。

「……セシリーさん？　セシリーさん!?　しっかりしてくださいっ。ああ、これは霊体酔いです。どうしよう、ルークなら玉鋼を持っているのに」

「じゃあせめてあたしが剣になって、風で灰をッ」

「私一人じゃセシリーさんを運べません！」

「でもこのままじゃセシリーが死んじゃうよ！」

　ふたりの会話は他ひ人と事ごとのようにセシリーの耳を素通りしていった。





　人外の精神は恐慌をきたしていた。

　墜つい落らく直後は全身が粉々に砕け散ってしまったかと錯覚した。それほどの衝撃だった。

　肉体が悲鳴をあげている。ある骨は軋きしみ、ある骨はひび割れ、ある骨は折れ、その折れた骨に内臓は傷つけられ、前二脚の槍やりはそれぞれ歪んで脚との付け根の肉を抉えぐり、後二脚は片方が異常な方向に曲がって使い物にならなくなり、肢体の節々に刻まれた裂傷は止とめ処ど無く体液を吐き出し――途方も無い痛みが人外を錯乱に陥れた。

　強烈な死の気配に精神が壊れる。獣らしい本能が瓦が解かいする。

　それでもなお――人外は忘れていなかった。

『頂上の御み許もとへ』

　己に君臨すべき“〝頂上”〟の体臭を、未いまだ嗅かぎ分けている。

　体臭はここに来てより濃厚なものとなっていた。ここにはあの御方の薫香が満ち溢あふれている。古い残のこり香が。ああ、だが芳しい。そして芳ほう醇じゆんな霊体。それが傷ついた身体からだに染み入ってか細い命を支えてくれていた。きっとこの先にあの御方が――

　こい願わくは“〝頂上”〟の御お膝ひざ元もとに。どうせ死に朽ちるならば一目その御身を。

　人外はただそれだけを望み、図体を引きずった。

　ひとまずは微香のする方角へ。



　　　５



　人外の肉迫は出で鱈たら目めの一言に尽きた。歪ゆがんで捻ねじ曲まがった前二脚の槍やりを不器用に地に突き刺して上体を持ち上げ、後一脚で図体を蹴けり出して前進する。体重を載せた跳躍は着地を想定しておらず腹はら這ばいに地面を滑すべり傷口を拡ひろげさらなる体液を噴き出す。身を切るような接近はしかし一歩一歩が長く大きく、人外は決して遅くない速度でもってこちらに追いすがってきた。

　追う音は徐々にだが三人の逃げる背中に迫りつつある。焦りが足あし許もとをもつれさせた。

　――どうしよう。どうしたらいい。

　セシリーの腰を支えるリサは、必死に頭を絞っていた。このままだと追いつかれる。逃げる以外に何か手はないだろうか？

　――戦う、とか。

　自分が、魔剣アリアで。

　言葉にしてみてひどく非現実的に思えた。剣術の腕はおろか戦闘の経験すら皆無である自分が、あの人外に敵かなうわけがない。これっぽっちも渡り合える気がしない。

　でも、だったらどうするって言うの？

　人外の獣声が追いすがってくる。悪魔であるリサは彼の発する言葉を理解することができた。

『匂におう。匂うぞ――』

　その意味はわからない。考えるゆとりなど無い。

「リサ！　あそこ！」

　アリアが何かを指差した。断だん崖がいの壁面に縦筋の亀き裂れつがある。人一人がようやく通れるかという幅の穴で、入り口の狭さに反して奥行きはかなりありそうだ。おあつらえ向きの隠れ場。

　ふたりは考えるより先に動いていた。一いつ旦たんセシリーの身体を横たえるとアリアは魔ま剣けんに変化。リサはそのレイピアを手に不器用ながら風を操り、横穴にこもっていた灰を剣の一薙なぎでざっと吹き飛ばす。非力な腕力で脚を引きずりながらもセシリーの身体からだを亀き裂れつの最奥に運び入れ――

「最後にっ」

　魔ま剣けんアリアを地に突き刺して風の壁を作る。これで新たな灰が入り込むことも無い。あれよあれよと言う間に籠ろう城じようが完成した。横穴は思った以上に奥行きがあり人外の折れ曲がった槍やりも奥までは届かないだろう。リサは剣にしなだれかかってほっと人心地つき――出し抜けに横穴の入り口に人外の鼻はな面づらが現れて跳び上がりそうになった。

　壊れかけた四足の獣は首を横穴の中に割り込ませる。眼球の潰つぶれたらしい右の眼がん窩かからは粘り気のある、油の浮いたようなどす黒い体液を垂れ流していた。防波堤のように突き立てられた魔剣の向こう側からこちらの姿を見つけ、残った左眼球の黄金色の瞳どう孔こうが見開く。ぞぞぞ、とリサは背筋を凍らせた。

　――だ、大丈夫！　怯おびえることなんて無い！

　リサの背後では傷ついたセシリーが壁にもたれている。アリアは魔剣の姿を維持し続けなければいけない。実質的に動けるのは自分ただひとり。だから取り乱しちゃいけない。そう自身に言い聞かせ、リサはぐっと唇くちびるを噛かんだ。

　獣は頻繁に鼻孔をひくつかせ横穴に身体をねじ込もうとするが、案の定巨体の左右がつかえた。猛々しい鼻息もアリアの風の壁に阻はばまれる。

「よ、よし、これなら」



    

  
    
      



    

  
    
      　リサが安あん堵どしたのも束つかの間ま、人外は一度距離を取り――突如反り返るように上体を持ち上げた。危なげにわななきながらも一息に前二脚の双槍を振り下ろす。ざく。横穴の外周の土は予想外に脆もろく、易々と切り崩されてしまった。舞う粉ふん塵じんは灰共々、魔ま剣けんの風によって攪かく拌はんされる。

「……え？」

　ざく。人外はなおも土を削り続ける。ざく。ざく。

「え。ちょっと。ちょっと待ってくださいよ――」

　ざくざくと切せつ削さくしている。

　穴を拡げようとしている！

「そんなっ」蒼そう白はくになった。穴は深く、奥行きもある。だがこれでは人外が内部に入りこむのも時間の問題だ。「待って、待ってください。だってそんな、無理」

　逃げ切れない。

　戦うしかない？

「嘘うそです。無理ですよ!?」

　風をまとうレイピアが、ぶるるっ、と震えた。剣あたしを取って。そう促すように。

　リサは涙目で首をふるふると左右に振った。あの、いつか炎の悪魔からセシリーを助け出したようにはいかない。目くらましの玉鋼も無いし、何よりあのときはルークがいた。そう、いつもリサは彼の戦闘をそばで見ている立場だった。悪魔としての能力も自分ひとりでは発揮できない。

　いつもルークの背中に守られてきた。

　この小さな手には戦う力など無い。

「リサ……」

　うつろな声。振り返るとセシリーがうっすらと瞼まぶたを開いていた。

「セシリーさん！　気付かれたんですか」

「状況は最悪なようだな……」

　騒々しく切削を続ける人外を一いち瞥べつし、やつれたセシリーは呟つぶやいた。灰が薄れたおかげか先ほどよりはずっと楽そうではあったが、相変わらず手足を力無く投げ出したままだ。

「最悪だが……まだ、望みはある」

「え」

　灰商いという職人がいる。霊体を含んだ火山灰を回収し、アク抜きや染料、肥料などに再利用し、それを商売にする人々のことだ。彼らにとってこの崖がけは灰を回収するのに格好の土地であり、故ゆえに縄なわ梯ばし子ごなどで昇り降りができるようになっていた。

「それを使って、きっと団長やルークが来てくれる。ぎりぎりまで待つんだ」

「こ、来なかったらどうするんですか。間に合わなかったら」

「……何か話をしてくれ」こちらの問いを聞き流し、セシリーは瞼を閉じた。疲れの色濃い吐息をつき、「気の紛まぎれる話が聞きたい。元気が出るような奴やつだ。頼む」

「え、えぇ？」

　この状況で？　いきなりそんなこと言われても。しどろもどろしていると――咆ほう哮こうが穴の中に轟とどろいた。こちらの鼓膜を破らんかという大音声。リサは両耳を押さえ、恐る恐る人外を顧みた。

　獣は痺しびれを切らしたように吠ほえ散らかしている。それでいて確実に掘り進み、こちらとの距離を狭せばめつつあった。

　リサは硬い唾つばを呑のみ込み喉のどを鳴らす。この恐怖が少しでも紛まぎれるならもう何だってする。

「こ、ここが『爪つめ痕あと』と呼ばれているのはご存知ですか」

「ああ……谷の形状を見立てて、だろう？」

　リサは迫り来る人外から視線を剥はがせない。だから背中でセシリーとの会話を続けた。

「もっと直接的な意味が、あります」

「直接……？」

「この谷はヴァルバニルの爪痕そのものなんです」

　相あい槌づちは少し遅れた。

「……まさか。冗談だろう」

「大陸史上最悪の人外、ヴァルバニル。その逸話を思い出してください」

　聖せい剣けんにより封印された獣。喉の渇きを癒いやすのに海を飲み干し、目め障ざわりだった山々を叩たたき潰つぶし、地じ団だん駄だで大地を割った――

「馬ば鹿かな……あり得ない」

「本当なんです。初代市長の遺のこした文書にそう書いてあると、ルークが言っていました」

　独立交易都市の基盤を造った初代ハウスマン。彼が独自に行っていた調査――契約信仰や大陸史の研究――の結晶である機密文書は、第三者の検証によりその信しん憑ぴよう性せいが認められていた。

「途方も無い。元気が出るどころか気が遠くなったぞ……」

「本題はここからで……この谷はヴァルバニルの痕跡。だから霊体濃度が特に高いのですよ」

　悪魔契約や祈き祷とう契約などといった契約信仰の媒体にして不可視の粒子、霊体。ヴァルバニルの“〝呪のろい”〟でもあるそれは、悪魔の肉体を長期的に維持する役割も担になっている。

「つまり悪魔であるアリアさんはこの谷だとより強い威力を発揮できるはずなんです。あの、だからどうしたって話なんですが」

「いや、いいことを聞いたよ……元気というよりは希望を見み出いだすネタだな」

　意識が朦もう朧ろうとしているせいか、セシリーの言葉はあまりに呑のん気きだった。その対角では切せつ削さく音と崩れ落ちる土つち埃ぼこり。魔ま剣けんを隔て、すぐそこに人外の鼻はな面づらがある。目を離した隙すきに今にも飛びかかってきそうで、リサは彼を見つめたまま動けなかった。助けはまだ来ない。本当に来るのかも疑わしい。身体からだの震えが止まらない。頭の中が真っ白になる――

　息苦しい圧迫感に後ずさったとき、後ろから手を握られた。

　柔らかく、しかし確かな握力で。

「他ほかには」

「ほ、他ですかっ？」

　リサは振り返らないままセシリーの手を握り返す。他の話題。気の紛まぎれる、元気が出る話――脳裏に浮かんだのはついさっきの体験、生涯忘れないだろう大切な記憶。自然と口をついて出ていた。自分でも情けなくなるくらい湿り気の帯びた声で。

「……ルークが、謝ってくれたんです」

「何を？」

「この三年間を」

　自分と向き合わなかった年月。蔑ないがしろにしていたこと。この名前を与えたこと。

　柄にも無く反省し、詫わびて、そして自分に選択させてくれた。

　これからも彼のそばにあり続けることを、選ばせてくれた。

　くれた、なんてまだまだ卑ひ屈くつに考える癖は無くならないけど。

「ルークは……私にたくさんのものを教え、与えてくれました。鍛か冶じのやり方、食事の作り方、言葉の喋しやべり方、この世界での生き方、リサという名前、この左目も――」

　リーザ・オークウッドの肉を基礎とするこの身体からだには、実はルークの左目も混ざっている。悪魔契約の際に巻き込まれてしまったらしく、だからリサのこの左目は元は彼のものなのだ。この世に生を受けたときに一番最初にもらった宝物。

　本当にたくさんのものをもらった。この腕に持ち切れないくらいの、それはきっと幸せ。

「だから」そう、幸福だから。「だから私は――」



　この小さな身体容れ物では溺おぼれそう。

　幸福すぎて、明日ぽっくり逝ってしまっても文句はないくらい。



　そんな馬ば鹿かな。

「――――死にたくないんです！」

　文句あるに決まってます！

　涙るい腺せんに限界が来た。ぼろぼろと雫しずくがこぼれて止まらない。怖くて怖くて肺が引きつる。そうだ。私は死にたくない。せっかくルークとわかり合えたのに。もっともっと彼と一緒にいたい。もっとずっと彼の心に分け入っていきたい。傲ごう慢まんに貪どん欲よくに渇望する。

　人外が前脚を伸ばした。その先の槍やりはあわや魔ま剣けんに届こうかというところ――

「生きたいんですッ！」

「当たり前だ。死なせるものか」

　力強く言われたかと思うと腕を引かれ、リサはあっさりと尻しり餅もちをついた。

　そしてその前に出たセシリーの背中を茫ぼう然ぜんと見上げた。

「君は独立交易都市の一市民であり、私の友人であり、」彼女は地面からレイピアを引き抜いて構える。「ルークにとってかけがえの無い人だ。だから、必ず、守る」

　人外が吠ほえ立てた。セシリーはその面つらに向けて刺突――風の奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。落下時に背中の剣山を半数以上失っていた人外は、その風を殺し切れず穴の外へと弾はじき出された。

　追って踏み出そうとする背中に、リサは。

「待って。死んじゃいます――」

「死なない。誰だれも死なない。全員生きて帰る」

　肩越しに振り返り、歯を見せた。

「それが“〝すべてを救う”〟ということさ」

　頬ほおはやつれ、額には脂汗が浮き、顔面は蒼そう白はくで、下半身が震えていた。

　墜つい落らくのダメージは抜け切らず、火山灰が肉体を蝕むしばみ、今なお高濃度の霊体に酔って五感が軒のき並み狂っているはずだ。事実、先ほどまでまともに歩くこともできずリサたちに引きずられる始末だった。

　なのにセシリー・キャンベルは不敵に微笑ほほえみ、穴の外へ飛び出していった。

　何もできないまま見送ったリサは、腑ふに落ちていた。

『セシリーさんに感謝しなくちゃいけませんね……』

『なんでそこであの女の名前が出て来る』

『だってセシリーさんの影響ですよね？　この殊勝さは』

　あれは決していい加減な当て推量では無かった。無かったのだが今の今になってより大きな確信を得た。

　――そりゃあ、影響を受けるはずですよ。

　こんなに眩まぶしいのだから。

　卑ひ屈くつに生きてきた自分は憧れてしまう。

　――悔しい。

　胸の内に巣食っていたはずの恐怖心はいつの間にか立ち消えていた。それどころか腸が煮えくり返っている。たじろぎ震えるばかりで前に踏み出せなかった自分。それに比べてどうだろう、セシリー・キャンベルのあの潔い背中は。

「私は……何をしてるの？」

　今までのように自己主張をせず、一歩引いて、誰かの背中に隠れて。

　これからもそうやって息をひそめて生きていくつもりなの？

　己の生き死にを別の誰かに委ねて生き続けるの？

　予感があった。ここで立ち尽くしたままではいけないという予感。

　今ここで戦わなかったら、自分は変われない。

　リサはだから、頬を伝う涙を拭ぬぐう。

　そしてその足を前へ――





　確かにリサの言う通りだな。

　髪を舞い上げる風に目を細め、セシリーは独りごちた。

『爪つめ痕あと』はヴァルバニルの痕跡であり霊体を濃く内包している。リサの言った通り魔ま剣けんの威力が明らかに上がっていた。アリアはガタがきていたセシリーの足腰に風を送り、支え、立たせてくれる。

　でもその風鳴きはまるで泣いているようだ。傷ついた身体からだを慮おもんぱかってくれる一方、なおも立ち向かおうとするその背中を後押ししなければいけない矛盾にアリアは苦しんでいる。

　自分がそうさせているのだから、申し訳無く思う。

「しかしこの性分はどうにもならない」

　さほど遠くない距離で、人外の獣が獰どう猛もうに唸うなっていた。馬の嘶いななきがくぐもったみたいな音。黄金色の隻せき眼がんが油断無くこちらを見据え機会を計っている。

　対たい峙じするセシリーは身構えた。左半身を後ろに引き、右半身を前に。突き出すように右手にレイピアを掲げる。向ける切っ先は壊れかけた四し足そく獣じゆうの眉み間けん。

「今一度力を貸してくれアリア――！」

　人外が突進するのとセシリーが刺突を放つのとは同時だった。

　完全な銀に輝く、膨大な質量の爆風が獣を呑のむ。ひしゃげた剣山がその半分程度を相そう殺さいし、残りの相殺し切れなかった風の刃やいばが人外の皮膚を切り刻んだ。体表に無数の線が走る。それでも獣は風の壁を突き破ってきた。

　――私はここから一歩も動かない。

　動けない。だからあらゆる回避行動を放棄して攻めに徹する。こちらに飛び込む獣の頭はもう手の届く位置。セシリーはその眉間目がけて第二の刺突を走らせた。翻ひるがえる下半身、しなる腕、連動伸縮する肘ひじのすべてをアリアの風が支え、動力の巡りを最良の形に仕上げてくれる。圧縮した風を載せた切っ先は矢の如ごとき速さで人外の眉間を捉とらえる――

　が、命中の寸前でその衝突点がずらされた。人外がわずかに首を傾けたのだ。

　レイピアの切っ先は眉間でなくすでに潰つぶれていた右眼がん窩かを抉えぐり込む。銅版を貫いたような肉の硬い感触。噴き迸ほとばしった液体がセシリーの右腕をしとどに濡ぬらす一方、人外はさらに剣を眼窩に喰くわせながら止まらない。その勢いを欠片かけらも鈍らせずこちらの鼻先に到達した。

「ぐ!?――ぁっ」

　下腹――脇わき腹ばらに重い圧迫を覚えたかと思うと視界が飛んだ。人外の槍やりに薙なぎ払われ、セシリーの身体は重力の楔くさびを脱し吹き飛ばされていた。地面を撥はね、滑すべり、転げる。今ので骨が何本逝いっただろう？　倒れ伏すセシリーはぼうっと考え、不意に灰にむせた。どうしてまともな精神を保っていられるのか自分でも不思議だった。わけのわからぬ痛みに気が狂いそうだ。

　――終わり、か？

　万策尽きたのか。そんなことはない。まだ立てる。まだやれる。セシリーは瞼まぶたを薄く開いた。ほら地面が見えるだろう。つまり自分はまだまだやれるということだ。セシリーは軋きしむ首を上げ、そしてそれに気付いた。

　自分と人外の間に入り。

　両腕を広げる少女の背中を。

　とても小さな――

「阿あ呆ほう……」

「アホで結構です！」彼女の震える声には強がりが窺うかがえたが、「本当にアホですから！」

　その後ろ姿は力強く大地を踏み締めていた。

「呪のろわれた命だからいつ死んでも仕方無いなんてわかったふうなこと言って、いざとなるとルークやセシリーさんに甘えて守られて――ずるくて卑ひ怯きようでアホな私！　うんざりです！　自分の生き死には自分で決めます。ルークは遠慮するなと言いました。だから遠慮しません。私は変わります、出しゃばります、戦いますッ!!」

　腰から引き抜いた手て鎚づちをそいつに向けた。

　リサの啖たん呵かに呼応するように人外が咆ほう哮こうをあげた。

「かかってきなさいよ――」

　右の眼がん窩かからレイピアを生やした人外。筋肉で塗り固められた後一脚が、大地を穿うがち蹴ける。頭からの猪ちよ突とつは距離をあっさりと詰めて少女の小柄な体たい躯くを撥はね飛ばした。倒れ伏すセシリーの横を、リサは滑すべるように跳ね転がっていったが負けじと即座に起き上がって唾つばを飛ばしながら叫さけんだ。

「この程度ですかッ？」

　顔面土まみれで左右の鼻から血を噴きながらも気丈に手鎚を構えて駆け出す。馬ば鹿か正直に真正面から繰り出された手鎚の打撃は人外の強きよう靭じんな歯し牙がに噛かみ受け止められた。人外が首を大きく捻ひねると手鎚を頑なに離さずにいたリサの身体からだも大きく振り回された。上下左右に揺さぶるが、あまりにも彼女が得物を手放さないものだから人外は根負けしたように歯牙を緩ゆるめる。リサの身体が放物線を描いた。

　背中から叩たたきつけられ、ごろごろと冗談のように転がる。

　それでもリサは、すぐに身体を跳ね上げた。

「これしきのことッ、なんでもありませんッ！」

　杖つえにした手鎚の柄が折れ、一度よろめいたが、へし折れた柄を打ち捨てると自力で膝ひざを立てた。その手には柄の消失した鎚つちが握られ、彼女は力無い動作でそれを投とう擲てきした。緩やかな弧を描いた鉄の塊は人外の眉み間けんに衝突した後、地面を転がる。人外は微動だにしない。

　得物は完全に失われた。けれども、それでも。

　リサは当然のように拳こぶしを人外に向けた。

　セシリーはもはや見ていられなかった。

「リサ、無茶だ。もうやめろ！」

「まだ、まだやれますよ私は。この身体がある。この身体が私の武器です」

　人外の咆哮が彼女の声をかき消した。

　高音域に達する音声にびりびりと肌が痺しびれを得る。痛みのせいか、恐怖のせいか、リサは涙目になりながらもやはり叫さけんでみせた。

「なめないでください。私の名前はリサ。リーザ・オークウッドの遺のこした悪魔にして刀鍛冶ブラツクスミスルーク・エインズワースの助手、そして魔ま剣けんアリアと誉れ高い騎士ナイトセシリー・キャンベルの一友人――リサですッ!!」

　茫ぼう然ぜんとするセシリーの前に、再び彼女の背中が立ちはだかった。

「私は絶対にルークのところに生きて帰るんですから！」



　――――それはどれほどの距離を越えてきたのか。



　高速で旋回する円が、何ど処こからとも無く灰の幕を斬きり裂いて飛び出した。それは少女と人外の間かん隙げきに潜り込んで突き刺さり、飛び出そうとしていた人外の進路を阻はばむ。

　大地に突き立ったそれは、一振りの刀だった。

　完全に意表外の闖ちん入にゆうである。だがリサはこの場に居合わせた誰だれよりも迅速にその刀の意味に気付き、手を伸ばしていた。躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆん、葛かつ藤とうといったものは皆無。

　恐らくはこれが阿あ吽うんの呼吸なのだと、見ていたセシリーは知った。

　遠い距離を飛び越え、この瞬間に刀を投げ込まれた意味。

　――使え。

　――ハイ。

　瞬く間に彼女はその手に刀を収め、そして刃先を人外に向けていた。

　右手は柄の鍔つば寄りの付近を握り、左手は柄つか頭がしらに添えられている。

「シッ」

　わずかにこぼれたのは気合の一声。

　股またを開いて下半身を固定し、一息に刀を頭上高く振り上げる。

　そして腕力で振り下ろすのでなく刀の重量をそのまま叩たたきつけるように“〝振り落とす”〟。

『この動きをあいつは三年かけて身につけた』

　いつかルークがセシリーの前で実演した“〝型”〟に、リサの動きが重なる。流麗とさえ言える、滑なめらかな一連の動き。リサは向むこう鎚づちを扱う要領でルークの刀を縦一いつ閃せんに斬り下ろした。

　真まっ直すぐに、縦一文字の軌跡が描かれた。

「――――」

　人外の左半面に一条の線が走る。

　一呼吸遅れてその線が黒の色を帯び、そして凄すさまじい勢いで体液を噴いた。右目だけでなく左眼球すら潰つぶされた人外はやかましく喚わめいた。

　その叫びを聞いたリサが「え？」と漏らすのを片隅に置いて――

　セシリーは最後の気力を振り絞って飛び出していた。

　紅唇から噴かれた、言葉を成さぬ咆ほう哮こうは己を奮い立たせるためのもの。仰け反る人外にセシリーは飛びかかり、その右眼窩に突き立っていたレイピアに抱きつくようにして触れた。間かん髪ぱつ容いれず、叫さけぶ。

「輝け――」

　一瞬、人外の巨体が膨れ上がったように見えた。体内で発生した風が爆発――全身に刻まれていた裂傷の数々がその傷口を拡ひろげ、そこから銀の気流を噴はく。縦横無尽に体表に走る亀き裂れつ。間かん欠けつ泉せんのようにあらゆる部位から次々と体液を迸ほとばしらせた。

　もはや断末魔の悲鳴すら途絶える。広大な池ができるほどの大量の血を吐き出した人外は力無く血の池に沈んだ。

「やっ、た」

　見届け、セシリーも崩れ落ちる。それを横から抱き止める腕があった。

　そのとき嗅かいだ体臭に驚くほどの安らぎを覚え、セシリーは気を失った。
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　ルークが気絶したセシリーをハンニバルに引き渡すのを、リサはぼんやりと見ていた。

「すぐに手当てを」

「言われるまでも無い」

　ハンニバルは部下の身体からだを背負い、「すぐに別の団員を来させる」と言い残して猛烈な勢いで来た道を引き返していった。

「まあ、あのクソジジイに任せておけば大丈夫だろう。死に物狂いで治療するだろうし、霊体酔いで死ぬこともない」ルークはへたり込んでいたリサに手を差し出した。「怪け我がはないか？　リサ」

　リサはその荒れた掌を見つめ――くしゃりと顔面を崩した。

「うわああああああああん」

　彼の胸に飛び込んで泣きじゃくる。

　ルークも強い力で抱き締めてくれた。

「ごわっ、ごわがっだです……っ」

「ああ、無事で良かった。セシリー・キャンベルが助けてくれたのか」

「ばいっ、でも、ルーグががだなをなげでぐれながっだら」

「お前の声が聞こえたからな」

「わだじっ、がんばりまじだっ！」

　そうだな、と言ってこちらの頭を撫なでてくれる。

　リサは手の甲でぐしぐしと涙を拭ぬぐい、洟はなを何度も啜すすった。

　呼吸を落ち着けてから改めて――訊たずねた。

「本当に全部受け止めてくれるんですか？　私のすべてを」

　唐突な質問。ルークは右眉を上げたが――頷うなずいた。

「最初からそのつもりだ」

「文句を言っても怒りませんかっ？」

「怒らない」

　また涙るい腺せんが崩壊しそうになったが、こらえた。

「出会ったころ、ひどかったです。私のことを露骨に毛嫌いして」

「そうだった。すまん」

「それだけじゃありません、思い出したようにいきなり怒鳴ってくることもありました。生まれたばかりの私は言葉もろくに喋しやべれなかったのに。私は負い目もあって、何も言い返せなくて」

「ひどい八つ当たりだった。すまん」

「全然こっち見てくれないし！　好きでリーザさんと似ているわけじゃないのに！」

「そうだな。本当に」

「かと思えば私ががんばって言葉を覚えて喋ったら『全然似てない』なんて一言で斬きり捨てて！　すごく傷つきました！　どっちなんですか!?　似てほしいんですか、似てほしくないんですか!?」

「あー……すまん」

「許します！　全部！」

　リサは叫さけんで、でも直後に声をひそめた。

「だから――私を、許してください」

　あなたの最愛の人を奪ってしまった自分を。

　阿あ呆ほうが。かすれた声で言い、ルークはその両手で左右からこちらの頭を挟んだ。

「わひっ」

「お前は俺おれより先に死ぬなよ」

「死っ？」

「約束しろ。死ぬな」

　強い眼まな差ざし。逸そらされることの無いそれに射い抜ぬかれ、再びリサの目め尻じりに涙が湧わいた。

「…………ばいッ!!」

　お安い御用だ。絶対に死なない。

　――私は出しゃばっていいんだ。

　一歩引いてルークの顔色を窺うかがうのでなくて、むしろ前に出て飛び込めばいいのだ。

　最愛の彼は抱き止めてくれる。

　リサは身体からだを離すと、くしゃくしゃの顔で笑った。

　ルークも苦笑に近い笑みを浮かべて応こたえた。

「にしても」ふと血だまりの中央を見やり、「何だったんだこいつは」

　そこに人外の死し骸がいが沈んでいた。体液の搾り取られた身体は萎い縮しゆくし無惨な体を晒さらしていた。背中の剣山は一本たりとも元の形を成していない。いずれもひしゃげ、曲がり、へし折れている。

「……」

　遺体の前にはアリアが立っていた。足あし許もとが濡ぬれるのも厭いとわず、何ど処こか痛ましい表情で見下ろしている。リサは不思議に思った。そういえばアリアさんはどうしてセシリーさんに同行しなかったんだろう？

「ルーク。これは魔ま剣けんなのかな」こちらの視線に気付いたのか、アリアは人外の剣山を指差して訊たずねた。「この剣たちは私の風を打ち消した。私はそういう魔剣があるのを知っている。これもそうなの？」

　ルークは遺体に歩み寄ると膝ひざをついた。

「違うな。これは魔剣じゃあない」剣山の一部をざっと検分し、「玉鋼が使われている。それも第一タタラ工房アトリエの一級品。俺おれの作る刀にも使われる素材だ」

「……どういうこと？」

「つまり正真正銘人間の手で作られた剣、ってことだ。魔剣とは根本的にちがう」

　霊体を多く含む玉鋼は、同時に霊体を霧散化させる力がある。同様の性質で打ち消し合う相そう殺さいの効果だ。古来ではそれを“〝禍まが払はらい”〟と称し、刀はその能力を有した武具の筆頭であるともされていた。

「聖せい剣けんの力を模している。何らかの技術で開発した玉鋼の剣を、人外こいつの肉体に移植したというのが真相だろう。問題はそれをやったのが何処のどいつなのかということだが。そして何な故ぜこの都市に現れたのか」

　居心地の悪い沈黙が訪れた。詳細不明にしろこれは悪魔の所業に等しい。聖剣を模した剣をよりにもよって人外に植えつける。明らかに人道から外れた行為だ。

「そういえば……匂においがする、って言ってました。私から」

「匂い？」

　この四し足そく獣じゆうが死の淵ふちで叫さけんだ声を、リサは聞き取っていた。



『おお――何故お前からも匂う――――!?』



「匂う？　何がだ？」

「さあ、よくわかりませんでした……ただ、誰だれかに会いたがっていたような、そんな気がします。思い返してみると」

「単純に臭におっただけなんじゃないか。お前が」

「なんてことをっ!?　無礼です!!」

「……なんだかんだでお前もあの女の影響受けてるよな」





　食えないやり取りの傍かたわら。

　アリアはただじっと人外の死し骸がいを見下ろす。

　彼女は気付いていた。

『何な故ぜこの都市に現れたのか』

　その疑問の答えにだけは気付いていた。

　――あなたはヴァルバニルに会いたかったんだね。

　心焦がれるほど。意味は違えどアリアも似た“〝欲”〟を持つモノだから、わかる。この獣はヴァルバニルの下もとに駆けつけるためだけにここまでやって来たのだ。

　彼がどうしてリサに反応したのかはわからないけれど――

「…………あ」

　アリアは降って湧わいた衝動のまま、そちらを振り仰いだ。

　灰の帳とばりの向こう。ヴァルバニルのいる火山の方角。

　ぶるるっ、と震えを覚えて肩を抱く。負の衝動を押し殺すために強く、痛いくらいに。



　奴を殺せ――

　そんな幻聴を聞いたような気がして、アリアは首を横に振った。



    

  
    
      


第７話　鞘　Sheath
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　剣の刃を収めるための、筒型の入れ物。

「鞘？」

　アリアは頷うなずき、懇願した。

「うん。あたしの鞘を作りたいの」





　人外の事件の翌日。

　アリアの相棒であるセシリー・キャンベルは当面、自宅療養を余儀無くされた。全身のいたるところに裂傷と打ち身、捻ねん挫ざをこさえ、骨折は肋ろつ骨こつが数本ばかり。騎士団在庫の玉鋼をあるだけ引っ張り出し祈き祷とう契約の治療を受けたとは言え、谷底への落下や対人外戦という状況下でこれだけで済んだのだから御おんの字と言うべきだろう。それとも彼女自身の頑丈さに感謝すべきか。

　人外の死し骸がいは自衛騎士団が保管。現在は遺体の検分から事件の実態や背後関係の調査が進められている。市民の死者は多く市中の被害は甚大、人外の正体も謎なぞのまま。そのような中で相棒が大事に至らなかったのはせめてもの救いだったと、アリアは思っている。

　――もっとも、セシリーの気持ちは複雑だろうけど。

　初動が遅れ、救えなかった市民たち。彼らのことを思い、一夜明けた今も相棒は少し覇は気きが無い。だけどそれを口にして慰めても詮せん無ないことなので、アリアはあえて話題には挙げなかった。

　とにもかくにも事件翌日の今日、アリアは自室で安静にしていたセシリーの許もとを訪れ、挨あい拶さつもそこそこに「自分の鞘を作りたい」ということを伝えたのだった。

「ちょうどいいと思うんだ。セシリーはしばらく休まなくちゃいけないし、その間あたしもすること無いし。鞘を作る時間は十分にある。どうかな？」

「もちろん君が望むなら無下にはしないが……どうして今さら？」寝台から身を起こしたセシリーは首を傾かしげ、「私にはよくわからないが、その、鞘に収まるというのは君にしたら窮屈なのではないか？　普段は人間の姿でいられるんだし」

「そうとは限らないの」

　否定し、用意していたセリフを並べる。できるだけ笑顔を作って。

「最近ちょっと具合悪くて。身体からだがだるいっていうか……あ、ううん。心配するほどじゃないの。こういう状態って昔からあるんだよ。それに加えて昨日の戦いが激しかったからその反動があるのかも。実はね、そういうときは人よりも剣でいたほうが楽なんだ。きっとそれがあたしの本来の姿だから。定期的に剣になって休みを取れば気だるさもやり過ごせる。でもそんなときに抜き身のままでいるのもどうかと思うでしょう？　だから――鞘さやがほしい」

「な、なるほど」

　セシリーは腕を組んで思案顔になった。

「ごめんね、ワガママ言っちゃって」

「君にとって大切なことなのだろう？　遠慮はするな」

　方便に彼女は気付いていないようだ。そのことを内心詫わびた。

「では団長にかけ合って腕のいい職人を紹介していただこう」

「あ。それは大丈夫。お金も要いらない」

「え？」

　相棒に、アリアは微笑ほほえみかけた。

「全部、当てはあるから」





「というわけで――」

　昼時をわずかに過ぎた午後、七番街に住まう農業市民のほとんどが午ご睡すいにふける時刻。

　セシリーを伴わず単身で、アリアはとある工房アトリエに赴おもむいた。

「あたしの鞘、よろしく！」

「お前らは遠慮とか謙虚とかそういった意味合いの言葉を知らないのか」

　工房の親方であるルーク・エインズワースがげんなりともらした。

　椅い子すに座ってくつろぎ、助手が給仕してくれた茶を啜すすっていたところだった。その右目は眠たげに垂れて不機嫌そう。傍そばでは助手のリサがきょとんとした顔で盆を抱えていた。

「何がなんだかわからんが」

　ずずず、とルークはのん気に茶を啜る。午前中の鍛か冶じ作業の疲れからかどうにも表情に締まりが無い。

「ウチは鍛冶屋だ。鞘師の真ま似ね事ごともできないわけじゃない。だがお前は都市の所有物扱いなんだろう？　だったらハンニバルのクソジジイにでも紹介してもらえ。公費だって下りるだろうから金の心配も無い」

「だとは思う。でもできればお金のかからない方法を選びたいの。無タ料ダで作ってくれるのはあなただけだろうし、事情もわかってるぶん話も早いでしょ」

「無料？」

「お金は払わない。代わりに情報を支払う」

　倦けん怠たい感かんの燻くすぶっていた右目に、若干の意志の色が灯ともった。

「……どういう意味だ」

「ヴァルバニルに関する情報と交換で、鞘さやを作ってくれない？　ってこと」

　ようやく関心を得られたらしい。仕草こそ落ち着き払ってはいたが、ルークはわずかにこちらに身を乗り出した。アリアは自分の憶測が間違っていなかったことを知った。

“〝諸もろ々もろの事情によりヴァルバニルは再封印”〟――それが現在の大陸国家の見解だ。

　ヴァルバニルはその生ある限り霊体を吐き続ける。つまりヴァルバニル無くしては霊体は生まれない。霊体といえば祈き祷とう契約。この契約は人間社会に経済効果を生み、都市の発展にも貢献してきた。またハウスマンの森が『灰被かぶりの森』としてブレア火山の火山灰を吸着しているのは霊体あってのこと。霊体の消失は経済的、実質的の両面で都市の壊滅を意味する。

　そして悪魔の肉体を維持するのにも霊体は欠かせない。つまりリサやアリアの寿命にも大きく係かかわる。だから霊体を作り出してくれるヴァルバニルは、殺害でなく再度封印することが最も適切な対処法なのだった。

　ヴァルバニルの存亡は大陸の利益のみに係わらず、自分に近しい存在の命すら左右する。それは当事者であるルークも重々承知しているはずだが。

　――それで飲み込めるほど、あなたの憎しみは浅くないはずだよ、ルーク。

　アリアは考える。

　ヴァルバニルによって肉親や近しい女性を殺されたルークは、その女性の名を彼女が遺のこした悪魔に与え、三年もの間復ふく讐しゆうだけを考え刀を打ち、一方で“〝神を殺せる剣”〟を捜し続けてきた……そうして積み上げてきた殺意、憎悪がそう簡単に収められるわけが無い。

　条件が整えば。代償が無ければ。あわよくば――

　だからルークはヴァルバニルの情報を欲している。そいつにつながる糸口ならば即座に飛びついて手繰り寄せる。藁わらにもすがる思いで。

　すべて憶測だ。悪魔といえど人の心を覗のぞくことなどできない。しかしアリアには不思議とわかるような気がするのだ。彼の心に滔とう々とうと蓄積していくそれは、魔ま剣けんである自分の出生に深く根ざした感情と同じものだから。

　ルークは伏し目がちに腕を組んでいる。こちらの要求を吟味しているのだろう。

「どう？　悪い提案だとは思わないけれど」

「情報の価値は」

「あると思う。少なくとも損はさせないつもり」

「前払いだ。それが見合った情報なら鞘を作ってやる」

　アリアは唇くちびるを尖とがらせた。

「ちょっとぉ……ずるくない？」

「嫌なら帰れ」

　――興味津々のくせに。

　これだからこの男は好きになれないのだ。妙なところで頭の固い偏屈者。愛あい嬌きようは欠片かけらも存在しない。

「セシリーはこんな男の何ど処こがいいのかしら」

「何か言ったか魔ま剣けんモドキ」

「何も言ってませんよ石頭の刀鍛冶ブラツクスミスさん」

　考えてみればルークと膝ひざを突き合わせ、サシで話すのは初めてのこと。彼との距離感や間合いというやつが曖あい昧まいで色々と勝手がわからないが、こうなったら出たとこ勝負だ。

　アリアは横目で見やる。リサが部屋の隅で、固かた唾ずを呑のんでこちらのやり取りを見守っていた。彼女は今の状況をどう思っているのだろう。『ヴァルバニル』という言葉に過敏に反応する主人を。

　リサがこちらの視線に気付き、驚いたことに神妙な顔で頷うなずき返してみせた。

　私に気を遣う必要はありませんよ、と言うように。

　――そうだよね。リサはもう決意したんだものね。

　何があったって何処までも彼についていくと、自分の意志で選択したのだ。

　アリアは視線をルークに戻し、

「情報は魔剣についてよ」

　そして打ち明けた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　悪魔に関する研究は大戦の終結を契機に打ち切られている。

　人型や獣型、時には生命の温もりを感じさせぬ無機物型など様々な形態を有する悪魔は、何をもってその差異が生まれるのか未いまだ知られていない。契約時の状況、地域性、霊体濃度……考えられる要素はいくらでもあるが、完全に解明できた者はいない。

　しかし。

「魔ま剣けんが生まれる理由は、確かにある」

　魔剣――剣へと自在に変化する悪魔、または特殊な能力を有する剣そのものの悪魔。

　その出生の根源にあるもの。

「契約者の情念。具体的には“〝神への憎悪”〟よ」

“〝何な故ぜ俺おれはこのように苦しまなければならない？”〟

“〝何故このような悪シ魔ス契テ約ムが存在する？”〟

“〝俺はただ朽ち果て悪魔に成り下がるために生まれ落ちたと言うのか？”〟

“〝おお、神よ。全能の主、創造の父、神よ――”〟

“〝このシステムを作り出したお前を、俺は許さない――！”〟

　悪魔契約を行う者がその最さ中なかに抱く負の感情。この世の創造主ひいては悪魔契約というシステムを作り出した神ヴアルバニルへの殺意が『剣の悪魔』という形で具現化する。

　魔剣の中には人型へ変化できるものとできないものがある。その差別も憎しみの濃さに起因する。契約者が深く憎んだからこそレイピアの魔剣『アリア』やフランベルジュの魔剣『エヴァドニ』といった、個々に独自の銘を持った悪魔が生まれ、そのときが来るまでえんえんと生き永らえる――

「皮肉な話だよね」

　リサが出してくれた丸まる椅い子すに腰かけたアリアは、苦々しく吐き捨てた。

「悪魔契約ってさ、ヴァルバニルが人間同士を殺し合わせるために作ったシステムなんでしょ？　でもそれを逆手に取って、ヴァルバニル自身に牙きばを向ける魔剣が生まれちゃった。あたしだけでなく何本も、ううん、たぶん何十本、何百本も。そしてそんな魔剣はヴァルバニルの吐き出す霊体が無くちゃ生き続けることもできない。何ど処こまでも矛盾していて救えない話」

　掌を見つめる。この手は、この身体からだは醜い歪ゆがみの塊。多くの矛盾をはらんでいる。

　――――君は誰だれかを『守る剣』だ。

　いつか、セシリーはそう言ってくれた。けれど自分はセシリーが言うようなきれいな存在じゃなかった。

　少しだけ物思いにふけり、しかしアリアは振り切って面を上げた。

「要するに……魔剣はヴァルバニルに対抗し得る要素を持っている。少なくともその可能性が考えられるってこと。市の事件といい、シャーロットをけしかけたことといい、あたしが狙ねらわれたのはそのためなんじゃないかしら」

　気がつくと、横にひざまずいたリサがこちらの手を握っていた。瞳ひとみをうるうるとさせて見上げてくる。アリアは彼女を安心させるように微笑ほほえんだ。

「魔ま剣けんを集めているのはシーグフリード……帝国の人間だ」

　腕を組んで聞き入っていたルークが独りごちた。シーグフリードとは近年帝国に編成されたらしい戦士団の団長の名だ。証拠は無いが魔剣を巡る一連の事件の黒幕、少なくとも事件に一枚噛かんでいるだろう人物。

「帝国に刀鍛冶ブラツクスミスの技術は伝わっていない。だから聖せい剣けんに代わるものとして魔剣を求めた、ということか？」

　そのために強硬的な手段に出たのは、できることなら“〝力”〟は一箇所に、自分たちの許もとに集中させたいから――だろうか。

「とことん腐った国だな。帝政が聞いて呆あきれる」

「とにかく」政治の話はここで取り上げる主題ではない。アリアは話を打ち切り、「これがあたしの情報。どう？　浅からぬ因いん縁ねんのあるあなたなら悪くないネタだったと思うけど」

「……」

　気難しい表情で押し黙ってしまう。

　――ナニよ、まだ足りないって言うのかしら。

「あ、あのっ」リサが割り込んだ。「今の話、セシリーさんは知っているんですか？」

　アリアは首を横に振る。

「どうして」

「いつまでもセシリーに寄りかかってちゃダメなんだよ」

　たとえば魔剣の秘密を打ち明けたとき、相棒はどんな反応をするだろうか。

　彼女をよく知るアリアだから、笑ってしまうくらいに簡単に想像できる。

　――君はそのような汚れた存在ではない。

　――私がそれを証明してやる。

　――君は『守る剣』なんだ！

　必死に、強く励ましてくれるに違いない。

　そして自分は、それにどろどろに甘えてしまうに違いない。

　わかっている。それじゃあ、ダメなんだ。

「あたしの価値はあたしが決める」

　自分で決めて自分で形にする。自分に価値を与えるのはいつだって自分であるべき。

『守る剣』になるという目標、それは誰だれかに叶かなえてもらうのではなくこの手で果たす。

　たとえばリサ、あなたがそうしたようにね――。アリアはそっとリサの頭を撫なでた。くすんだブロンドの髪は、けれど柔らかくて優しい感触。小さな少女は不思議そうに小首を傾かしげた。

『私は変わります、出しゃばります、戦いますッ!!』

　あたしも戦わなければならない。

「そうやってあたしはセシリーと肩を並べるの」

「……鞘さやがほしいって言うのはそのためか」

　ルークの問いには答えず、アリアは意地悪く笑って見せた。

「さあここまで話したんだ。年ねん貢ぐの納め時じゃないかな、ルーク。これでもダメならセシリーにバラしちゃうよ？　魔剣精製にはリスクがあるってことを」

　ルークが右目を見開き、リサが「はぇっ!?」と奇声をあげた。

「ど、どうしてそれを知っているんですかっ？」

「リサが前に言っていた、『共に失う』の意味を考えてみたの。セシリーは聞き流しちゃってたみたいだけど」

　共に失う。ルークがどう思っているかはわからないが、リサはその言葉をとても大事にしているらしかった。だが傍はたから見てふたりの関係に何かを失うようなものはあっただろうか？　それも“〝共に”〟喪失するような何かが。

　考えた末、リサの『私がひとりの悪魔としてルークと交わした大切な約束です』という言葉がヒントになった。魔ま剣けん精製と呼ばれる、リサの悪魔としての能力。それはセシリーや自分が未いまだに全容を理解していない要素だ。可能性はある。確証は無かったがどんぴしゃだったらしく、ふたりの驚いた顔を見るとちょっぴり胸が空すいた。

「何を失うかはあたしにもわからないよ。でも多分セシリーがそれを知ったらややこしいことになるんじゃない？　だから内緒にしてる」

「わかった。もういい」ルークはついに観念した。嘆たん息そく交じりに、「受けてやる。ただし条件の追加だ。魔剣の話はハウスマンやハンニバルのクソジジイにも伝える。帝国が絡んでいるからな。セシリー・キャンベルにはいつかお前自身が伝えろ」

「うん」もちろんそのつもりだ。アリアは目め尻じりを下げ、「ありがとう、ルーク」

「そもそもお前らにはリサを助けてもらった礼もある。その恩返しと考えれば――」

「は？　何言ってるの？　ひょっとしてあの人外の事件のこと？」

　眉をきつく吊つり上げるこちらに、ルークは右目を瞬かせた。

「あたしとセシリーが市リ民サを守るのは当然のことなの。仕事なの。正義なの。だからそれはあたし個人の交渉の材料にはならないよ。それとこれとは別、ちゃんと分けて考えてよね」

　ルークとリサが顔を見合わせ、同時に「ふっ」と笑った。

「な、ナニよ」

「何でもねえよ」「何でもありませんよ」

　やはり同時に言うが、ふたりの口くち許もとは緩ゆるんでいる。

　あたし、何か変なこと言った？

　こちらが困惑するのを余よ所そに、さて、とルークが自分の肩を揉もんだ。

「そうと決まればとっとと始めるぞ。ひとまず魔剣の姿になってくれ」

　彼のせっかちなところは評価してやってもいいかもしれない。

　頷うなずいてアリアは唱えた。いつまでも好きになれない変化の文もん言ごん。

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を、殺せ」
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　アリアは当面、工房アトリエ『リーザ』に滞在することになった。

　いわく、通常の剣の鞘さやと刀のそれは少し様式が違うらしい。通常の剣の鞘には高価な真しん鍮ちゆう製もあれば硬い革製のものもある。だが刀の鞘は素材に木材を用いる。『リーザ』は刀を作る鍛か冶じ屋なので、アリアの鞘はその刀の鞘の作り方を踏襲するとのこと。

　さらにその製作には細部にこだわるならばそれなりの日数を要する。鋳造鍛錬が主流となった大陸ではほとんどの専門技術が一体化されつつあるが――通常の刀の鞘は鞘師や塗師といった複数の職人の手を渡り作られる物だ。

「だがそうも悠長にしていられないしな。俺おれが全部やる。ただそれでも普通の鞘よりは時間がかかるからそのつもりでいろ」

　レイピアの剣身部の寸法を測り終えると、ルークは鍛冶場の奥から細長い角材を引っ張り出してきた。灰被かぶりの森で伐採集した朴ほおと呼ばれる木らしい。これが鞘の素材となる。朴の木は十年程度寝かせた上で使用するのが本来だが、森に充満する霊体が影響することでこれに相当する木が日常的に生育している。

　朴の木は脂あぶら気けが無くアクも出ないため収められる刃が錆さびにくい。ルークはこれをふたつに割り、双方をノミを用いて剣身の形に削り整えていった。このとき、鞘の部位ごとのサイズを逐一確認するためにアリアは魔ま剣けんの姿を維持している。

　削り痕あとを均ならしてふたつの素材を接着させると、面取りをした後に表面を椋むくの葉で磨き上げる。このころはアリアも人の姿に戻り、ルークの作業を隣で見学していた。リサは屑くず鉄てつ集めのため出払っていた。

　薄暗い鍛冶場。ルークは黙々と鞘を磨いている。レイピアの剣身は通常の両刃の剣や刀よりもずっと細いので、比して鞘もずいぶんと細長く見えた。反りも無いのでそうと知らなければ失礼ながらただの棒にも見えてしまう。

　アリアは椅い子すに座り、身を乗り出すように膝ひざの上に頬ほお杖づえをついてルークの作業を眺めていたが、ふと思いついて声をかけた。

「訊きいていい？」

「何だ」

「聖せい剣けんってヴァルバニルを封印するために作られたんだよね？」

「違う」

　当然肯定されるとばかり思っていたから、アリアは目を瞬いた。

「聖剣はヴァルバニルを封印するために作られたわけじゃない。たまたま一振りの刀があり、それがたまたまヴァルバニルを封印することに成功した。だから人はそれを『聖せい剣けん』と呼ぶようになった。名前も価値も後付けに過ぎない」

「そ、そうなんだ……？」

「ああ。剣の意義なんてそんなものだ」

　唐突に、本当に突然に反発を覚えた。

「……へぇ？」

　剣の意義なんてそんなもの？

　嘘うそだ。そんな生易しいものじゃない。

「じゃあ刀はどうして作られたの。戦うため、何かを殺すためなんでしょ？」

　昂たかぶった感情のまま、荒い言葉を選んでしまう。でもどうしても我慢できなかった。

「しょせん殺しの道具なんでしょ？」

　剣も刀も、そしてあたしも、凶器以外の何物でもない。

『守る剣』になりたい。そう願ってはいても、己の出自を知った今だからこそ卑ひ屈くつな思いは拭ぬぐえない。自分が何かを傷つけるものだということはどうしたって否定できない。

　できないはずなのだ。

　なのにルークは磨きの手を止めさえせず、

「刀に関してはそうでもない」易々と否定してみせた。「もちろんその刃は肌を裂き、肉を断ち、命を刈ることができる。だが刀の本来の意義はそこに無い。いわば精神や志こころざし――本質はそこにある」

「精神？」

「そうだ。刀身の研ぎ澄まされた輝きは心の照り返しを表し、伸びやかに反る様は心の在り様を示す。古い考え方だが刀を帯びるということは誇りを帯びるということであり、その人間の精神性を象徴していたのさ。“〝気け高だかく、崇すう高こうであれ”〟――刀はそうした方向性を追求することで生まれた。ただ何かを壊す、それだけのために作られたわけじゃない」

　拍子抜けしてしまった。思ってもみなかったことを言われたから。

　――殺すために生まれたわけじゃない？　凶器なのに？

　あんなにもよく斬きれる頑丈な刃物にもかかわらず、実は実際的でない用途で錬磨されてきたと言う。にわかには信じがたい事実だ。と、そう茫ぼう然ぜんとしていたところにルークが付け足した。

「……という説がある」

　がくりと肩が落ちた。「ちょ、ちょっとぉ」

「テキトーなんだよ。つまり何でもかんでも後付けなんだ」ルークはこちらを一いち瞥べつし、肩をすくめた。「聖剣としての価値も、崇高な精神性を追求しただとかいう意義も、結局はその時代時代の人間が求めた結果だ。……俺おれの言いたいこと、わかるか？」

「え？　えーっと」

「物に込める意味はいくらでも変えられる、ってこった」

　アリアはようやく気付いた。

　――ひょっとしてあたし、慰められてる？

　物に込める意味は変えられる。つまり魔自剣分に込められた意味も変えられる、ということ。

　意外だった。人情というのに欠けていそうな男なのに。

　掴つかめないと言うか、丸くなったと言うか。

「…………一応、ありがと」

「感謝されるいわれは無い。常識を話しているだけだ」

　心外だ、と言いたげにルークは眉をひそめた。偏屈者め。

「でもやっぱりそうそう変えられないよ。あたしは」

　アリアは自じ嘲ちよう気味に苦笑した。

「生まれたときに植えつけられた憎しみが、あたしをどうしようもなく縛る。都市にいるせいかな、最近さ、抗あらがいがたくなってきたんだ」

　魔ま剣けんとしての、ヴァルバニルへの殺意――そう、この惹ひかれる気持ちは紛まぎれも無く殺意なのだ――はアリアの中で日増しに濃くなっていた。セシリーと行動を共にしているときならばまだしも、彼女の就寝する夜間などは理性を失いそうになる。

　声が聞こえるのだ。

　――――殺せ。殺せ。殺せ。

　それは自分を生み出した契約者の声。神を殺せ。耳鳴りのように鼓膜を弄なぶる。そしてふとするとブレア火山の方角を向いている自身に気付き、恐怖する。ああ、やっぱりダメなんだ、手遅れなんだと絶望する。そうありたいと望んではいても、安直に『守る剣』だと胸を張れない理由はそこにあった。

「あたしはリサが羨うらやましい」

　己の背負う過去に押し潰つぶされることなく、声こわ高だかに前に出ることを宣言してみせたリサ。自分にはその姿が眩まぶしくて仕方が無い。

「どれだけ強気に言ってもさ、虚勢なんだよ。近い将来あたしはまともな心を失って、衝動のままヴァルバニルを殺しに行っちゃうんじゃないかって、いつかその日が来るんじゃないかって……そう考えて怖くなる」

「その衝動に抗うための鞘さやなんだろう？」

「そう、だけどさ」

　やはりルークには見抜かれていたらしい。まあ難しいことでも無い。剣の姿で鞘に収まっていれば、声に支配されてふらふらとヴァルバニルの許もとへと向かうことも無いはずだ。だから己を抑制してくれる物として鞘を欲した。

　用が無いときは鞘の中に入ればいい。そうして閉じこもっていれば自分を見失うことは無い。

　ルークが磨く手を止めた。

「お前の考えはわりと的を射いている」

「え？」

「当然だが聖せい剣けんと呼ばれた刀にも鞘さやがあった」

　ルークは鍛か冶じ場の片隅にあった刀を手に取った。塗りの粗い、黒拵ごしらえの鞘から刃を抜く。鈍く輝き、緩ゆるやかに、それでいて力強く反る刀身。不思議な存在感に圧倒され、アリアは生なま唾つばを呑のんだ。セシリーがのめり込むのもわかる。同じ剣だからこそわかり過ぎる。

　しかしそれを打った当人の表情は、明るくない。

「俺おれの刀は、聖剣と呼ぶにはまだ足りない」

「どうして？」

「単純に斬きれ味が足りない。逸話によると聖剣はあらゆるものを断ち斬る――斬れ過ぎるという話だ。その“〝あらゆる”〟っていうのがどれほどのものなのかは俺も知らんが」

「前にセシリーから聞いたんだけど。あなたの刀は鉄の斧おのすら斬り裂いたって」

「そんなレベルじゃない。親父の刀ですら聖剣には及ばなかったんだからな。俺の腕なんてまだまだ」

　謙虚さからではなく、本当にそう自覚しているから言っているのだろう。

「刀は禍まが払はらいの力――つまり霊体を斬り払う力を有している。聖剣は特にその禍払いに優れていた、というのが定説だな。そしてその強力な力を収めるために、やはり鞘もそれなりのものでなくてはいけなかった」

　凄すさまじい斬れ味を封じ、同時に封じられた聖剣をあらゆる邪から防護する『防具』。

　それが聖剣の鞘。

「刀に限らず鞘ってのはそうあるべき物だ。剣を収め、剣を守る物。だからお前がお前のための鞘を求めたことはあながち間違っていない」

「はぁ……」

　アリアは生返事を返した。長々と講釈を垂れてくれたが、つまるところこれも彼なりの慰めなのだろうか。だとしたらひどく遠回りでわかりにくい。

　でも多少なりとも心が軽くなったのも確かだった。あたしも単純だよなぁ、とアリアはちょっと笑った。

「……ん」

　ふと脳裏を過よぎる。

　聖剣は今現在ヴァルバニルを封印しているが――

　ではその鞘はどうしているのだろう？

「まあアレだな。そこまで気に病む必要は無いように思うけどな」

「む。他ひ人と事ごとだと思って――」

「お前にはあの頭の悪い女がいるだろう」

　理が通っているわけでもないのに。

“〝セシリー・キャンベルがついている”〟

　だから大丈夫。それは真理のようにアリアの中で響いた。
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　数日後、アリアはキャンベル家に舞い戻った。鞘さやが出来上がるまで寝食は工房アトリエ『リーザ』で過ごしていたからずいぶんと久しぶりの帰宅だ。

「ただいまー！」

「おお、おかえりアリア」

　真っ先に出迎えてくれたのはセシリーだった。

「セシリー。怪け我がはもう大丈夫なの？」

「普通に歩けるくらいにはな」

　それにしても治りが早い。頑丈にもほどがある。

　彼女はアリアが腕に抱えていた鞘に気付き、目を細めた。

「これが君の鞘か。……うん、悪くない」

　染料でえんじに塗られた鞘だ。金具や塗りで柄つか下した拵ごしらえがされた後、漆うるしで補強されているのでとても丈夫な代物に仕上がっていた。

「あの頑固者にどうやってこれを作らせたんだ？」セシリーは不思議そうに訊たずねた。「しかも無料なんだろう？　リサに訊きいても教えてくれないんだ」

　ルークの工房に泊り込むということは、事前にリサがおつかいついでに伝えてくれていた。

「色仕掛けです」

「なっ、なんだと!?」

「あ、う、嘘うそだよ嘘！」血相を変えるセシリーにアリアは慌てて言った。まさか信じるとは思わなかった。「労働で支払ったの！　鍛か冶じとか炊事作業のお手伝いをして！」

　もちろんそれも嘘なのだが。

「そんなことで良かったのか？　では私の刀も……」

「えーと、鞘の材料って森で採れる木だから。刀のほうはものすごく高級な玉鋼使ってるんでしょ？　鞘と刀じゃかかるお金も全然違うと思うよ。労働程度じゃ難しいんじゃないかな？」

　そうか……とセシリーは肩を落とす。

「まあまあ。いつかきっとルークも折れてくれるよ。それじゃこれ、ハイ」

　鞘を手渡し、冗談めかして敬礼した。

「これからはこの鞘に収まることが多くなると思うので、よろしく！」

「あ、ああ、うん。…………なあ、アリア」

　セシリーはためらいがちに訊ねてきた。

「もしかして君は何か悩みがあるんじゃないか？」

　完全に不意を突かれた。一瞬言葉を失くしてしまう。

「アリアがいない間ずっと考えていたんだ。鞘さやが要いると言ったときの君は、なんだか妙だったから。私の記憶違いで無ければ……作り笑いを浮かべていたから。この鞘もそれで」

　――ああ、やっぱりセシリーはあたしの相棒なんだよね。

　泣きそうになる。見破られていたことが嬉うれしくてたまらない。

「……うん。実は悩んでる」だからこそ甘えられないのだ。「でもホントのところ、この際内容はどうでもいいの。問題は話してしまうこと、それ自体。話しちゃったら……打ち明けちゃったらきっとセシリーはあたしを助けてくれる。支えになってくれる。あたしはそれに甘えちゃう。おんぶに抱っこになって――胸を張ってセシリーと肩を並べることができなくなる」

　あなたの戦友でいられなくなる。それが怖い。

「だからあたしは、この悩みに対してだけは自分で向き合う」

　セシリーはじっとこちらを見つめていた。アリアも逃げず、それを見つめ返した。

　この決意は固い。揺るがない。ここに来て磐石の物となった。

　何な故ぜなら戦友に恥ずかしい姿は見せられないからだ。

「わかった。だがそう言うからにはやってみせてくれ」

　決意を現実のものに。

　アリアは、うん、と首しゆ肯こうした。

「ねえセシリー。もしもあたしが狂っちゃうようなときがあったらさ、そのときはこの鞘に閉じ込めてね」

　狂う、という穏やかでない物言いに眉をひそめたが、すぐにセシリーは不敵に笑った。

「そのときは私が君の鞘になる」
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　報告書。仮称『人外辻つじ斬ぎり事件』。

　記入者。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。

　死者十四名、重軽傷者二十名（うち自衛騎士団所属団員が死者二名、重軽傷者六名）。

　人外。四し足そく獣じゆう。異形――第三者（人間）の手により前二脚にそれぞれ一本の槍やりを、背中に計二十三本の刃を移植されたものと判断。背後関係など一切は不明のままだが、移植素体である人外それ自体は昨今の群集列国地域に多く見られる品種である。

　事件概要。日中、人外は第一正門より都市に侵入。当日の当直であった自衛騎士団団員二名、大通りを疾走する最中に一般市民十二名を殺害。他ほか十四名に重大な傷害を与える。三番街『食』の商店街にて同番街自衛騎士団と接触し逃走。魔ま剣けんを伴った団員一名がこれを追走。

　逃走先の灰被かぶりの森にて、人外は一般市民二名と遭遇。うち一名と人外が通称『爪つめ痕あと』の崖がけ下に転落。駆けつけた団員がこれを追う。『爪痕』にて転落した市民の協力を得、人外を殲せん滅めつ。団員は転落並びに戦闘により重傷を負うが、市民に関しては目立った外傷は無し。

　以上、報告とす。

　追記一。死傷者の氏名は添付資料を参照。

　追記二。人外の遺体は自衛騎士団が回収、保存。遺体の検死解剖及び都市周辺の目撃情報収集により素性を調査中。現段階では類似した種が群集列国地域に生息していることが判明している。

　追記三。市内の鍛か冶じ屋の証言。人外に移植された（と思われる）凶器はすべて第一タタラ工房アトリエで加工された高純度の玉鋼を素材にしているとのこと。当該の工房より確かに同素材であることが確認された。ただし卸おろし売うりされたルートは不明。なお、この素材により人外の凶器は霊体効果を打ち消す能力を有している（事実、現場で魔剣の力を相そう殺さい）。

　追記四。――――





　セシリーは沈ちん鬱うつな表情で、卓の上に頬ほお杖づえをついていた。

　先ほどから何度もしているように、物憂げなため息をこぼす。

「元気出そうよぉ、セシリー……」

　対面に座るアリアは困ったように眉尻を落としていた。

　三番街の公務役所。二人はその休憩室にいた。

　都市公務員や役所を訪れる市民にも開放されている一室だが、特別な造りや内装はほとんど皆無に等しい。調度品は卓が二に椅い子すが十程度、背の低い唯一の本棚には乱暴に紐ひもで綴とじられひどく色いろ褪あせた写本が数冊平積みにされて突っ込まれているだけ。実を言うと先月の魔ま剣けん戦の余波で倒壊してしまったためやっつけかつ急造された、吹けば飛ぶような板張りのバラックだ。良いところを挙げるとすると無駄な視覚情報が無く腰を休めるに特化しているという点と、ずさんな造りなので風通しが良く――隙すき間ま風かぜだ――真夏にはうってつけという点。

　セシリーとアリアは午前中に役所で雑務を済ませ、簡単な昼食を取ったばかりだった。これから市内巡回の業務が待っているのだがセシリーにはどうにも気力が湧わいてこない。それと言うのも――

「あらら。この時間に役所にいるなんて珍しいわね」

　そう、休憩室に顔を出したのは同僚のパティ・ボルドウィンだった。

　栗くり毛げの女性である。整った容よう貌ぼうには似合わず分厚い眼鏡をかけている。視力矯正用の眼鏡は一般層にも普及しつつあるがまだまだ高級品であることに変わりはない。彼女のそれは父親のお下がりだそうだ。

「いつもならお気に入りの鍛か冶じ屋さんでお昼の時間じゃない。何かあったの」

「お気に入りなど……語弊のある言い方をしないでくれ」

「そう？　間違ったことは言ってないと思うけど」

　セシリーと同じ都市公務員にして、パティは主に事務業や治療業務に就ついている非戦闘員である。有事の際には現場に出ることもあるがそれも祈き祷とう契約を用いた後方支援に留とどまっている。同性として親しくしてくれ、五つほど年上だが気安い態度で接してくれるのでセシリーも砕けた口調で応じている。

「というか久しぶりね？　怪け我がはもういいのかしら」

「ああ。ずいぶんと休ませてもらったし、何よりパティたちの治療のおかげだ。この通り復帰できたよ」

「それにしても治り早すぎない？」

「頑丈さが私の取り柄だ」

「頑丈さは女の子が取り柄にするようなものじゃありません」

　パティは流れるようにアリアの隣に滑すべり込んだ。うふ、と軽くアリアと微笑ほほえみ交わしてから、セシリーに向かって身を乗り出す。

「で、どうしたのさ。元気無いみたい」

「わかるか……実は今朝から報告書の作成をしていたんだ」

「報告書？　ああ、例の人外」

　セシリーは頷うなずく。

　人外戦からの復帰初日の仕事は、その報告書を作成することだった。正確な被害の数字、対象の侵入・逃走経路、現在まで判明している人外の細かなデータなどを他ほかの都市公務員から聞き、それらを反映させた上で報告書をまとめた。慣れない作業なので何度も書き直し、ついさっき団長のハンニバル・クエイサーに提出したところだ。

　そして自身がしたためた報告書を読み返し、改めてその被害の大きさを知った。

　パティは眉をひそめ、

「それで心を痛めてるってわけ？　仕方無いじゃない。あれは本当に突然のことだったわ」

「わかっている。わかってはいるのだが……でももっと何かできなかったのか、ひとりでも多くの市民を救えなかったのか、考えてしまう。パティは思わないか？　二ヶ月前だってそうだった」

　つい二ヶ月前にもこれに近い被害が出ている。市いちの事件である。

　初夏――市の目玉である競売に多くの注目が集まる中、悪魔契約が行われた。生まれたのは契約者の人体に憑ひよう依いする炎の悪魔。市民はおろか外地人までもが焼き殺された。事態に備え下準備を行っていたにもかかわらずだ。

　悪魔と人外、いずれの事件も後手に回り市民の命を危険にさらしてしまった。度重なる失態にさしものセシリーも思わずにはいられない。

「人はやはり人外や悪魔には敵かなわないのではないか」

　これまで件くだんの悪魔や人外を殲せん滅めつしてきたのは他ならぬセシリー自身である。だがそれも魔ま剣けんアリアがいたからこそ成しえた戦績であり、そして一方で一個人の戦績でもある。自衛騎士団という組織が作った結果ではない。もちろん騎士団の働きがすべて無駄だったということではないが、それで満足していいわけでもない。

　――私たちは職務を全うしていると言えるのか？

　人外や悪魔に対し、自衛騎士団は防戦一方。少なくともここ数ヶ月の戦いを振り返ればそう考えざるを得なかった。いつもの無力感とは少し違う。自分という個人に向いたそれではなく、もっと大きなものに対するもの。

「セシリーはちょっと高望みし過ぎだわ。確かに今まで都市は後手に回ってきた。でもやれる範囲でのことはしてきたつもりでしょ。それを否定するようなことを、よりにもよって騎士団のひとりであるあなたが言っちゃダメよ」

「うぅ……」

「それに気に病んでいるのはあなただけじゃない。騎士団の中で人外や悪魔への対抗手段を検討する動きだって始まってる」

「そ、そうなのか？」

「セシリーは自宅療養していたから知らなくて当然ね。人外の事件の翌日からかな、クエイサー団長が中心となって毎日会議開いてる。そうね、さしあたっての対策はこれ」

　とパティが懐ふところから取り出したのは胡桃くるみ大の球体。つるりとした表面の、加工された黒石。彼女が祈き祷とう契約によく用いる玉鋼だ。

「これは医療用のだけどね。騎士団並びに後方支援の都市公務員に一定数以上の玉鋼の所持が義務化されることになったわ。祈祷契約が対策のメインになるから」

　祈祷契約は独立交易都市における重要な生活基盤でもある。学舎まなびやにも生活に必要な祈祷文もん言ごんを学ぶ課目があるし、戦闘用のそれは騎士団や傭よう兵へい業を営む者ならば自由に習得することができる。

　今まで自衛騎士団内でも玉鋼の携帯は推奨されており、それでなくても自主的に祈祷契約を習得する者は見られたが、これまでの事件性から義務化の動きが出てきたらしい。これを提言したのはハンニバル・クエイサーとのこと。

「もっとも支給される公費は微々たるものだから普及には時間がかかるだろうけど、ほとんどみんな玉鋼を携帯しているわよ。あなたもそろそろ祈祷文言を覚えたらどう？」

　痛いところを突かれ、う、とセシリーは喉のどを詰まらせた。

　セシリーが騎士団に入団したのは敬愛する父親の背中を追ったからに他ほかならない。その父が祈祷契約を避けていたから――そこには何か事情がありそうだが――自然とセシリー自身も避けるようになってしまっていた。基本教養の文言もあやしいところだ。

「私はその」両手の人差し指の先をつんつんと合わせながら、「頭が悪いし」

「自分で言うか」

「……やはり身につけたほうがいいだろうか？」

「そうねぇ。つけるに越したことはないと思うけれど」

「セシリーにはあたしがいるから大丈夫なの！」

　突然アリアが割って入った。驚いて見やると彼女はふんふんと鼻息を荒くして言う。

「あたしが何倍も働く。だから祈祷契約なんて要いらないの！」

「ア、アリア？」

「あらら。嫉しつ妬とかな？　大丈夫よぉ、祈祷契約はあなたのポジションを奪ったりしないわ。いつだってセシリーはあなたのモノよ」

「そしてあたしはセシリーのモノよ！」

「パティ！　だから語弊のある言い方はやめてくれ！　アリアも何を言ってる!?」

　そうして騒いでいた折、休憩室の戸が開かれた。三者三様に顧みる。

「…………あ」

　戸口に現れたのは騎士団の男たちだった。

　セシリーの着ている制服と彼らのそれは多少異なっている。元々騎士団の制服は男性用にデザインされている物なので、セシリーは女の自分に合うように部分部分いじってあるのだ。胸当ての厚み、ブーツの形状、背中のマントの長さ――いずれも正規のそれよりセシリーのは軽装である。

　彼らは楽しげに談笑していたが、休憩室にいたこちらに気付くと一様に口を閉ざした。

　先頭にいた男が目を細める。筋肉の引き締まった顔立ちは日に焼け、後ろに撫なで付けた髪は色素が抜けて薄茶色に変色している。彼――レジナルド・ドラモンドはセシリーを見やり忌いま々いましそうに呟つぶやいた。

「もう戻ってきやがったのか」

　むっとして口を開きかけたがパティに先を越された。

「あらら。ずいぶんな物言いねレジナルド」

「正直な気持ちだ」

　レジナルドに倣ならい、連れの男たちが口々に言った。

「不死身かよ」「女じゃねえな」「むしろ人間じゃねえだろ」「わかってたけどな」

　一斉に嘲ちよう笑しよう。セシリーはぐっと堪こらえていたが。

　立ち上がりかけたアリアを手で制し、

「あらら。大の男が揃そろって情けない」パティが脚を組み替えながら唇くちびるの端を吊つり上げた。「セシリーに手柄を独り占めされた僻ひがみかしら？」

　一瞬の沈黙を経て色めき立つ同僚の中で、レジナルドだけは冷静に言い放った。

「驕おごるなよセシリー・キャンベル。貴様は魔ま剣けんが無ければ何もできないんだ」

「……ッ」

「行くぞ。ここは空気が悪い」

　レジナルドに促され、同僚たちは去っていった。

　荒々しく扉が閉められると同時、アリアがきぃいっと足踏みしながら叫さけんだ。

「嫌な奴やつーッ！　何アレ!?　何アレ!?」

「やっかんでいるのよ、セシリーを。騎士団にはああいう輩やからもいる。忘れたほうが美容にいいわよ」

「それにしたってあり得ない！　セシリーはあんなに頑張ったのに！」

　セシリーも腹に据えかねないではなかったが、黙っていた。

　自衛騎士団の構成はほとんどが男性である。少数である女性はからかわれやすい。特にセシリーは魔剣での活躍が目覚ましく、その矢面に立たされることが多かった。レジナルドなどは会う度に何かしらの皮肉を放ってくる。

　いちいち突っかかっても仕方が無いし、いい加減慣れてきてはいたのだが。

　――魔剣が無ければ、というのは少々効いたな……。

　図星だと思った。確かにアリアがいなかったら、市の事件、人外の事件いずれも自分は生き残ることすらできなかっただろう。もちろんアリアとの連携の維持を常に心がけているし、その努力を知らない人間に何を言われようと知ったことでは無い。

　――しかし理屈ではないな、誹ひ謗ぼう中傷というやつは。

　自分でも驚くくらいに気持ちが落ち込んでいた。それが顔に出ていたらしく、アリアがこちらに頭を突き出してきた。

「気にしちゃダメだよ！」

「あ、ああ」

「そうよ。ああいうのは物事を男と女の二極でしか計れない屑くずの言うことなんだから」

「パティもきついことを言うな……」

「忘れるの。お酒でも飲んでさ。……あらら。そう、いいわねお酒」パティが何か妙案を得たとばかりに頷うなずいた。「セシリー。あなたってストレスをためやすいタイプでしょ？」

「そう、見えるか？」

「見える見える。いっつも張り詰めているからね。頭が固過ぎる。たまにはお酒でも飲んでぱーっと憂うさを晴らしなさい。ちょうど『酒市場』の時期だし」

　お酒かぁ。アリアを振り返ると彼女もうんうんと頷いていた。

　実を言うとセシリーは飲酒の経験が無い。だからパティの言う「お酒を飲んで憂さを晴らす」という感覚がよくわからない。お酒とはそんなにすごいものなのか？

「おお、ここにいたか」

　三み度たび扉が開かれてそこから顔を出したのは、団長のハンニバルだった。偉い丈じよう夫ふの彼は大きな背中を丸めて戸口をくぐる。

「どうされたのですか。先ほどお渡しした報告書に不備でもありましたか？」

「いいや。それとは別件――でもないか。とにかくセシリー、君に用だ。来てくれ」

　セシリーはアリアと顔を見合わせた。





「それはアリアの鞘さやか？」

　廊下を歩く途中、セシリーとアリアの前を歩いていたハンニバルが訊たずねた。

　彼が肩越しに見やったのはセシリーの腰に帯びられた鞘だ。えんじに塗られた細身の筒。今はアリアが人間の姿なので、入っているべき剣が収められていない。

「はい。ルークに拵こしらえてもらいました」

「やっぱり小僧か」懐かしそうに目を細め、「バジルの作った鞘によく似ている」

　セシリーは記憶をたどる。バジル・エインズワース。それは確かルークの父親の名だ。

　ハンニバルはルークの幼なじみである女性の育ての親だったという。だとすれば彼の父親とも知り合いだったということも頷ける。

　――リーザ・オークウッドの育ての親……。

「リーザ殿はどのような女性だったのですか」

　思わず訊きいてから、あまりに唐突な質問だということに気付いた。

　ハンニバルが再びこちらを一いち瞥べつし、ニヤリと笑った。

「気になるのか？」

「えっ。べべ、べべべべ別に」

「セシリーって馬ば鹿か正直だよね……」

　隣でアリアがため息をつく。失敬な！

　ハンニバルは苦笑し、

「リーザは両親を事故で亡くしていてな、身寄りも無かったのでワシが引き取った。ぶっ飛んだお転てん婆ば娘で、よくルークの小僧のことを振り回していたよ」

「ぶっ飛ん……」

「うむ。ちょっと言葉では説明しにくいんだが……小僧の性格はリーザに歪ゆがめられたとだけ言っておこうか。あれだけ泣かされれば偏屈にもなるだろう。一種のトラウマ体験だ」

　かなりのお転婆だったらしいが想像もつかない。

「だが――強敵だぞ」

「え」

　ハンニバルはすでに前を向いていて、だからその表情はわからなかった。巨大な背中が視界を塞ふさいでいる。でもその口調からはおかしがるような響きが感じられた。

「心してかかれ」

「……え？　え？」

　何を？

　答えはもらえなかった。その前に目的地に着いてしまったためだ。

　たどり着いた部屋の扉には『市長室』というネームプレート。アリアと出会った一件以来、頻繁にここを訪れているような気がする。

　入るぞと一声かけ、ハンニバルが扉を開いた。

「ああ、お待ちしていましたセシリーさん」

　出迎えたのは例の如ごとく礼服を着た男性である。癖毛の頭髪。整えられた髭ひげをたくわえ、何ど処こか力の抜ける緩ゆるい微笑ほほえみを浮かべている。独立交易都市の市長であるヒューゴー・ハウスマンだ。

　そしてそこでセシリーたちを待っていたのは彼だけではなかった。

　セシリーはそいつの姿を目に止め、驚きの声をあげた。

「シーグフリード……ッ？」



　　　２



　長身痩そう躯く。端的に表せば無味乾燥なその一言で片付けられてしまうが、一方で彼のそれには奇妙なしなやかさと逞たくましさがあった。全身を覆う黒衣の上からでもわかる、鋼のような強したたかさ。絞り鍛え上げられた確かな筋肉をその身に秘めている。

　例えるならば鋭利な刃物。男はそういう雰囲気を放つ人間だった。

　近年に帝国に編成された戦士団の長を務め、そして決定的な証拠こそ無いが市の事件やシャーロット・フィーロビッシャーの件などに深く係かかわっていただろう人物。

　帝国戦士団団長、シーグフリード。彼はその三白眼を細め、市長室の長なが椅い子すに横柄に脚を組みながら腰かけ、手にした紙片を黙読していた。

「何な故ぜお前が――」

「無礼だぞ」

　詰め寄ろうとするセシリーの前に、鉄の塊が横から立ち塞ふさがった。

「シーグフリード様の御前である。下がれ」

　セシリーは声を失くして足を止めた。

　古い鉄の香りのする、黒い全身甲かつ冑ちゆうが目の前に立っていた。脇わきに面めん頬ぽおの開いた兜かぶとを抱え、背中には目を疑うような長大な戦斧ポール・アツクスを背負っている。これから戦場にでも乗り出そうかという無骨な鉄の塊だ。驚くことに唯一剥むき出しになっている頭は女性のそれだった。

　耳の上で切り揃そろえられ、毛の一本一本が櫛くし目めの通った金髪。陶器のように白い肌には青い双そう眸ぼうがはめ込まれ、それが強い敵意の光を灯ともらせてセシリーを睨ねめつけていた。

「フランシスカ。構うな」

「はっ」

　主人の声に、フランシスカと呼ばれた女性はあっさりと引き下がる。シーグフリードは顔も上げずに紙片を読み込んでいた。

　セシリーは目をすがめる。その紙片には見慣れた字面の文章が――

　はっとして気付いた。

「私の！」



    

  
    
      



    

  
    
      　先刻したためたばかりの報告書である。どうしてそれをこの男が？　セシリーは困惑して上司たちを振り返った。ハウスマンは市長室中央の書卓の席に腰かけ、ハンニバルはその横に移動している。

　何ど処こか疲れた気配を窺うかがわせながらハウスマンが説明した。

「彼は人外の遺体を回収しにいらっしゃったそうです」

「遺体を……回収？」

「その通り。あれは帝国の所有物である」フランシスカが険けわしい眼まな差ざしをこちらに向けていた。「遺体はこちらで引き取る。独立交易都市の協力に感謝する」

　セシリーは何がなんだかわからない。例の人外は帝国の所有物で、だからその遺体も帝国が引き取る――ということか？　頭では理解できるがあまりに急な出来事なので心が追いつかない。

「私は独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベルです」礼儀として己の所属を述べてから、「詳しい経緯をお聞かせ願いたい。フランシスカ殿」

　フランシスカが主あるじを見やるが反応は無かった。それを許可と見たのか、彼女はセシリーに向き直る。しかめ面のような気難しい表情。地顔なのかもしれない。

「よかろう。答えられる範囲で答える」

「……まずあの人外は何なのですか？　明らかに天然の生物ではありませんでした。人の手により凶器の移植を受け、しかもルーク、いや知人の証言によればその凶器の素材は高純度の玉鋼で――」

「機密事項である。その問いには答えられない」

　早速かわされた。癇かんに障さわったがセシリーはぐっと呑のみ込む。

「では何な故ぜ人外は都市を襲撃したのでしょうか」

「件くだんの人外は移送中に兵を殺害し脱走してしまったのだ。奴やつは我々の包囲網をくぐり抜け、不幸にもこの都市に紛まぎれ込んだらしい」

　脱走？　移送？

「何処に移送するつもりだったのですか」

「機密事項である。答えられない」

　喉のどまで出かかった罵ば声せいを既すんででのところでこらえた。視界の隅では自分の気性を知っているハウスマンとハンニバルがはらはらと様子を窺っている。苛いら立だちを震える吐息に昇華し、なおも問うた。

「せめてこれだけは答えていただきたい。この事件に関し、そちらの見解は――」

「悲しい事故であった」

「ふざっ――！」自制はあっさりと崩壊した。「要するに貴国の不手際だろうっ？　何人死んだと思っているんだ！」

「死者十四名に重軽傷者が二十名。この報告書にはそう書いてあるな」

　シーグフリードが指で紙片を弾はじいた。一枚の報告書はセシリーの足あし許もとに滑すべり落ちる。

「相応の賠償金を支払わせてもらう。そこの市長にもそう伝えたばかりだ」

　腰も上げず頭も下げず、悪びれもせずそれを口にした。

　ひとかけらの誠意もそこには無い。

　金で解決できる。

　この男は言外にそう語っているのだ。

「それで本当に通ると思っているのか」

「通るさ。それ以外に賠償のしようが無いんだからな」

　――私は知っていたはずだ。

　こいつがこのような腐った人間であるということ。前回の三国一都市会議――『ヴァルバニル会議』でその片へん鱗りんを嫌というほど知らされた。そう、この男はシャーロットの身柄を易々と切って捨てる、人を人とも思わぬ外道なのだ。

　セシリーは痛いほどの握力で拳こぶしを握っていた。足あし許もとの紙片を見下ろし、そして面を上げる。爆発寸前の怒いかりを瞳ひとみに込めてシーグフリードを睨にらみ据えた。

「謝罪しろ」

　弾はじかれたようにフランシスカが間に分け入るが、セシリーは構わず踏み出していた。視線は甲かつ冑ちゆうの肩越しに黒衣の男を捉とらえている。

「遺族全員に頭を下げろ」

「非効率だな」

「それが失われた命に対する責任というものだろう！」

「お前は知らないのか？　命は金で賄える」

　風が走った。

　殴りかかろうとしていたセシリーは冷たい悪寒に硬直した。恐る恐る目を落とす――首筋に凶きよう刃じんが当てられていた。視線を巡らせると殺意の込められた青い双そう眸ぼうに行き当たる。フランシスカが戦せん斧ぷをこちらの首に突きつけていた。

　凶刃はおろかその目も微動だにしていない。だが戦斧は確かに構えられ、わずかでも横に引かれればセシリーの首筋を斬きり裂いてしまうだろう。

　――いつ、抜いた？

　セシリーは身動きすらできず戦せん慄りつしていた。抜き、構え、振るう――その挙動をひとつも追うことができなかった。この重量感のある戦斧の動きを！

「セシリー！」

「やめんか！　双方とも退ひけ！」

　アリアの悲鳴とハンニバルの一喝にフランシスカは無言で戦斧を退き、再び背中に担いだ。セシリーは解放されてからもすぐには動けなかった。背中を冷たい汗が濡ぬらしている。

「大丈夫っ？」

　真っ青になっていたアリアに、小さく手を挙げる。喉のどがひどく渇いていた。

「セシリーさん、こらえていただけませんか」書卓のほうでハウスマンが疲労の濃いため息をつき、「あなたが今したような問答はすでにハンニバルくんがしている」

　思わずハンニバルのほうを見やる。団長は眉み間けんに皺しわを寄せていて不機嫌な表情を隠そうともしなかった。

「建築物の修繕費並びに遺族への慰謝料支払いという形で決着しています。謝罪の言葉はいずれ皇帝から直じき々じきに書簡という形で届くでしょう。だからここは抑えてください」

　はい、と首しゆ肯こうしたがその声はかすれていた。当然納得がいくわけがなかった。

　胸中を察してくれたアリアがそっと二の腕の辺りに触れてくる。その感触が頭に昇った血をわずかながらも引かせてくれた。

　息を吐いたセシリーは、ふと視界の端にあったそれに気付いてぎょっと目を剥むいた。

「だ、誰だれだっ？」

　部屋の隅に黒い木が立っていた。

　否いな――それは貴婦人だ。

「エヴァドニだよ」

　アリアが硬い声で囁ささやいた。

　その女性は正に一本の木に例えられる容姿をしていた。黒々としたドレスをまとい、その丈の長すぎる裾すそが木の根のように床を這はっている。豊かな腰回りや胸元は太い幹を表し、漆黒に濡ぬれて垂れ下がる頭髪は枝葉のよう。反して剥き出しの肩や顔が不健康すぎるほど白く、そうして無表情に直立する様は不気味以外に評する言葉を持たなかった。

　直接見えたことこそ無かったがアリアから話だけは聞いていた。黒い炎を操るフランベルジュの魔ま剣けん『エヴァドニ』――

　貴婦人は物も言わずそこに立ち尽くしている。あまりの存在感の希薄さに今の今まで彼女がいることに気付けずにいた。

「そいつは俺おれの愛剣でな」シーグフリードが口くち許もとを歪ゆがめて言った。「そういえば盗賊に奪われて困っていたんだ。改めて礼を言おうか、女」

「ッ！」

　奪われただと？　違う、貴様が自分でシャーロットに渡したんじゃないか。それを言うに事欠いて――

「……もういい。話せ」

　セシリーは震える声を噛かみ殺して促した。

　追及が不毛だということは散々思い知らされている。

「私をここに呼んだ理由があるはずだ」

「ああ。お前の報告書について聞きたいことがあってな」

　長なが椅い子すの上で脚を組み直し、シーグフリードは切り出した。

「この戦闘に参加した市民というのは、刀鍛冶ブラツクスミスが飼っている悪魔のことなんだろう？」

　いちいち言こと葉ば尻じりに突っかかっていても詮せん無ない。セシリーは「ああ」と低い声で認めた。

「率直に訊きく。俺の人外ペツトとその悪魔が接触したのは偶然だと思うか？」

　セシリーは息を呑のんだ。

　彼の問いはセシリー自身も抱いていた違和感そのものだったからだ。

　灰被かぶりの森に逃げ込んだ人外はそこでリサとルークに遭遇した。あの広く視界の悪い森で両者が鉢合わせになる確率はどれほどのものか。限り無く低いのではないか？

　――そういえば。

「……人外の逃げ方には迷いが無かった」

　まるで何ど処こか目指す場所、物があったかのような直線的な足そく跡せき。そのことに意味はあるのか。

　いや、待て――シーグフリードは何な故ぜルークではなくリサを名指しにした？　遭遇時、あの場にはルークも居合わせていたのに。そこでもうひとつ思い当たることがあり、アリアを振り返った。

「アリア。前に事件について何か言っていなかったか」

「え……あのことかな？　獣がリサの匂においに反応してたっていう」

　セシリーの中でひとつの仮定が浮上した。

　――人外はリサを追っていた？

「なるほど」

　はっとして見やる。

「なるほどなぁ」

　歪ゆがんだ笑みを見つけた。

　シーグフリードが笑っている。唇くちびるの端を大きく吊つり上げ、愉ゆ悦えつを露あらわにして。

　禍まが々まがしい笑みを前に、セシリーの背筋に悪寒が走った。

　――ひょっとして私は。

　与えてはならない情報を、この男に提供してしまったのではないか。

　後悔とともに思うがすでに遅い。シーグフリードは確実に何かを理解し、くつくつと笑っている。

「どういうことだ。あなたは何を知ったッ？」

　さあな、と軽く受け流された。

「もう一件、お前には用がある」

「まだ話は終わっていない！　リサがどうした!?」

「焦るなよ女」シーグフリードは楽しくて仕方が無いといった風に肩を震わせ、「後で教えてやらあ」

　歯は噛がみする。この男は何処までものらりくらりとして糸口すら掴つかませない！

「実は脱走したのは俺おれのペットだけじゃないんだ」

「……何だと？」

「ペットと一緒に死刑囚を運んでいたんだが、騒ぎに乗じてこいつも逃げ出しちまった。かなり凶暴な男で、現在も捜そう索さく中だ」

「それがどうしたと言うのだ」

「察しが悪いな。そいつがこの都市に隠れている可能性が高いってことだよ」

　セシリーが絶句している間に、フランシスカが続きを引き受けた。

「都市周辺は粗あら方かた捜し尽くした。軍国、群集列国いずれの関所にも問い合わせたが当該の男の姿は見られなかったという。残る可能性は独立交易都市。ここは中立都市であり、出入りに通行証も必要無い。隠れ住むには格好の場所だ」

　中立都市。通行証の類たぐいを要せず、帝国、軍国、群集列国と大陸のあらゆる国家との自由交易を謳うたう故ゆえ、独立交易都市は外国のすべての軍介入を禁じている。だから死刑囚捕縛という理由があろうとも帝国は都市に兵を送り込むことはできない。その特性を考えれば死刑囚が逃げ込んだことも頷うなずけるが――

「よって独立交易都市の自衛騎士団には当面の死刑囚捜そう索さくの協力を申し入れた」

「待て。あなたの言っていることが本当なら、今このときも市民の命が危険にさらされているということではないのか!?」

「だから協力を要請している」

「……っ！　そもそもどうして人外と死刑囚を同時移送していたのだっ？」

「機密事項である」

　アリアが後ろからセシリーの手首を掴つかんだ。わかっている。ここで激げつ昂こうしても仕様が無いことはわかっている。――だが！　だが拳こぶしの震えを止められない！

「話はそれで終わりかっ？」早くこの場を去りたかった。そうでないと怒いかりに我を忘れてしまいそうだ。「ならば今すぐその死刑囚とやらの捜索を――」

「勘違いするな。お前の仕事は死刑囚の捜索じゃあない」

　その意味を、すぐには理解できなかった。

「死刑囚の捜索にあたって、フランシスカが自衛騎士団と行動を共にする。そいつの様相を直接知っているのはフランシスカだけだからな。その間――」

　薄ら笑いを浮かべ、シーグフリードは信じがたいことを口にした。

「『舞踏会』の期日まで、女、お前には俺おれの護衛を務めてもらう」



　　　３



　工房アトリエ『リーザ』の母おも屋やに飛び込んだセシリーは即口火を切った。

「酒を飲める場所を紹介しろ！」

「あ？」「へ？」

　振り返ったルークとリサが同じ仕草で目を瞬かせる。

　セシリーは涙目で、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「おッ、お酒はストレス解消になるんだろう!?　人は飲酒で日々の憂うさを晴らすんだろう!?　当然付き合ってくれるよな!!」

　剣幕に圧おされ、工房の親方と助手は同時に頷いた。





　独立交易都市で酒を嗜たしなむのに最適な場所と言えば、二番街に設けられた歓楽街だろう。

　日中は地元料理だけでなく外国の料理も取り扱った大衆食堂が軒のきを連ねるが、夜間になるとその様子は一転――そのほとんどが店先に玉鋼の照明を煌こう々こうと焚たいて酒を振る舞い始める。日が落ち夜よ闇やみが訪れても、二番街の歓楽街は店々の放つ明かりと人々の酔い痴れる声で満ちるのである。

　セシリーがルークに連れて来られたのは独立交易都市でも最大規模の大衆酒場だった。この酒場は施設ではなく『時計塔広場』と呼ばれる広場に無数の卓や椅い子すを並べ屋外で運営されている。夏場にのみ設けられる期間限定の祭りのようなもので通称『酒市場』――大陸中から取り寄せられた酒類が振る舞われることからそう呼ばれているとのことだ。

「俺おれが贔屓ひいきにしているのはまた別の店なんだが、お前は初心者なんだろう？　ここなら酒の種類も豊富だから色々試して口に合うものを探してみるといい」

　仕事上がりの職人や傭よう兵へいたちが陽気に酒盛りをしていた。それぞれの卓に埋め込まれた玉鋼が淡い橙だいだい色の光を灯ともし、客らの赤く火ほ照てった顔を上からさらに朱に染める。席の間を店員が忙せわしなく行き交い酒や料理を運ぶ。酔っ払った傭兵が下心のままに、外地人と思われる小麦色の肌をした女性店員の尻を撫なでて豪ごう快かいに張り飛ばされている。複数の店が合同で営業しているのでその制服も様々、ある店主などは粉こな白粉おしろいで顔を塗り大道芸の格好をして余興を演じていた。それぞれの卓に並ぶのは鶏とりの丸焼きや炒いためられた豆の山、ぞんざいに切り刻まれた種々の野菜類。『酒市場』の中央では楽隊が弦楽器や鍵けん盤ばん楽器を演奏し、その旋律が客の笑い声の隙すき間まを縫って緩ゆるやかに鼓膜に届く――

　夏の夜独特の生なま温ぬるい風が気だるさよりも高揚感をもたらす中。訪れたのはもちろんセシリーとルークのふたりだけではない。酒場に赴おもむくという話になってからうずうずとして落ち着きの無かったアリアとリサが、席に着くなり口を開いた。

「じゃあ何飲もっか！」「セシリーさんはお酒の種類わかりますか？」「あ、いや、あまり」「セシリーは手始めに馬乳酒辺りからいってみたらどうかな。度数も低いしさ」「馬乳酒は酸味がかなり強いですから慣れない人には合わないんじゃないですか？」「えー、あたしは好きだけどなぁ」「蜂はち蜜みつ酒しゆはどうです？」「セシリーは何がいい？」「ま、任せる」「私は葡萄ぶどう酒しゆにします」「お、いいねぇ！　あたしもそれにしよっと。セシリーにはとりあえず蜂蜜酒いっとこうか」「ルークは？」「麦酒」「すいませーん！　注文お願いしますっ！」「リサ。何か一品頼め」「えっ！　いいんですか!?」

　悪魔は食だけでなく酒にもうるさいらしい。ふたりが盛り上がる一方でセシリーは気後れして身体からだを小さくしていた。勝手を知らないとどうにも居心地が悪い。先ほど聞いてみたところ四人の中で飲酒経験が無いのは自分だけだった。

「俺は時々晩ばん酌しやくする程度だな」

「私もそれに付き合うくらいでしょうか。最近ちょっと増えましたよね回数」

「あたしはフィオに勧められてたまに嗜たしなむよー」

　独りぼっち取り残されたような気分である。自宅には葡萄ぶどう酒しゆが何本か寝かせてあるがそれも基本的に来客用で、今のキャンベル家に酒を嗜む人間はいない――主人に隠れてその葡萄酒をこそこそ聞きこし召めしている家政婦のフィオ・アトキンズを除けばだが。

　大きな影が広場に落ちているのに気付き、セシリーは頭上を見上げた。

「時計塔……」

　シルエットは柱同然。広場の端っこには、その通称にも名を貸している時計塔が細く高く天を突いて立っていた。自衛騎士団の見張り台にも兼用されており、独立交易都市の中で最も背の高い建築物なので市内の何ど処こからでもその姿が眺められる。

　天てつ辺ぺんには市内を響き渡るような巨大な鐘がある。帝国にあるという、見ただけで時刻のわかる『時計盤』なるものはこの都市には存在しない。二番街の市民は時計番役の鳴らす鐘の音でおおよその時刻を知る。時計番をする人間も日時計や塔の中に設置された水時計などでそれを計るのだ。

　――高そうだな。

　警けい邏らの管かん轄かつ外なのでセシリーは登ったことが無い。ふと『爪つめ痕あと』に身を投げ出したことを思い出し、そのときの悪寒が蘇よみがえってぶるっと震えた。あんな思いは二度と御免だ。

　セシリーがそわそわと周囲の様子を窺うかがうそばで、向かいの席に座っていたルークが何やら懐ふところから小さな袋を取り出した。彼は小袋からこれまた小さな紙片と細かな葉を摘つみ取る。紙片に葉を載せて棒状に丸め、唾だ液えきで粘着してとそれを口にくわえた。するとタイミングを見計らったようにリサがどこからか取り出した小石サイズの玉鋼をさっとその紙巻きの先にかすらせた。じゅっ、とそこに火が点ともり緩ゆるやかに燃え始める。ルークは浅く吸い込んだ紫し煙えんを吐き出し、リサも何事も無かったように玉鋼を懐にしまい、アリアとの会話を再開した。

　セシリーはリサの鮮やかすぎる手並みに呆ぼう然ぜんとしつつ、ルークに訊たずねた。

「それは煙草たばこ……か？」

「ん。酒と合わせて飲む癖があってな。気になるなら消すぞ」

「いや……」

　セシリーには馴な染じみの無い嗜し好こう品ひんである。彼の嗜んでいるのは紙巻きの煙草。パイプや葉巻などよりは安価で市民の間にも流布してはいるが、それでもそのような嗜好品に手を出せるほど工房アトリエ『リーザ』は流は行やっているようには見えなかったが。大陸の存亡にも係かかわる聖せい剣けんの鍛錬もあるのだし。

　こちらの疑問を察したのか、ルークが煙をふかしながら打ち明けた。

「ウチの工房は鍛か冶じ鍛錬の費用として都市から定期的にまとまった資金が支給されている。お金が無くて聖剣が作れませんでしたなんて話にならないからな。普段の鍛錬で稼いだ金はすべて生活費に回している」

「え。ちょっと待て、聞き捨てならないぞ！」思わず腰を浮かせ、「あなたは金に困っていたからこそ金々と金の亡もう者じやの如ごとく取り立てていたのではなかったのか!?」

「誰だれが亡者だ。金には困っていない、ただ派手な暮らしが好かないだけだ。こいつも稀まれに嗜たしなむ程度に過ぎないしな」

　あれだけ質素な暮らしぶりをしているのだからてっきりかつかつの生活をしているのだとばかり思っていた。

「だ、だったら私の刀も……」

「それとこれとは別の話だ。あくまで聖せい剣けんの製作費は聖剣の製作費にしか使っていない。刀を作ってほしかったら今まで通り自費でなんとかするんだな」

「ケチ！」

「餓が鬼きか」

　隣で悪魔のコンビがくすくすと笑った。

　注文した酒が運ばれてきた。セシリーの前に置かれたのは蜂はち蜜みつ酒しゆ――その名の通り蜂蜜を水で薄めて発酵させた酒類だ。まずは恐る恐る少量含んでみる。滑なめらかな舌触り。口内に冷えた甘みが広がったかと思うと後を追うように苦味が喉のどや胃に染み込んで顔をしかめた。正直な感想、美う味まいとは言いがたい。

　しかし他ほかの三人は恐ろしい速度でグラスを空け、早々に二杯目を要求していた。リサなどは「美う味まー！」と悲鳴をあげている。自分の舌がおかしいのだろうか……。

　一口、二口と煽あおってみる。飲み下した液体が腹部でかっと熱を発した。

「で」一心地着いたところでルークが訊たずねた。「何があったんだ？」

「あ、ああ」

　少しぼうっとしながらセシリーはかいつまんで市長室での一幕を話した。

「――というわけで私はあの男の護衛をすることになった。期限は『舞踏会』まで」

　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの終結以後、大陸法委員会は大陸全土の足並みを揃そろえるため中立都市である独立交易都市に各国家の貴族や軍人、有力商人を集め、定期的に会合を開くようになった。それが『舞踏会』である。『舞踏会』という体てい裁さいを取っているのは交流の一環らしさを強調するためだろう。

　シーグフリードは人外の遺体回収や死刑囚の件のついでかこれに参加するつもりらしい。彼の護衛であるフランシスカは死刑囚捜そう索さくの任に就つかなければならないので、その間の自身の警護を自衛騎士団――特にセシリーを指名したのだった。

「はた迷惑なことに明日から『舞踏会』当日までつきっきりだ！」

「完全に嫌がらせだな」

「だろう？　そうだろう!?」

　話しているうちに思い出してむかむかしてきた。腹立ち紛まぎれに蜂蜜酒を胃に流し込む。あまりの怒りのせいで身体からだも火ほ照てり、喉が渇いた。

「まったく何様なのだあの男は！　まったく！　酒が切れた！　おかわり！」

「酔うと怒り上じよう戸ごになるんだな……」

「何か言ったか!?」

　ルークの横ではリサが小動物よろしく無心に、注文して運ばれてきた大量の胡桃くるみを次々割って、中の身を取り出す作業に没頭していた。合間に飲酒を挟むことも忘れない。一方セシリーの隣のアリアは浴びるように酒をあおっては、あはは、あはは、と意味も無く笑い声をあげていた。幸せそうだ。

　それにしても暑い。セシリーは制服の胸当てを外し胸元を開けた。心地良い解放感にほっと息を吐き、開いた胸元をぱたぱたと手で扇あおぐ。

　覗のぞけた肌がじっとりと湿り、谷間に汗が一滴滑すべり落ちた。ああ、暑い暑い。

「あはは……って、ちょっとセシリー、いくらなんでもはしたないよ」

「んぁ……？」

「ホラ見なさいよ。ルークが横目でちらちら見ながら鼻血流してる」

「おいおい。人を助すけ平べえみたいに言わないでくれないか」

「ルーク、それはグラスであって灰皿ではありません。動揺しているのがバレますよ」

　リサがやれやれと煙草たばこの灰が落とされたグラスを取り上げているのを、セシリーはぼんやりと見ていた。暑さで感覚が希薄になっている。

　ルークは鼻の下の赤い液体を袖そで口ぐちでぞんざいに拭ぬぐった。彼の頬ほおはちょっぴり赤い。

「しかしお前が舞踏会か。ドレスなんか着ちゃうのか。見ものではあるな」

「そ、そうか？」

「怖いもの見たさでな」

「そこになおれェ！」

　不本意だが警備でなく要の護衛という形になるならば舞踏会用の衣装を用意しなければいけない。セシリーの父親が懇こん意いにしていた仕立屋があったはずなので、そこに発注するようフィオに頼むつもりだった。

　セシリーははたと思い出した。

「ルークにも舞踏会の招待状が出されているとアリアから聞いたぞ。出席するのか？」

「しない。見世物にされるのがオチだ」

　ルークは店員の持ってきた灰皿に煙草の灰を落とし、

「お前が知らないのも当然だが――『舞踏会』の本来の目的は支援者を募つのることだ。対ヴァルバニル戦に備えてお偉方に資金援助を請うのさ。大陸の足並みを揃そろえるなんざ表向きの理由に過ぎない。そもそもヴァルバニルの存在は一般に秘ひ匿とくされているんだからな」

　資金援助という言葉に瞬く。あまりピンとこなかった。

「大陸国家が軍事的に動くのだぞ？　わざわざ援助を請う必要はあるのか？」

「ヴァルバニルは利権を生む」

　熱で朦もう朧ろうとしていた頭にもその一言はするりと滑り込んできた。利権？

　ルークはリサの剥むいた胡桃の実を口の中に放りこみ、噛かみ潰つぶす。

「大陸史上最悪の人外なんて呼ばれてはいるが、別の観点から言えば霊体を半永久的に生み出す便利な存在だ。群集列国は特に露骨でそのための“〝機械機構”〟とさえ見なしている。ヴァルバニル戦における活躍や貢献度が事後の利益分配につながるし、箔もつく。考えてもみろ、徒いたずらに消耗するためだけに戦争を起こす馬ば鹿かはいないだろう。そこに利権が見えているからこそ各国は聖せい剣けんの再鍛錬に躍起になっている。『舞踏会』は軍編制を滞り無く行うために資金を吸い上げる会合だ。大方、支援者に対する再封印後の利益分配の話がメインになるだろうな」

　反へ吐どが出る話にセシリーの酔いも醒さめた。

　平和のため、人間を守るため。最優先事項であるはずのそれらは大義名分に過ぎず、国家や有力者たちは目先の利に捕らわれている。大陸平定を担になうはずの大陸法委員会すらその算段に一枚噛かんでいるとは。

　――愚かではないか。

　セシリーは怒いかりを通り越して悲しくなってきた。

「だからルークがそんなものに出ようものなら」すべての胡桃くるみを割り、四人分に等分し終えたリサが言った。「三年前のことを槍やり玉だまに挙げられるのが目に見えています。何も楽しいことはありませんよ」

　だろうな、とセシリーは頷うなずく。国家の首脳陣を集めた三国一都市会議ですらあの始末だったのだ、舞踏会に出ればどうなるかは火を見るより明らかだ。

　――つまるところ私はそのようなものに参加するのか……。

　空気が沈んだところで、どん、とアリアが空になったグラスを卓の上に叩たたきつけた。

「大丈夫！　セシリーはあたしが守るから！」

　悪い虫は寄せ付けない！　おかわり！　とグラスを掲げる。

　彼女の陽気さにはいつも助けられる。セシリーは微笑ほほえんだ。

「頼りにしているよ」

「任せて！」

　微笑みつつも、心は晴れなかったが。

　――結局、無力なのか。

　もどかしさは常につきまとう。

　きっと自分は何もできないのだという諦てい念ねんが、ある。

　三国一都市会議であれだけの啖たん呵かを切ったくせに、現実は飼い殺しにされている始末だ。人外や死刑囚とやらの内情を一切知らされず、それでも市民のためには従わざるを得ない。何より利権の絡むという『舞踏会』の会場はここ独立交易都市なのだ。この都市もまた何がしか荷担している。

　一介の騎士である己にはどうこうすることもできない。気概は空回りする。

　――どうすれば私は胸が張れるのだ。

　いつになればこの無力感を振り払える？　セシリーは卓の下で拳こぶしを握り締めた。

「お前は政治レベルの問題を何でもかんでも自分個人のレベルに取り違えがちなんじゃないか」

　顔を上げる。

　向かいのルークは一度麦酒で喉のどを潤うるおし、半眼で言った。

「少しは妥協したらどうだ？　お前は自分の仕事を美化しすぎだ」

　冷め始めていた熱が急激に頭に上るのを感じた。

　却かえって心は驚くほど冷えた。

「……なんだと」

　慣れない酒に酔っていたせいかもしれない。

　酩めい酊ていが冷静さを失わせていたせいもあるかもしれない。

　明らかなのは、“〝妥協”〟という言葉に強い反発を覚えたということ。

「私を、自衛騎士団を侮辱しているのか」

「なんでそうなる。考え過ぎなんだよ。もう少し肩の力を抜けと言ってるんだ」

　そしてルークもまた酔っていたのかもしれない。

　退ひかず、あっさりとこちらの悩みの本質を突いてみせた。

「お前にできることは、お前が思うほど多くない」

　セシリーは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「そんなこと――！」

　無い、と言い切ることができなかった。言葉は喉のど元もとでつかえてしまう。

「セ、セシリー？」

「ルーク……」

　アリアとリサがおろおろとする横で、セシリーはルークの右目と睨にらみ合った。

「確かに私は無力だ。それは認める。だが無力であることを理由に何もせず胡坐あぐらをかきたいとは思わない」

「その考え方は結構だがな、俺おれが言いたいのは肩かた肘ひじ張はるのもほどほどにしておけってことだ。そんなんじゃいつか潰つぶれるぞ」

「上等だろうが。それくらいの気概で臨のぞむべきだ」

「頑固過ぎる」

「それが私の性分だ」

「かわいくないな」

　頭の中が真っ白になった。

「いつまでも昔の女のことを引きずるような男に言われたくはない！」

　直後にルークの右目が冷たく凪ないだのを目まの当たりにし、セシリーは硬直した。

　彼は背もたれに背中を預け、能面のように凍った表情でこちらを見上げる。

　ひどく無感動な視線に射いすくめられ、急激に熱も酔いも引いていった。

「あ、いや……」たまらず顔をうつむけて、「違う、今のは」

「何が悪い？」

　心臓を鷲わし掴づかみにされたような感覚。

　低く押し殺された声が鼓膜を叩たたく。

「愛する女なんざ一生にひとりで十分だ。それを引きずって何が悪い」

　突き刺さる。

「他人のお前がいちいち引き合いに出すな」



『強敵だぞ』

『心してかかれ』



「セシリー!?」

　脇わき目めも振らず駆け出していた。

　誰だれかと肩をぶつけようが構わず逃げるように走った。アリアが追う声も振り切る。酒市場を飛び出した先には玉鋼の照明の届かない、夜の静寂と暗くら闇やみが待っていて、その中をひたすらに走り続けた。

　闇やみ夜よの中を無我夢中で。

　ずっと何ど処こまでも逃げた。

「はっ……はぁっ……はっ……」

　走り疲れて立ち止まったとき、あまりの動どう悸きの苦しさにうずくまった。ここは何処だ。真っ暗で何も見えない。何処だっていい。どうでもいい。滴したたる汗とは別の液体を乱暴に拭ぬぐった。呼吸が落ち着いてくるとそれを見計らったかのように声と右目と言葉が脳裏を過よぎって頭を抱えた。

　――――お前にできることは、お前が思うほど多くない。

　はっきりと、後悔していた。

　――――かわいくないな。

　怒いかりよりも羞しゆう恥ち心しんのほうが強かった。

　――――他人のお前がいちいち引き合いに出すな。

　恥ずかしくて消えて無くなりたかった。



　　　４



　今朝の目覚めは最悪だった。

　どうやって自宅まで帰ってきたのかは覚えていない。とにかくセシリーは自分の部屋の寝台で目覚め、枕まくら元もとでこちらの額に手を当てるアリアの姿を見つけた。ひんやりと冷たい掌。彼女は昨夜からずっとそうしていたらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      　頭が割れるように痛く、喉のどが痛いくらいに渇いていた。身体からだを起こすとぐらぐらと視界が揺れる。昨夜味わった心地良い酩めい酊ていとはまったく別種の酔いで、込み上げた嘔おう吐と感にしばらく動けなくなった。

「それが二ふつ日か酔よいってヤツだよ」

　これが噂うわさの……。

　アリアは昨夜のことには触れず欠勤を勧めた。しかし今日からシーグフリードの護衛を務めなければならない。個人的な事情――よりにもよって「二日酔いだから」という理由で休むわけにはいかなかった。セシリーは重い身体からだに鞭むち打って身み支じ度たくをした。家を出て朝日を浴びたところでいつもの朝鍛練を怠おこたってしまったのだということに気付いて気持ちがさらに沈んだ。

　間の悪いことに公務役所に着いてすぐ、レジナルドと鉢合わせした。

　同僚とはいえ何歳も年上の先輩である。廊下の曲がり角で出くわした彼に恐る恐る挨あい拶さつをした。

　レジナルドは何やら鼻をひくつかせ眉まゆをひそめた。

「酒の臭においをまき散らして出勤とはいい身分だな」

「えっ」

　セシリーは慌てて自分の腕や肩を嗅かいでみるが嗅きゆう覚かくが麻ま痺ひしていてよくわからない。しかしアリアを振り返ると彼女は仕方無しにという顔で、

「二日酔いってことはまだお酒が残っているってことなんだよ。セシリーが知らないのも無理は無いけど」

　私はアルコール臭を発しながら歩いていたということなのかっ？　顔がかっと熱くなる。

　レジナルドは鼻を鳴らし、

「かたや俺おれたちはこれから死刑囚の捜そう索さく、かたや貴様は護衛」

「……」

「酒が入っていてもこなせる任務らしい。気楽でいいな」

　一方的に言い残し、去っていった。

　セシリーは反論の余地も無かった。

「気にすることないよ」アリアは忌いま々いましそうに、「騎士団の中には二ふつ日か酔よいで出勤してる人なんてたくさんいるよ？　ハンニバルのおっちゃんだってそう。おっちゃんのときなんか体臭とお酒の臭においが混ざってひどかったんだから」

「うん……」

　かと言ってそれで見逃してもらえることではない。業務に支障をきたすような体調不良は完全な自己管理の怠慢だ。

　市長室の前までたどり着いたところで、アリアは何な故ぜか身を退ひいた。

「申し訳無いけど……あたし、会いたくない人がいるから。今日は鞘さやに入ることにするね」

　驚いて「シーグフリードか？」と訊たずねたが、彼女は首を横に振った。

「あの黒い魔ま剣けんの人。シャーロットの件のときにちょっといろいろあってさ、今は彼女に会いたくないんだ。会うのはもっと自信を持てるようになってから……まだ時間がほしい」

　ごめんね、と彼女は謝り、

「でも具合が悪くなったり嫌なことがあったりしたらすぐ呼んで。必ず助ける」

「あ、ああ」

　追及を拒んでいるように思えたからそれ以上は聞かなかった。それより。

「アリア……昨日のことだが」

「どっちもどっちだよ。セシリーもルークもお互いに言いすぎだった」

　うう、とうめく。

　アリアは頬ほおを緩ゆるめ、指先でこちらの前髪を梳すいた。

「あたしはあなたの味方だよ。あなたがしたいようにすればいい」

　手て櫛ぐしで髪を整えてくれる。セシリーは動かないでされるがままでいた。くすぐったいけれど快い感触。一通り梳き終えるとアリアは「よし」と頷うなずいて付け足す。

「言わなきゃわかんないみたいだから言うけど、セシリーはね、かわいいよ？」

　こちらが言葉を失っている間に彼女は文もん言ごんを唱え、魔剣へと変化した。一陣の風を残し一振りのレイピアが現れる。セシリーは鈍く輝く剣を見つめ、苦笑をこぼした。完全に見透かされていた。相変わらず大人なのか子どもなのか掴つかみどころがなくて――敵かなわない。

　良き相棒だ。

　レイピアを鞘に収め、セシリーは頬を叩たたいて気合を入れ直した。頭痛は未いまだ消えず、身体からだの節々も強こわ張ばっていて立っているのもしんどい。それでもやるべきことをやろう。シーグフリードの護衛をしっかり果たし、そしてルークにもちゃんと謝るのだ。

　決意を呑のみ込むように頷うなずき、市長室の扉をノック。中から応じる声に扉を開いた。

「おはようございます！」

　私は挫くじけない。





　挫けそうだった。

「ほ、本当に行くのか……？」

「つべこべ言わずに案内しろ。酒臭いんだよお前は」

「しゅ、臭気は関係無いじゃないか……」

　独立交易都市の猛暑は苛か烈れつを極める。まだ朝方で陽ひも昇り始めたばかりだというのにじわじわと蒸し返り、熱気が額や脇わきを湿らせる。市民たちは意識のとろけるような、煮立つ大気をかき分けて子どもを学び舎に送り出し店を開く。

　三番街の『物』商店街。石畳の上を三人は歩いていた。

　シーグフリードとその愛剣であるエヴァドニを引き連れ、セシリーは指定されたとある目的地に向かっているところだった。正直なところ気乗りしない。確かにやるべきことはやると決意したが、それでも心の準備というのが必要で……。

　フランシスカは今朝から自衛騎士団と協力して死刑囚捜そう索さくに当たっている。できることならセシリーもそちらに加わりたかった。

　――おのれ。

　恨みがましく背後を見やる。シーグフリードとエヴァドニは相変わらずの黒ずくめだったが、何な故ぜか汗ひとつかいていない。エヴァドニなどは涼しげな顔で黙々と後をついてくる。こちらは湿気で早くも前髪が額に張りついているというのに。

　セシリーに目を留めた市民が次々と挨あい拶さつをしてきた。店内に光を入れるため、通りに面した大きな鎧よろい戸どをはね上げ、そこから身を乗り出すようにして快活に声をかけてくれる。肩の落ちていたセシリーもこのときばかりは笑顔で挨拶を交わした。

　後ろで、シーグフリードが呟つぶやいた。

「退屈極まりない街だな」

「これが平和というものだ。あなたが壊そうとした、な」

「冤えん罪ざいもいいところ――」

「いい加減にしらばっくれるのはやめにしないか。この問答も飽きた」

　ぎろりとシーグフリードが睨にらんでくる。

　セシリーは怯ひるまなかった。強く出られたのは暑さや二ふつ日か酔よいで感覚が麻ま痺ひしていたおかげもあったかもしれない。

「あなたが今までの事件の黒幕なのだろう？」

　言葉は市民の生活の音に紛まぎれて消える。

　足を止めたシーグフリードは何かを思い量るようにじっとこちらを見つめていた。

「……ああ、俺おれだ」

　認めた。ついに！　思わずセシリーは詰め寄った。

「やはり魔ま剣けんが目的なのか。魔剣を、アリアをどうする。何を企たくらんでいるっ？」

「確かに俺だが――」シーグフリードは肩をすくめ、「やはり証拠は無い」

　それは憤ふん怒ぬか二ふつ日か酔よいかはたまた両者か。かつてないほど頭がきりきりと痛み、セシリーは眉み間けんに皺しわを寄せた。感情は昂たかぶっていたが語勢を抑えて詰きつ問もんした。

「ふざけるな。下へ手たをすれば戦争になるようなことをあなたはしていたんだぞ！」

　悪魔契約。皇帝の血筋の刺客。帝国の一要人でありながらの手引き。どれを取ってもいつ他国の怒いかりを買って戦争が勃ぼつ発ぱつしてもおかしくないような事件ばかりだったはずだ。

　しかしシーグフリードはあっさりと否定した。

「安心しろ。戦争は起こらない。少なくともその確率は低い」

「馬ば鹿かなことを言うなっ。均衡が崩れれば四十四年前の大戦のように――」

「だからこそ起こせないのさ」

　妙な言い回しにセシリーは言葉を切る。

　立ち止まっていた三者だが、シーグフリードが何事も無かったように歩き出すとそれにしずしずとエヴァドニが続いた。この女性は彼の影のようだ――思わずそんな感慨が浮かんだのも束つかの間ま、セシリーは慌てて後を追う。

「待て、話は終わってないっ」

「落ち着けよ。歩きながら話そうぜ」背中が応こたえる。「どうせお前には何も変えられない。焦るだけ損さ」

「……っ」

　いちいち癇かんに障さわる。憤然と言い返そうとして、

　――――お前にできることは、お前が思うほど多くない。

　声が、つかえた。

「大陸国家は戦争を恐れている――」

　シーグフリードが何やら喋しやべり始めていた。

　セシリーは不ふ承しよう不ぶ承しよう横に並ぶ。案内役が遅れては世話無い。

「女。お前は代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルについてどの程度知っている？」

「どの程度って」

　すべての契機は大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』にある。

　聖せい剣けんにより人間に封印され、かの獣は仕返しに“〝呪のろい”〟を吐くようになった。

“〝呪い”〟は人間の心臓に死言を刻み、悪魔契約の下地となる。人と人とを殺し合わせるためのシステム、その構築。四十四年前、国家はヴァルバニルの思惑通り『代理契約戦争』という戦争を引き起こし、大陸全土に悪魔を氾はん濫らんさせた――

　そうした知識を指折り列挙させていくと、シーグフリードはくっと笑った。

「そこまで話してまだわからないのか？」

「え？」

「どいつもこいつも腰抜けってこった。二度目の大戦を恐れている」

　恐れている？　未いまだピンと来ず、セシリーは首を傾かしげた。

　シーグフリードが顔を引きつらせた。

「……本当におつむが弱よええな」

「ぶ、無礼な！」

「徴兵と騙かたり民衆に外科手術を強要」

　シーグフリードの顔が鼻先に迫り、セシリーは反射的に身を引いた。

「な、何――？」

「各個人の心臓に刻まれた死言を書記するため、不完全な麻酔を施し、生きたまま人間の胸を切り開く手術が毎日のように行われた。当然胸を開かれた者たちは戦場に送り込まれ、薬物で正気を狂わされ強制的に悪魔契約を執行させられる」

　双そう眸ぼうは眼球が飛び出さんばかりに見開いてセシリーを凝視し、言葉は呪のろいを囁ささやくように耳たぶを撫なでた。

「有う象ぞう無む象ぞうの悪魔どもが国境の垣根を壊し、領土分布は限り無く混こん沌とん化」

　金縛りに遭ったように身動きが取れない。割れるように頭が痛い。

　目前の顔面が――あまりに禍まが々まがしい。

「街々では悪魔が人間を喰くらい、人間が悪魔を屠ほふり、悪魔が悪魔と殺し合い、当然人間と人間も殺し合う。知識が浸透していなかった下層の民は悪魔契約を神の呪い――人間の自然発生的な人外化――と誤解し隣人を疑い隣人を焼いた。王都も極限の混乱に陥っていた。何な故ぜなら施設がある。悪魔契約の実験施設が。研究初期は往々にして阿あ鼻び叫きよう喚かんの悪魔暴走に発展。国家の権力者たちですら薄皮一枚の安全圏に立たされ、どこもかしこも戦場の最前線だった。暴動はそれこそ数え切れない。いつ、誰だれが悪魔になり、悪魔にされるかわからない。それどころか大戦末期にはどの悪魔がどの国のものかすら曖あい昧まいとなる。戦勝は生き残った人間の数で決まる。大陸崩壊すら危あやぶまれた暗黒時代」

　点のように収縮した瞳どう孔こう。

　何がおかしいのか、口くち許もとには喜悦の笑みを浮かべている。

「たった四十四年前の出来事だ。記憶に新しい。そんな大戦を誰が望む――？」

　はっと正気を取り戻し、セシリーはシーグフリードを突き飛ばした。シーグフリードは特に抵抗もせず後退した。

　セシリーは呑のまれていたことに気付き、歯は噛がみする。

「脅そうとしても無駄だ。あなたが言っているのは極端な例に過ぎない。確かに代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルのように大規模な戦はもう起こらないだろう。それがあったからこそ悪魔契約は大陸法で禁じられている。だが悪魔契約を用いない、人対人の戦争ならば起こり得る――」

　言いながらセシリーは頭の片隅で既視感を抱いていた。この状況はあれに似ている。以前ルークとふたりで歩いたときのような、真実を告つげられたときのような――

「禁じられているならば、どうして悪魔契約の事件は起こった？」

　真実を告げられる？

　寒気を覚え、セシリーは息を呑のんだ。

　シーグフリードは笑っている。

「そうだ。俺おれは、帝国は悪魔契約を知っている」

「……っ！　だからそれが大陸法違反で裁かれるべきだとッ」

「抑止力という言葉を理解しているか？」

「よく、し？」

「互いに同等の力を持って牽けん制せいし合う――おつむの弱い雌めすにわかりやすく言えば、そういうことだ」

　同等の力による牽制。

　シーグフリードは、帝国は悪魔契約という“〝力”〟を行使することができる。

　それと同等の力を持ち、抑止とするには。

「軍国も」愕がく然ぜんと口にした。「群集列国、も……？」

「大陸法委員会という組織もな」

　すべての有力組織が悪魔契約という抑止力を保有している――

　頭痛も二ふつ日か酔よいも猛烈な熱気も何もかも忘れ、セシリーはただひとつのことだけを理解した。それは――

「大陸法なんざ歴史を知る一般市民へのポーズに過ぎねえんだよ。悪魔契約の知識は連綿と伝わり続け、戦争になれば確実に悪魔契約が戦力として利用される。そうしないと先にやられるからな」

　この大陸は腐っている、ということ。

「わかったか？　悪魔契約は無くならない。無くせば国が滅ぶ。故ゆえに抑止力として保有することをすべての国が黙認している。そして余程のことが無い限り誰だれも俺を裁かない。裁くことは戦端を開くことに他ほかならないから」

　セシリーは立ち尽くすより無かった。

　自分の信じていたものが、常識だと思っていたものが何もかも瓦が解かいしていく。

　この男のせいで多くの市民が犠牲になった。しかしこの男を罰する公的な、公正な存在が大陸には存在しない。野放し。自分はそれを知りながら何もできないのだ。

　大陸の腐敗に対し、あまりにも自分という人間は小さく、無力に過ぎる。

「まあもっとも、完全に戦争が起こらないとは言い切れないんだがな」

　あっさりと付け足された言葉にセシリーは目を剥むいた。

「なん、だと？」

「大陸は今、非常に危あやういバランスにある。何かの弾みで開戦、なんてこともあり得ない話じゃあない。それこそ悪魔契約を用いてでもな」

　団長のハンニバル・クエイサーが口を酸っぱくして繰り返していたのを思い出す。

　大陸は均衡状態にある、と。

「どう転ぶかわからないのさ。悪魔契約という抑止力は確かにある。あるにはあるが、それが実際に使われないという保証は何ど処こにも無い。何処かの国が先手を打つ可能性だってある」

「だったら、じゃあやっぱり、あなたはなんで！」

「白状しよう。――俺は戦争が起こっても構わない」

　この男は殺したほうがいいかもしれない。

　そんなことを考えたのは生まれて初めてだった。誰だれかを殺すしかない、などというのは加害者の傲ごう慢まんな言い分に過ぎない。死んでいい人間なんて存在しない。そう、思っていた。

　シーグフリードは邪悪な笑みを浮かべて言い放つ。

「俺おれ以外はすべて滅んでしまえばいい」

　死ぬべき人間なんてありはしない。そう思っていたはずなのに。

　――この男は、殺したほうが、いい。

　度しがたい発想を捨てられない。

「無駄に時間を食ったな」セシリーの沈黙に会話の終了を覚さとったか、シーグフリードは背中を向けた。「おい女。ぼさっと突っ立ってないでさっさと案内しろ」

　横柄に命じる。

「早く刀鍛冶ブラツクスミスのところに連れて行け」



　　　５



「あ――セシリーさん!?　セシリーさんだ!?　お、おおおおお待ちください！　そこでほんのちょっとだけお待ちください！　今すぐルークを連れて来ますから！　すぐに、すぐに謝らせますからッ！　土下座させますから！」

　庭先で洗濯物を取り込んでいたリサはセシリーの顔を見るなり早口に言い置き、ルークっ、ルークぅ！　とやや乱暴に親方の名前を連呼しながら工房アトリエの鍛か冶じ場に引っ込んでいった。あの剣幕からすると彼女にはだいぶ心配をかけていたらしい。

「ほら、ルーク、早く来てください。早急にセシリーさんに謝罪するんです！」

　ほどなくしてリサが鍛冶場から煤すすにまみれた青年を引っ張ってくる。ルークは不ふ貞て腐くれた面で腕を引かれていた。

　セシリーは少し、緊張する。

『かわいくないな』

　考えるな。あれは売り言葉に買い言葉であって、深い意味は無い。

　――私が傷つく必要は無いんだ。

　ルークの右目がこちらに向けられ、セシリーが咄とつ嗟さに何か声をかけようとしたとき、すっ、と極わずかに彼の視線が逸そらされた。本当に小さな移動。でもそれだけでセシリーは何も喋しやべれなくなってしまった。

　逸らされた視線はセシリーの肩越しに見えた人物に止まった。

「……あぁ？　なんでお前が」

「よぅ、久しいな。前回の会議以来だ」

　シーグフリードが気安く手を挙げる。しかしルークは不審そうに右目をすがめ、リサも瞳ひとみを見開いて呟つぶやいた。

「エヴァドニさんも……？」

　奇異なことにエヴァドニはリサに対して小さく会え釈しやくした。

「セシリー・キャンベル。これはどういうことだ」

「わ、私はただ……ここに案内しろと頼まれただけで」

　しどろもどろ言い訳する。ルークの声が冷たく感じるのは自分の思い過ごしか。

　一同が注目する中、シーグフリードは無遠慮に辺り一帯を睥へい睨げいした。都市最大の面積を誇る一方そのほとんどが農地から成っている七番街は建築物が少ないため風の通りが良い。市街を吹いているのよりは若干涼しげで強い風を受け、彼は心地良さそうに目を細め、そして灰被かぶりの森やその上空で青と灰の二色に割れる空を見上げた。

「これが初代ハウスマンの造った街か」

　感慨深げに呟く。それに込められた情念に一同が意表を突かれていると――

　シーグフリードが軽い足取りで前に出た。

　リサの前に。

「……え？」

　彼女が驚いて後ずさる様子に、シーグフリードはニヤニヤといやらしく唇くちびるの端を上げた。

「お前が刀鍛冶ブラツクスミスの飼っている悪魔か」

「ハ、ハイ？」

　シーグフリードはルークに視線を移す。ルークは“〝飼う”〟という表現に右目を怒いからせていたが、黒衣の男は意に介したふうも無く――何気無くそれを口にしてみせた。

「この悪魔、ヴァルバニルの肉か血のどちらかが混ざっているだろう？」

　一瞬、耳を疑う。

　風鳴きの音が足あし許もとを駆け抜けた。

「黙るなよ。この餓が鬼きの身体からだは“〝霊体”〟とお前の“〝女の肉”〟――そして“〝ヴァルバニルの血”〟で構成されている。違うか？」

　追及に倣ならい、セシリーはルークを見やる。

　ルークは…………顔面を蒼そう白はくにしていた。

「ルー、ク？」

　リサが震える声で問う。

「ほ、本当……ですか？」

　身震いのように肩が揺れたが、ルークは答えなかった。ただその右目をシーグフリードに縫いつけ、徐々にその瞳ひとみが激情を帯びていく。

　明確な敵意を。

「どうして知った」

「簡単なことだ。例の人外、アレは俺おれのペットでね、こちらの監督不行き届きで逃がしてしまっていた」

「何の関係がある」

「アレが偶然にこの都市を訪れ、偶然にそこの餓が鬼きと接触したと本気で思っているのか？」

「……」

「アレはヴァルバニルの臭においをたどり、この都市に迷い込んだ。そして最も近距離にある臭源を追った。それがお前の悪魔」

　ルークとシーグフリードの会話を、セシリーは茫ぼう然ぜんと聞いていた。

　頭がまったく働かない。

「俺の推測を聞いてもらえないかな。刀鍛冶ブラツクスミス、お前の処女作はヴァルバニルに折られたと言う。だが実のところかすり傷程度には怪け我がを負わせていたんじゃないか？」

　三年前――

　ブレア火山の奥深く、ヴァルバニルの封印された穴蔵に迷い込んだルークとリーザの少年少女。リーザは幼なじみルークの刀を手にヴァルバニルと戦い、死闘の末、ルークを守るため己の肉と引き換えに悪魔契約を敢行した。

　ルークの証言ではそのときの刀は易々とへし折られたという。

　だが実際は軽微ながらヴァルバニルに傷を負わせていた――

「その折、お前の刀にはヴァルバニルの血が付着した。そしてリーザ・オークウッドが悪魔契約を行ったとき、その血も取り込まれた」

　推測という割には妙に現実味を帯びた内容。シーグフリードはすらすらと並べ立てる。

「そう考えるとお前の悪魔の肉体にはお前の刀も取り込まれていることになるな。呪のろいたる霊体、女の肉、人外の血、凡刀ナマクラ……ああ、そういえばお前の左眼球も混ざってるんだっけ？　すげえな、雑種ハイブリツドの極みだ」

「ルーク！　本当なのですか!?」

　リサが悲鳴のような声をあげた。

「私は、私の中には――」

　言葉は遮さえぎられた。

　ルークがその胸に彼女の身体からだを抱きすくめたからだ。

「関係無い」

　きつく少女を抱き締め、むせぶように声を吐く。

「お前はお前なんだ」

「誤魔化さないでください！」

「何も変わらないんだッ!!」

　ルークの怒号に、リサのみならずセシリーもいすくんだ。

「お前がなんであろうと！　変わらない！」

　言い聞かせるような叫さけびは、けれどセシリーには泣いているように聞こえた。

　そう、変わらないのだ。リサの身体からだが何でできていようと自分たちの関係は変わらない。変わる理由にはなり得ない。それでもこの事実は――残酷に過ぎる。

　リサは抵抗をやめ、ただルークの胸にしがみついた。微かすかにすすり泣く声が聞こえた。

　ようやくセシリーにも思考力が戻ってきた。思い出したように激げつ昂こうを覚え、シーグフリードを睨にらみ据える。あろうことかこの男は抱き合う師弟を眺めて忌いま々いましそうに口くち許もとを引きつらせていた。

　ルークはリサの真実を知っていた。それを今まで本人にすら黙っていた理由を、セシリーは薄々察し始めていた。もしもそれが露呈するようなことがあれば――

「なあ。その悪魔、俺おれに解剖させてくれよ。少しはヴァルバニルのことがわかるかもしれない」

　こういう輩やからが現れるから。

　左腰に帯びたレイピアの魔ま剣けん。セシリーの手はその柄を握り込んでいた。

　が、そこで止まる。思わぬ抵抗に見下ろすと、柄を握る手の上から白い手が重なり押さえつけていた。希薄な存在感――エヴァドニだった。忽こつ然ぜんと真横に出現していた彼女は寡か黙もくにこちらの動きを封じていた。

「離せ――」

「シーグフリード。お前がこの件を公表するつもりなら」

　低い声にはっとして見やる。

　ルークがリサを抱いたまま顔を上げていた。

　その右目は赤く赤く充血していた。

「――――俺は今、お前を殺す」

　ぞわ、とセシリーの肌が粟あわ立だった。

“〝殺したほうがいいかもしれない”〟

　先ほど自分が抱いた殺意とは比較にならないほどの怒気。眼まな差ざしに濃厚な負の感情を載せ、ルークは黒衣の男を捉とらえていた。傍そばで見ているだけだったセシリーさえも呼吸がつかえるような重圧を感じ、我知らず萎い縮しゆくした。

　リサにはヴァルバニルの血が混在している。その事実が大陸国家の歴々の耳に入ったなら、彼らはこぞって彼女の身柄を欲しがるだろう。ヴァルバニルに関する情報は貴重だ。そのために彼女は研究機関に入れられ身体の隅々まで調べ尽くされる。それこそ本人の意志を踏みにじってでも。

　だからルークはこの男を手にかけてでも口封じしなければならない。

　そのような殺気とは対照的に、シーグフリードは軽く肩をすくめてみせた。

「しねえよ。しても俺おれに利益が無い。考えてもみろ」

　大陸は安定期を迎えているようでその実、国家間の足並みはまったくと言っていいほど揃そろっていない。どの国が、どの研究機関がリサの身柄を預かるかで議論は混迷する――想像に難くない。

　故ゆえにシーグフリードに利は無い。彼自身がリサの献体権を確保できなければ意味がないのだから。

「今日はちょいと確認したかっただけだ」

「なら、去れ」ルークは低い声で告つげた。「今すぐこの場から去れ。そして二度と顔を見せるな。リサは絶対に渡さない」

　シーグフリードは鼻を鳴らして踵きびすを返した。名な残ごり惜しむ様子も無くその場を後にする。エヴァドニもリサのほうにひとつ会え釈しやくをすると彼の後に続いた。

　ひとり取り残される形となったセシリーは――

「お前も行け」

「あ、の」

「早く。今は、行け」

　抱き合うふたりにかけることのできる言葉は無かった。後ろ髪ひかれる思いで、セシリーは歩き去るシーグフリードたちを追った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　シーグフリードは何ど処こか性急に農地の畦あぜ道みちを行く。その歩調に合わせるエヴァドニも自然と早歩きになる。妙に急せいた足取りだった。

　追いすがるセシリーはやるせなかった。今この瞬間にあのふたりのそばにいられないこと、リサを抱き締めてやれないことがとても悔しくて切なくて――情けない。そして前を行く黒い背中たちに腹立ちを禁じ得なかった。

「一体どういうつもりなのだ!?」

　振り向きもせずにシーグフリードは問い返す。

「何が」

「あんなのは悪意以外の何物でもない！」

　ルークはひょっとしたら隠し通すつもりだったのかもしれない。

　墓場まで秘密を持っていく。人知れず、たったひとりで呑のみ込んで。

　その覚悟をこの男が台無しにした。あのような形で！

「どうして――」

　シーグフリードが足を止めた。無言で首を巡らせた横顔は――奇妙なことにまったく表情を有していなかった。悪性の薄ら笑いが鳴りを潜め、感情という感情が欠落していた。

　シーグフリードの視線を追う。彼が見ているのは畦道の脇わきにあった一つの納な屋やだった。土壁造りのみすぼらしい佇たたずまい。特にこれといって注目するようなものではないが。

「……あまりあの男のことは信用しないほうがいいぞ」

「は？」

　虚を突かれ、目を白黒させた。信用？

　納屋を見つめたまま、シーグフリードはぽつりぽつり言葉を足していく。

「あいつは助手の悪魔に犠牲を強しいている」

「ちょっと待て。何の話だ」

「悪ガ魔キの能力――『魔ま剣けん精製』には代償が要いる。それは悪魔自身の肉」

「肉？　は？」

「餓が鬼きの肉は、そうだな、例えるなら糊のりのような役割を果たす。糊、わかるか？　接着だよ。精製された魔剣の形を維持するための糊。肉が糊なんだ」

「何を言っているんだ!?」

「だから魔剣精製を行う度、あの餓鬼の肉は消費される。削れる」

「けず――？」

「このままその能力を使い続ければやがてあの悪魔は消滅する」

　セシリーははっきりとうろたえていた。

　すべてが寝耳に水だ。代償？　肉？　消費？　削れる？

　リサが――消滅する？

「信用しないほうがいい」

　ゆっくりとこちらを振り向く。その面相はのっぺらとして感情が無い。

「美しい師弟愛に見えただろう？　違う、見せかけさ。犠牲がある。消費を強しいている。自分に心酔させて、奉仕させて、そうして自分だけは何も失わずに一方的に搾取している。あの男がどうして刀鍛冶ブラツクスミスとして各国から重宝されているか知っているだろう？　あの魔ま剣けん精製だ。あれがあるから――リサという身近な存在を犠牲にしているからこそ、奴やつは今の立場を築けている」

　セシリーは気付いた。

　――この男は、覆そうとしているんだ。

　何がなんだかわけがわからなかった。シーグフリードの言っていることが何ひとつ理解できない。何ど処こからが本当で何処までが空言なのか、その線引きすらできないでいる。……ただその意図だけはわかったような気がした。

　自分は今、この男に覆されようとしているのだ。

　先ほどからやけに饒じよう舌ぜつだった。大陸の現状に始まりリサの正体、ルークの秘密に至るまで――その饒舌さに見え隠れしていたのは“〝否定”〟。セシリーが信じる環境、もの、人、あらゆる要素を根底から揺るがし、瓦が解かいさせようとしている。

　価値観を覆すことでセシリー・キャンベルという個人を全否定する。

　それがシーグフリードの意図。

「……あなたの言い分はわかった。あなたが今日言ったすべて、ようやく把握した」

「へぇ？」

「だから――」

　気付けたセシリーは、だから持ち直すことができた。

　自分がどうあるべきか。その立ち位置を思い出した。

　簡単な話だ。彼があくまで否定するならば自分は肯定する。彼だけではない。

『驕おごるなよセシリー・キャンベル。貴様は魔剣が無ければ何もできないんだ』

『お前にできることは、お前が思うほど多くない』

　同僚にもルークにも否定された。誰だれもが自分を「お前は違う」「お前は無力だ」と否を唱える。ならば、それでも。

　――それでも私は肯定する。

「私はルーク・エインズワースを信じる」

　自身の信じるところを、信じる。

　揺るぎない眼まな差ざしでシーグフリードに立ち向かった。

「いくらあなたが舌先三寸で謀たばかろうとしても無駄だ。私はこの目で見たもの、この手で触れてきたものを信じる」

「本当に？　お前が今まで信じてきたものはすべて虚構だとしても？」

「ほざけ。少なくともルーク、彼は私の信用に足る人間だ。断言する」

「へえぇ？　そう？　そうなんだ？　へぇええええ、そりゃ残念だ」

　こき、とシーグフリードは首の骨を鳴らし、がしがしと後頭部をかいた。

「残念だね」

　がしがしとかく。

「あぁ残念だ――虫むし唾ずが走っちまう」

　がしがしがりと。

「鳥肌が立つよ。だからお前らは――なる」

「……？」

「俺おれは、お前らを」

　がしがしがりがしがりがりがりがりがりがり。

　がりがり、ごりごり――もはやそれは爪で皮膚を肉を切せつ削さくする音。

　異常な気配に、セシリーは後ずさった。

「な、何……？」

「だからオマエラは、滅茶苦茶にしてやりたくなる――」

　突如、目の前の男の姿がぶれた。

　残像のように霞かすみ、そしてセシリーは引きずり倒された。

「壊したくなる――」

　何をされたのかわからなかった。ただ襟首を掴つかまれたかと思うと地べたに突っ伏していた。乾いた砂さ塵じんが眼球に付着し、反射的に瞼まぶたを閉じる。その痛みに気を取られているうちに襟首を掴む手はこちらの身体からだを引きずり、易々と何ど処こか薄暗い空間に放り込んだ。

　身体を投げ出されたセシリーは慌てて身を起こす。濡ぬれた片目で見回す。薄暗く、狭い、空っぽの空間。閉め切られた鎧よろい戸ど。全身が麦むぎ藁わらにまみれている。……納な屋や、か？　あの畦あぜ道みちの横にあった？

　戸口を振り返る。後光を背負い、影が立っていた。黒く黒く邪悪な影。

「お前はお前が女であることを意識したほうがいい」

　生理的な嫌悪感からセシリーは腰の剣を抜こうとした。それより早く頬面を殴られ肩から納屋の壁に激突する。

「自覚しろ。己の脆もろさ。愚かさ。弱さ」

　右手首を土の床に踏みにじられ、もう片方の足で額を蹴けられた。視界に火花が散る。

「嫌いなんだよ。愛だの。信頼だの。うんざりだ。お前らを見ていると虫唾が走る。この世界を美化するな。お前を美化するな」

　額が打たれる、打たれる、打たれる。ブーツの踵かかとが叩たたいて蹴って抉えぐり込む。額が割れて血潮が飛んだ。降ってくる足を左腕でがむしゃらに振り払おうとするが敵かなわない。抵抗の試みはことごとく呆あつ気け無く潰つぶされる。驚くほど無力に蹂じゆう躙りんされる。

　足は腕ごと額を踏む。腕の軋きしむ音にとうとう悲鳴をあげた。

　鞘さやに収まったままのアリア。彼女は抜き身でない限り自己意志で人の姿に変化することができない。だから左の逆手で抜こうとしたが――

「――――魔ま剣けんが無けりゃ何もできないのか？　女よ」

　躊ちゆう躇ちよが生まれた。

　左手が蹴けり弾はじかれた。剣帯が引き千切られ、レイピアは鞘さやごと放り投げられた。シーグフリードの五指はさらに胸当ての留め金を破壊し、腰巻きを引き裂き、上着を破き、そうして次々と鎧を剥はぎ取っていった。

「神はいない。光は腐る。愛は幻想。愛は差別。人は裏切る。お前は死ぬ。灰も残のこり香がもいずれは無に還かえりすべては失われる。ああ、虚むなしいかな。悲しいかな。素晴らしきかな」

　朗ろう々ろうと、詠うたうように、嬉々としてシーグフリードは唱える。抵抗するセシリーの頬ほおを張り、裸の乳房を叩たたき、腹を蹴り、あらゆる暴力を駆使して黙らせる。徐々に刃向かう体力すら削られていった。

　痛みを感じている余裕は無かった。それよりも半裸に剥むかれる羞しゆう恥ちと恐怖に思考が塗り潰つぶされていく。知らない。これから起こるかもしれないことを自分は知らない。

「――けて」

　殴られながらルークの顔が脳裏に浮かんだ。助けて、と叫さけんだ。人外と戦ったときのように、悪魔と戦ったときのように、ドリスたちと戦ったときのように――颯さつ爽そうと駆けつけて。いつだって助けてほしいときに助けてくれたように。

　今、助けて。

「来ないさ」男は嗤わらう。「誰だれもお前を助けない」

　助けは来ない。

　彼は来ない。彼は今その腕に少女を抱いている。

　私は――

「いい身体からだしてるな。田舎いなか娘にしては」

　剥き出しになった肌をまさぐる手。太ふと股ももを踵かかとが踏みにじる。

　五指が乳房に食い込み、爪を立てて形を歪ゆがませる。

「だが――興味無い。残念ながら俺の身体はそういうことができなくてね、関心が無い。しかしこれでわかってもらえただろう？」

　這はう手と蹴る足が退しりぞかれ、耳みみ許もとに邪悪な声で囁ささやきかける。

「俺はお前が嫌いだ」

　気配が離れ、足音が遠ざかっていった。その潔さは玩具おもちやに飽きた幼児の無邪気さを思わせた――無論、自虐の意味で。

　セシリーはのろのろと面おもてを上げた。右腕で胸むな許もとをかばい、自身の吐いた血にむせながら、土つち埃ぼこりの舞う地べたを這って手を伸ばした。納な屋やの隅に転がっていた鞘から剣を抜く。ぎこちない手つきで刃を露あらわにされたレイピアは砕けるように風と化し、小規模な銀の渦を作る。それが弾けると中からアリアが飛び出した。

　彼女はすでに号泣していた。セシリーの身体をかき抱き、何度も呟つぶやいた。

「ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん……っ！」

　アリアの抱擁が想像を絶する安あん堵どをもたらしてくれて――セシリーは咄とつ嗟さに彼女を突き飛ばしてその場に嘔おう吐とした。胃の中をすべて吐き出して激しくえずく。アリアは吐瀉物で汚れるのも厭いとわずこちらの頭を抱き締め、背中をさすってくれた。

　膿うみを出すように、セシリーはうつろな顔で怨えん嗟さの声を吐いた。

「誰だれか、あの男を、殺してくれ」



　　　６



　このことは誰にも話さないでほしい。

　そう伝えるとアリアは顔をくしゃくしゃにした。

　誰にも？　誰にも。

　どうしても？　どうしても。

　どうして？　……。

　理由は上う手まく言葉にできなかった。ただ、知られたくない。誰にも。特に彼には。

　知られたら終わりだと思った。

　何が終わるのかは自分でもわからなかったけれど。





　傷の手当てもそこそこに部屋に閉じこもるようになった。仕事は放棄した。無断欠勤なんて初めてのことだった。

　一日目は思考が完全に憎悪で塗り潰つぶされた。殺す、殺す、ただ奴やつを殺す、それだけしか考えられなくて気が狂いそうになった。ただしこうして殺意で脳裏を埋めておかないと奴にされたことを思い出してさらに心が壊れるだろうことを自分は知っていた。だから呪のろう。死ね、と吐き捨てる。母親のルーシーが心配して何度も様子を見に来た。

　三日目に憎悪は底無しの無力感へと変容した。手も無く軽々と蹂じゆう躙りんされた記憶。これまで培つちかってきた剣術の鍛練や戦いへの意志、それらが赤子の手を捻ひねるように手た折おられたことは相当なショックで、そして不思議と悔しさよりも「ただひたすらに無力だった」という実感が全身から気力を奪った。重なる無断欠勤にハンニバルやパティが見舞いに来てくれたがアリアに頼んで追い返してしまった。

　四日目。丸一日無力感に浸った結果、考えること、感じることを意識的に放棄した。人形のように眠るだけ。無力感に思いを巡らせる無む為いを覚さとったのだ。理由も話さず引きこもる様子に痺しびれを切らしたフィオが部屋に飛び込んで強く詰きつ問もんしてきたが頑として答えなかった。アリアも何か言いたげにしていたが決して約束は破らなかった。

　六日目。これまでに何度も悪夢を見た。何かに襲われる夢、高いところからひたすら落ち続ける夢。寝苦しさに数え切れないほど寝返りを打った。アリアが添い寝してくれている間だけは気持ちが安らいだ。食事は胃が受け付けず口に含んだ先から吐き、外に出ようとすると身体からだが拒否反応を起こした。

　もちろんこのままでいるつもりは無かった。いつかは立ち上がり、再び剣を手に己の職務を果たすつもりだった。そこまで腐ってはいない。

　ただ――今だけはそっとしておいてもらいたかった。この記憶が薄まるまで、いつもの気概を取り戻すまで、もう少しだけ時間がほしかった。ここまで心が燻くすぶっていた理由もわかっている。今までどれだけやっかみを受けても、言われるほど意識してこなかった“〝女”〟であるということ。それをあのような形で示されたから自分はかつてないほど打ちひしがれている。だから時間が要いる。立ち直るにはあとしばらく要るんだ――

　でも一向に気概は湧わいてこない。

　無気力に漫然と寝台に横たわって過ごすだけ。

　時間の感覚はとうに無い。

　今までの無敵感は何だったのだろう。





　浪費されていく日々のあるとき、アリアが言った。

「市内で悪魔が暴れてるって。さっき騎士団の人に聞いた」

　麦むぎ藁わら色の織物リンネルのシーツから頭を出し、セシリーは枕まくら元もとに立つアリアをぼんやりと見上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      「悪魔……？」

「例の死刑囚が見つかったんだって。騎士団で追い詰めたんだけど、その人が悪魔契約を使って。今交戦中だって」

「……そうか」

　アリアは苦々しく表情を歪ゆがめた。今にも泣き出しそうな顔で訊たずねる。

「いいの？　このままで」

「……良くない」

「だったら起きて。立って！」

　今戦えば死ぬだろうな。私は。

　それが恥ずべき考えだと判断できるくらいの思考力はあった。そしてこのまま寝ているだけではいけないこともわかっていた。だから寝台から下りた。脚に力が入らずよろけた。アリアが素早く支えてくれる。

「ひとりで着替えられる？」

　手伝ってもらった。新品の制服。アリアが予備のものを出しておいてくれたらしい。

　アリアは剣の鞘さやも腰に提げようとする。なんとなく身をよじった。

「我慢して。この鞘はあなたを守ってくれる。ルークが言うのにはこの鞘は朴ほおっていう木で作られていて、霊体の効果を――」

　説教じみた説明をぼんやりと聞き流し、直線形のえんじ色の鞘を一いち瞥べつする。これさえ無ければ、という思いはやはり拭ぬぐえない。アリアがこの鞘に収まっていたせいで自分は――とそこまで考えて情けなくなった。この期ごに及んで責任転嫁か。笑えない。

　アリアの肩を借りて部屋を出た。いつも様子を見に来るフィオがこのときだけは何な故ぜか顔を見せなかった。

　家の外へ。早速軽い引きつけを起こした。動どう悸きが痛いほど胸を締めつけ呼吸が乱れる。玄関でうずくまっている間ずっとアリアは背中をさすり額の汗を拭ってくれた。けれど絶対に引き返そうなどとは口にしなかった。ただ待っていた。落ち着いたころ再び肩を借りて歩き出した。

　部屋ではカーテンを閉め切っていたからわからなかったが、時間帯はちょうど昼ごろのようだ。久しぶりの陽ひ射ざしはとても熱く、眩まぶしかった。避難勧告が出ているらしく市民たちは自分たちとは逆方向に走っていく。人いきれ、喧けん騒そうを不快に感じた。眩暈めまいがする。頭痛がする。燃える陽射しが治りかけの傷に染み込む。帰りたい。そう連鎖的に考えてから自分はこんなにも後ろ向きな人間だっただろうかと疑問を抱いた。今までの自分を思い出せない。自分はどんな人間だった？

　足を引きずるようにして歩き続ける。たったこれだけのことで息が切れた。

「もうすぐだよ」

「ああ」

　こんな自分が現場に駆けつけたところで何かの役に立てるとは思えなかった。戦えるわけが無い。足手まといになるのが目に見えている。そんなことになるくらいなら引き返して家で横になっていたほうがマシなのではないか？　ひとりで着替えることすらできず、歩くのもやっとで、怪け我がも完全には治っていなくて……悪魔と正面切って立ち合えるはずが無い。たとえアリアがいたって――

　地響きによろめいた。はっと顔を上げると、遠目に、建物の合間から白煙が舞い上がっているのが窺うかがえた。そばに時計塔の陰影が見えるので恐らく現場は二番街の辺りだろう。時計塔は非常事態を知らせるように激しい鐘の音を鳴らしていた。

　耳を澄ませば、鐘の音に混じって罵ば声せいや爆発音も聞こえる。

『人はやはり人外や悪魔には敵かなわないのではないか』

　それはかつて自分が提示した疑問。思い出し、青ざめた。

　ここに来てようやくその発想が浮かんだのだ。実際に今自衛騎士団は悪魔と立ち合えているのか。市の事件で相あいま見みえた炎の悪魔の力は圧倒的なものだった。魔ま剣けんがあったからこそ殲せん滅めつできた。ではそれを持たない自衛騎士団はどの程度対抗し得る。負傷者は。死者は。市民は――？

　焦りが足を速めた。借りていた肩から離れ、危なげながらも自身の足で前へ進む。目も当てられないような千鳥足に顔を赤くしたがアリアは手も口も出さなかった。黙って後ろをついてくる。

「はっ……はあっ……」

　民家の壁に手をつきながら歩く。久方ぶりの運動に下半身が震える。拳こぶしで太ふと股ももを叩たたいた。その殴おう打だもいつもに比べか弱い一撃ではあったけれど、一抹の効果はあった。行ける。

「はあっ……っは」

　戦場は間近に迫っていた。破砕の音に紛まぎれて怒号が行き交っている。鼻孔をくすぐるは粉ふん塵じんの香り、肌を粟あわ立だたせるは張り詰めた戦いの空気。それらに懐かしささえ覚えつつ、曲がり角の外壁に指を絡ませ、引っ張り上げるようにしてその向こうに身を飛び込ませた。

　広がっていたのは――





　戦場は奇くしくも『酒市場』の開かれていた『時計塔広場』だった。

　夏季限定で配置されていた卓や椅い子すは一切が粉と化し、石畳の地面には噴火口のような穴が幾つも穿うがたれていた。視界が悪いのはもうもうとたち込める土つち埃ぼこりのせいだろう。唯一、二番街のシンボルである時計塔が無事に立っていたのは奇跡と言えた。

　悪魔は二体いた。いずれも同種、人の形を模した巨大な土の塊だ。身の丈は二階建ての建築物に届こうかというほど。地響きの正体は彼らのようだった。大木に等しい太さの脚で地じ団だん駄だを踏み、岩石の如ごとき拳で地面を叩き割る。巨体の節々に無数の矢を受けていたがまったく意に介すること無く凄すさまじい重量感で自衛騎士団の群れを軽くあしらっていた。

　土の巨人たちは互いの間に挟むようにしてひとりの男をかばっている。男は左腕の肘ひじから先が無く、右脚に至っては根元から丸一本を失っていた。どうやら彼が巨人の悪魔を生み出した件の死刑囚らしかった。意識はあるのかその目は虚ろに濁にごっている。

　対し、二体の悪魔たちと最前線で戦っているのはたったのふたり。彼らはそれぞれ一体の巨人の相手を引き受け、驚くべきことに両者共に互角に渡り合っていた。

　ひとりは三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサーである。自衛騎士団随一の巨きよ躯くの持ち主。だがいくら彼が巨漢であったとしても巨人のそれとは比べるべくも無い。

　しかしハンニバルの膂りよ力りよくは彼ひ我がとの体長差を補って余り得るものだった。

「フンッ――!!」

　その手にあったのは彼が平時に帯びる大剣ではなく、鎚矛メイスと呼ばれる打撃兵器。打あ撃た部まも柄も全体が金属でできた頑丈な武器を、ハンニバルは巨人の尋常ならぬ殴おう打だに合わせて繰り出していた。巨人は人間を丸ごとすり潰つぶせるだろう拳こぶしを何度も振り下ろすが、それを彼はメイスで叩たたいては弾はじき返し、叩いては弾き返すということを際限無く繰り返していたのだった。

　一度でも機会を見誤ればそれだけでぺしゃんこにされる。だが彼はしくじらない。最も効果的な打点、衝突点を見み出いだし、拳の応酬にメイスの打撃を合わせる。その度にメイスは少しずつひしゃげていくが巨人の土の拳もまた砕け、徐々に削り落とされていく。

「フハッ！　ハッ――！」

　決して笑っていられるような状況ではない。にもかかわらずハンニバルは高らかに笑っていた。石畳を砕くほどの衝撃に下半身を踏ん張って耐え切り、それどころかじりじりと前へと踏み出す。

「ハハ、フハハハハッ!!」

　迸ほとばしる哄こう笑しよう。力技の極致が巨人の悪魔を凌りよう駕がする。異常とすら映る光景――

　もう一体の巨人と刃やいばを交えていたのは、全身甲かつ冑ちゆうの戦士だった。

　跳ね上げ式の面めん頬ぽおが今は下ろされているため顔はわからない。戦士は甲冑を着ているとは思えない素早い身のこなしで次々と巨人の拳打を回避していた。敏びん捷しようさに優れた足あし捌さばきで巨人の腕かいなをかいくぐり、たちまちその足あし許もとへと到達する。

　得物は長大な戦斧ポール・アツクス。戦士は遠心力に乗せて戦せん斧ぷを振り回す。巨人の極太の脚を撫なで斬ぎり、一撃見舞った直後に再び距離を取る。ヒット・アンド・アウェイ。よくよく見れば巨人の脚には無数の斬り傷が刻まれ、その巨体はぐらぐらと安定を欠きつつあった。

　ハンニバルのそれとは異なる戦法。帝国戦士団の彼――いや彼女、フランシスカは独自の流儀で立ち回っていた。

　巨人たちに対し先陣を切っているのはこれらハンニバルとフランシスカ。

　そしてふたりとは別の形で戦闘に参加している者たちがいた。

「スタンレイ！　援護が足らないぞ！」ハンニバルが叫さけぶ。「お前の得意分野だろう！」

「わかっとるわい！」

　乱暴に応じたのは初老の男性、スタンレイ・ゴールドバーグ。小柄な体格に騎士団の鎧はいささか不釣合いに見えたがこれでも二番街自衛騎士団を率いる団長である。

「ここは二番街、我らの守るべき街。この日のために玉たま屋やから大量の玉鋼を買い叩たたいたのだ、よその騎士団に後れは取らん！」

　後方に控えていた彼は巨人に向け、仰々しく右腕を掲げた。その手首には鎖につながれた玉鋼の束。団長に倣ならい、彼を取り巻いていた部下たちが一斉に利きき腕を突き出した。やはり彼らの手首にも同様に玉鋼の束が提げられている。

「詠唱開始――――放てッ」

　文もん言ごんの唱和。それは祈き祷とう契約の呪じゆ文もんの中でも特級のもの。複数の契約者が輪唱することで完成する。

　不可視の力場が発生した。ごん、と凄すさまじい重圧が二体の巨人を真上から押し潰つぶす。土くれの悪魔たちは膝ひざを突き、なおも続く圧迫にぎしぎしと悲鳴をあげて軋きしんだ。

「おいスタンレイ！　危あやうくワシも巻き添えを食うところだったぞ!?」

「お主なら耐え得るだろう」

「冗談はほどほどにしろっ」

「半なかば冗談ではなかったが――効果はもうすぐに切れる。次で決めろクエイサー！」

「言われずもがな！」

　ハンニバルが威勢良くメイスを振り被かぶる一方、フランシスカも無言で戦せん斧ぷを構える。

　戦況は終局を迎えていた。





　ずっと立ち尽くしていた。

『人はやはり人外や悪魔には敵かなわないのではないか』

　敵わないどころの話ではない。押している。

　独立交易都市公務員自衛騎士団は二体の悪魔を完かん璧ぺきに攻略していたのだ。

　魔ま剣けんの力を借りず、自分たちの手で。

　対悪魔の布陣。前線に特攻――この場合はハンニバルとフランシスカ。後方支援には玉鋼を携えた二番街の騎士たち。そしてその戦闘の外では非戦闘の公務員が負傷した団員たちの治療に当たっていた。

　治療班に加わっていたひとりが、こちらに気付いて駆け寄ってきた。パティ・ボルドウィン。彼女は近くまでやって来ると意味深に微笑ほほえんだ。

「あらら。ずいぶんと懐かしい顔ね」

「パティ。教えてくれ」震え出す腕を押さえ、問う。「市民に被害は？」

「？　無いわよ」

　震えが止まらない。

　パティはにんまりと笑い、

「市民には早急に避難してもらったから怪け我が人にんは無し。陣形を組むまでに騎士団に負傷者が出ちゃったけど、命に別状は無い。言ったでしょう？　対策を講じる動きがあるって。早速役に立ったわ」

　ああ、とため息がこぼれた。

　――私だけではなかったんだ。

　先の事件で市民に被害を出してしまったこと。そのことを気に病んでいるのは自分だけではなかったのだ。団員の誰だれもが自責の念を抱き、だから学ぼうとした。失敗はいつかの成功のために。全力で事に当たった。

“〝もう誰も死なせない。ひとり残らず守る”〟

　それが独立交易都市公務員自衛騎士団。

　この誇り高き組織は、無力ではない。

　そして。

　――そして私は何だ？　どうなんだ？

「もう一体来るぞ！」

　警告の声に広場にいた全員がそちらを振り返る。

　もはや殲せん滅めつは時間の問題だった二体の巨人。その狭はざ間までかばわれていた死刑囚の身体からだに、無数の黒い穴が開き始めていた。

　穴は水面を気泡がかき乱すように次々と男に穿うがたれ、その都度彼はびくんびくんとのたうつ。唇くちびるは何かを呟つぶやき続けている――恐らくは死言。完全に追い詰められた死刑囚はとうとう命まで捨てて悪魔契約に踏み切ったのだ。

「近付くな！」

　ハンニバルはすかさず周囲に警戒を呼びかけた。

「近付けば巻き込まれる。悪魔契約の進行が始まったら手は出せない！　今・後・の・た・め・に・肝きもに銘めいじておけ！」

　死刑囚の全身が穴に呑のみ込まれ、浸食はさらに巨人の悪魔たちにまで伝でん播ぱした。巨人の巨きよ躯くは煮崩れを起こしたように崩壊を始め、その破片が穴へと吸収されていく。

　穴がすべてを呑み込み終えたとき、契約は遂行された。

「――――！」

　黒い穴は破裂とともに数百に及ぶ帯を放出した。それは鞭むちのようにしなって石畳を叩たたき、天空で弧を描き、そして自衛騎士団の包囲を薙なぎ払った。突然の襲撃にハンニバルやフランシスカ、団員たちは軒のき並み払い倒されてしまう。

　遠く距離を置いていたパティや自分は、それの全容をつぶさに観察することができた。

「こいつは……」

　三体目の悪魔は醜悪極まる生物――触手群だ。

　色は淡紅。つやつやぬらぬらと表面が湿り気を帯び、不気味に蠢うごめく軟体の触手、その塊。蚯蚓みみずという環形動物を無数に束ねたような、筆舌に尽くしがたい異形の集合体だった。

　太さが人の腕ほどはある触手が四方八方縦横無尽に辺りを蹂じゆう躙りんし始めた。ある者は身体を絡め取られ、ある者は触手の猛進に引き倒される。触手は広場中を巡り自衛騎士団の統率に混乱をもたらした。

「何を突っ立っていやがる！」

　不意に横手から叱しつ咤たされた。

　血まみれの左腕を抱えた男がこちらを睨ねめつけていた。

「レジナルド、さん……」

「貴様の専売は何だ!?」

　レジナルド・ドラモンドは怪け我がを診みようと近付いたパティを押し退のけ、自分に詰め寄ってきた。

「魔ま剣けんだろうが！」

　罵ば声せい――ではない。

　喝かつだ。



「騎士としての本当の使命を果たせ、セシリー・キャンベル!!」



　――思い出したぞ。

　自分がどんな人間だったか。

　独立交易都市公務員自衛騎士団。誇り高き組織、その一構成員。

　セシリー・キャンベルである。

　今問う。自分は本当に無力なのか？　セシリー・キャンベルは誰だれひとり救えない、一度叩たたきのめされただけで膝ひざを屈してしまうような軟弱な“〝女”〟だったのか？

　――答えは今ここで出す。

　セシリーは背後を振り返った。

　戦友は、そこで、ずっと。

　ずっとずっと信じて待っていてくれた。

「私は君がいないと何もできない」

「否いな、だよ。あたしがいればセシリーはより多くの人を守れる。ただそれだけのこと」

「……うん」

「行こう。あたしたちは無敵だよ」

「ああ、違いない。違いないな！」

　そしてふたりは駆け出した。





　ある男の暴力により身体からだは辱はずかしめられ、矜きよう持じは泥にまみれた。

　何より口惜しく思うのはその理不尽に屈してしまったこと。

　膝を折り、醜態をさらしてしまったこと。

　――もう、折れない。

　今や鎖は断ち切られた。あれだけ鈍重に感じていた身体からだが羽は根ねのように軽い。衰えた体力は充実する気力が補ってくれる。生まれ変わったみたいに世界が明確に見渡せる。

　誓おう。無力であることに金こん輪りん際ざい膝ひざを屈することは無いと。

　――私は、私たちは何でもできる！

「眠りを解け。真実を掴つかめ。風をこの手に。――神を殺せ！」

　具現化したレイピアを手にセシリーは突進する。

　討うつべくは触手獣の本体。蠢しゆん動どうする触手群の集束する根元。

　疾走しながら、そこに目掛けて刺突を行った。

「輝け――」

　銀に発光し、怒ど涛とうに打ち放たれた風ふう刃じんは、行く手を遮さえぎる触手群を切り叩く。刻めなかったのは意外なほどその淡紅色の表皮が強固だったためだ。風の束は呆あつ気け無く弾はじき返される。それでも触手獣は痛みを訴えるように全体を打ち震わせ、その復ふく讐しゆうと言わんばかりにセシリーに触手を殺到させた。

　ほぼ全方位からつぶてのように降り注ぐ。回避は不可能に思われた。

　だが悪魔の相手はセシリーだけではない。

「せぁッ！」

　猛然と横に追いついたハンニバルが、折れ曲がったメイスをぶん回した。凄すさまじい強打で触手群を根こそぎ刈り叩たたいて一掃する。彼はこちらを一いち瞥べつして歯を見せた。

「いい目だ。何があったか知らんが心配したぞセシリー」

「護衛放棄の処分、甘んじて受けます」

「あいつを討ったらワシがその責を負ってやろう」

　責を負わせるのは本意ではないが、奴やつを討つという点に関してはお安い御用だ。ハンニバルを追い越してセシリーは悪魔へ肉迫する。

　触手の鞭むち打はうねる。石畳を粉砕することで破壊の狼煙のろしを上げ、こちらの進路を阻はばむ。

　だが、そう、奴の敵はセシリーだけではないのだ。

　広場の其そ処こ彼かし処こに満ちるは祈き祷とう文もん言ごんの唱和。陣形が乱れ散り散りになろうとも、騎士団の各個人が祈祷契約の重圧により触手の一群を押し潰つぶす。

　一方で玉鋼を失った団員は剣を抜き、触手に斬きりかかる。いずれの斬撃も弾かれるが、彼が叩き伏せられたところでその後ろに控えていた別の団員が交代で前に出た。後退した仲間を治療するパティの姿が見えた。傷ついた身体で果敢に剣を振るうレジナルドの姿も。

　組織は強大な悪魔と渡り合う。襲ってくる触手の数は分散し、セシリーの前には道が開かれた。本体へと至る細く、しかし確かな一本道。セシリーは割り込むように身体を飛び込ませた。

　触手の輪をくぐりセシリーは走る。ほどなくして視界の中央に触手獣の本体を捉とらえた。吹きだまりのような黒い塊。あれが恐らく悪魔の核コアだ。それは邪悪に脈打ち、新たな触手の束を吐き出した。仲間たちが作ってくれたか細い活路にそれらを回避するゆとりは無い。

「つぅっ！」

　額を打たれ、脇わき腹ばらを叩たたかれ、足首を絡め取られた。頬ほおの皮膚が削れて痛みが肉体の動きを鈍らせる。意識していなかった体力の衰えが背中にのしかかり、前に出ようとする気持ちに反して疾走の勢いが削そがれた。

　レイピアで突こうが魔ま剣けんの風を放とうがやはり触手の硬い表皮に弾はじかれるのみ。隙すきが生まれ、最も悪魔の本体の近くに接近していたセシリーは格好の的になった。触手はあらゆる方角から降り注ぐ。

　――これまでか？

　まさか、冗談だろう。自分はまだ立ち上がったばかり。

　このようなところでつまずいている場合ではないのだ！

　歯は噛がみした――刹せつ那な。

　先行した触手の先端が腰をかすめ、そこに帯びていた鞘さやの金具が破壊されて弾け飛んだ。宙を舞う鞘。反射的に掴つかみ、突き出していた。するとそれを嫌がるように触手の先端がこちらを避よけた。閃ひらめきのようにアリアの声が蘇よみがえった。

『我慢して。この鞘はあなたを守ってくれる。ルークが言うのにはこの鞘は朴ほおっていう木で作られていて、それは霊体の効果を――』

『――遮断する』

　悪魔の構成要素のひとつは、霊体！

　突き出された鞘が触れるまでも無く触手の群れは矛ほこ先さきを見失ってセシリーを逸それる。一いつ旦たんは難を逃れ、深追いはせずに後退した。

　――考えろ。

　闇やみ雲くもに突進しても剣は弾かれてしまう。あの表皮を貫くにはより強い力を要する。なればどうする？　如い何かにしてこの悪魔を攻略する？　考えろ。今日まで怠なまけて考えることを放棄してきた分、脳を振り絞って思いつけセシリー・キャンベル！

　そうして――何かに吸い寄せられるようにそれを見上げたとき、

「アリア！」セシリーは戦友の名を呼んでいた。「私の声を騎士団に届けてくれ！」

　風が発生する。

　それはしかし、何かを破壊するものではない。広場を吹き渡り、セシリーの声の反響を良好に仕上げるもの。セシリーの叫さけびは風に乗って広場一帯を響き渡る。

「玉鋼を持つ者に告つぐ！　悪魔に火を放て！　私が仕留める！」

　騎士団の決断は早かった。ごう、と一斉に、数十にも及ぶ火の柱が其そ処こ彼かし処こから立ち昇ったのだ。仲間たちの即応に思わず微笑ほほえみながら、セシリーはレイピアを高々と掲げた。

「煽あおれ、唸うなれ、炎を巻き上げろ！」

　広場を吹き渡っていた風に、新たな風が重なった。風は気流を変え、数十の炎柱を盛り上げてさらに太いものへと増幅させる。膨らんだ炎たちは隣り合う同士とつながり炎の渦となって触手獣を呑のみ込んだ。

　相当の酷使に、さすがにレイピアは軋きしみをあげる。もう少しの辛抱だ、アリア――。

　無論これで殲せん滅めつできると考えるほど甘くはない。事実触手獣は熱にのたうっているが、このまま死に至るようには見えなかった。しかし狙ねらいはそれでは無い。凄すさまじい炎の猛威に、触手獣の悪魔は完全にこちらの姿を見失った。

　鞘さやを放り捨て、セシリーは踵きびすを返した。目指すは触手群とは逆の方角。

　この破壊にも耐えて立ち続けていた建築物――

　時計塔だ。

　――急げ！

　入り口の扉を蹴け破やぶり、螺ら旋せん階段を飛ぶように駆け上がった。怠惰にゆるんでいた肉体は既に限界を超えていた。ふとすると力が抜けて膝ひざを着いてしまいそうになる。そんな甘えは全身の筋肉を苛いじめ抜いて捻ねじ伏ふせる。これくらいが何だ。急げ。走れ。幸いにして施錠された扉などは無かった。螺旋状の階段をぐるぐると駆け回り、不意に階段の途切れた階でさらに梯はし子ごを昇る。足を滑すべらせながらもセシリーはあっという間に時計塔の最頂点にたどり着いた。

　そこは――

「――――」

　風に煽あおられ、よろめくセシリーは柱に手を着いた。息が完全に上がっていた。

　時計塔の最頂点。そこは広場のみでなく独立交易都市全体を見渡せた。あまりの高さに眩暈めまいを覚える。頭かぶりを振ってそれを払い、緊張に強こわ張ばる身体からだを乗り出して見下ろす。

　遥はるか眼下に、大量の触手を蠢うごめかせる悪魔の塊があった。この高さから見るとまるで趣味の悪い植物だ。

　次いでセシリーは振り返る。

　巨大な鉄の鐘を。

　二番街中に時の音を知らせるため、先ほどの土の巨人並のサイズを誇っている。硬い縄で吊つられた、椀わん状の、裾すそが広がった大鐘。重量こそ見当がつかないものの、その存在感から確信が持てる。

　これなら足りる。十じゆう全ぜん！

「さあ、アリア。こいつで詰むぞ!!」

　あいさ。耳をかすめた返事は多分幻聴ではない。

「行け――」

　構え、そして突き込んだレイピアの先端から今日最大の暴風が展開。風の奔ほん流りゆうはただただ魔ま剣けんの切っ先を向けられた方向へと凶暴にその牙きばを剥むいた。

　風は、大鐘に衝突する。

　形容できない轟ごう音おんが鼓膜を打撃した。全身に痺しびれが走り、それだけで気を失うのではないかという衝撃にセシリーは唇くちびるを噛かんで耐えた。

　大鐘を吊つっていた縄は風に切り裂かれ、さらに真横からの衝撃波に大鐘は時計塔の天てつ辺ぺんから弾はじけ飛んだ。空中で緩ゆるやかな放物線を描き、そしてセシリーの視界から消える。

　その落下先は言うまでも無く――件くだんの悪魔の真上。

　鐘に気付いた触手の群れも凄すさまじい重量を誇る落下物には敵かなうべくも無い。大鐘は触手を撥はねとばしながら、そのまま悪魔の本体――黒い塊の上に墜つい落らくした。

　再び世界を揺らす轟ごう音おん。時計塔の天辺から乗り出して見下ろせば、あらゆる刃物を弾いていた悪魔の黒い表皮が卵の殻のように砕け、ぶよぶよとした中身――肉のようなものだろうか――を剥むき出しにしていた。痙けい攣れんする悪魔の横に転がり落ちた鐘はそれでもその形をいささかも歪ゆがませていなかった。

　――さあ、セシリー・キャンベルよ。覚悟はできているか？

　不本意だができている。セシリーは自問に答えてヤケクソ気味に笑う。

　こんなことは二度としないと誓ったばかりなのだが。

「性分だから仕方が無い。私は――」

　頬ほおを撫なでる風。戦友のほうもどうしようも無いと言いたげに笑っていた。

「私は頭が悪いからなッ！」

　叫さけび、文字通り飛んだ。

　前もって戦友に指示するまでも無い。足場の無い宙に投げ出した自分の身体からだを、爆発する風が射出してくれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　矢。砲弾。流れ星。自らを例えるものは何でもいい。

　可視の風をまとい、遥はるか頂上から大地へ。

　一条の銀光と化したセシリーは豪速で落下する。

　到達までは一ひと瞬またたきの時間も要さず。

　銀の流星は悪魔の本体へと突き刺さった。

「――――――――――――!!」

　レイピアは柄の羽は根ね元もとに至るまで深々と埋め込まれた。

　一ひと時ときの静寂。

　崩壊は唐突に始まり加速度的に連鎖した。淡紅色の触手はさっと皮膜を引き剥はがすかの如ごとく黒ずみ、続け様にひび割れていく。砕け散った断片はさらに粉と砕け、瞬く間に風化した。

　死の腐敗が触手獣を滅ぼす。

　決着した。





　自衛騎士団の団員たちは勝利の鬨ときの声こえをあげている。

　無事だったらしいフランシスカは兜かぶとを取り、息を吐いている。

　パティが怪け我がの治療をしようとするのをレジナルドがしかめ面で振り払っている。

　そして――

「無茶が過ぎるぞセシリー」

「つい……」

　時計塔から超速度で落下したセシリーの体たい躯くは、偶然にも、狙ねらいだった触手獣の軟らかい肉に受け止められた。かといって平気でいられたわけでは無い。案の定、立ち上がることもできず、セシリーはアリアの膝ひざ枕まくらで仰ぎよう臥がしていた。落下の恐怖で腰が抜けてしまったというのもあったが、これは口が裂けても言えない。

　横たわる傍かたわらにはアリアの鞘さや。先刻は思わず放り投げてしまったが奇跡的に無傷だった。

「…………元々祈き祷とう契約による編制は考えていた。ヴァルバニル戦に向けてな」

　セシリーは横に立ったハンニバルの顔を見上げた。

「大陸の均衡関係は薄氷の上。今再び崩れようとしている」

　彼の言葉に「はい」と返事を返す。シーグフリードの話を聞いた今だからこそわかる。他国の不穏な動き、頻発する人外や悪魔の事件、シーグフリード自身の画策……。

「だからこそワシらは守り続けなければいけない。老いぼれに協力してくれるか？」

「もちろんです。私は誉れ高き自衛騎士団のひとりですから」

　視線を移動させる。頭上で、アリアがブレア火山の方角を見つめていた。

　アリア、と呼びかける。

　なぁに、と彼女は顔を伏せる。

「お腹なかが空すいたよ」

「にひひ。あたしも！」

　アリアは満面の笑みを浮かべた。

　セシリーも、実に数日ぶりに笑った。



　　　７



　仕立て屋から舞踏会用の服が届いた。

　あのようなことがあってフィオに発注を頼むのをすっかり失念していたのだが、アリアが気を利きかせて伝えてくれていたらしい。

「あたしは出てほしくないけど、セシリーはどうしたって出るだろうから。そうでしょ？」

　心底できた相棒である。

　しかし肝心の服を見た母親のルーシーが卒倒した。これまたフィオが「面白そうだから」と気を利かせたらしいのだが、普段から娘の素行に苦言を呈している母親からすれば眩暈めまいのひとつも起こしたくなるだろう。

　セシリーはその問題の服を前にし――小さく笑った。

「ちょうどいい、か」

　今なお頭から剥はがれない感覚がある。

“〝ルークは来ない”〟

　セシリーの危機に彼は現れない。助けに来ない。これからも、ずっと。

　そもそも期待するほうがおかしい。だって自分は助けられる側でなく助ける側の人間。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。助けは求めない。

　いつだって自らを救うのは自らでなくてはならない。

　そのための障害になるならば、この“〝女”〟も捨てるしかない。

「…………」

　服を抱き締め、セシリーはそう、ひっそりと覚悟した。





　三番街の中心を十字に貫く二本の大通り。その交差点から徒か歩ちにして数分程度のところにその建築物はある。公務役所管理の劇場施設。市民や外地からの劇団に広く貸し出しを行っている公的な物件だ。

　日の落ちた夜。劇場は煌こう々こうと玉鋼の明かりを灯ともしている。そのきらびやかな外観とは裏腹に劇場の周辺では多くの自衛騎士が物々しく警備を行っていた。

　今晩開かれているは大陸法委員会主催の『舞踏会』。

　大陸の足並みを揃そろえるという名目で各国から軍人や貴族、有力商人が集っている。そのため彼らを守護するための人員も大多数投入された。騎士団は先の事件で疲弊していたがそれを押しての警備だ。

　その中でレジナルド・ドラモンドは正面玄関の見張り役に就ついていた。他ほかにも同僚が何人か配備されているが、いずれも大小の手当ての跡が見られる。

「……いて」

　生なま温ぬるい夜風が頬ほおの傷に染み、レジナルドはしかめ面になった。鎧の下も包帯だらけだ。他の団員に比べ彼の負った怪け我がは重い。事件直後にも非戦闘員のパティ・ボルドウィンが口くち喧やかましく治療を申し出てきたのだが、頑固に突っぱねた。そのツケが回ってきたらしい。

　だが彼の性格からすればそれも我慢せねばなるまい。

　――女は嫌いだ。

　腕力も無いくせに変に強い気性が疎ましくて仕方が無い。奴やつらの横柄な態度には常に辟へき易えきとさせられ、癇かんに障さわる。かと思うとその身は脆もろく、簡単なことに心がぐらつく。そのような理解できない弱さのためか、とても同じ人間だとは思えない。だから――

　玉鋼の光が当たらない、暗い闇やみ夜よの空間。そちらを見つめていると、不意に人影が飛び出してきてレジナルドはぎょっと目を剥むいた。

「セシリー!?」

　彼女は今日の警備から外されているはずだ。それが何な故ぜここに。いや、それよりも。

「何の冗談だ、その格好は……」

「レジナルドさんがこうして見張りの仕事を果たしているように、私も私の責務を果たしに来ました」

　玄関の前までやって来たセシリーは迷いの無い答えを返した。

「責務？」

「ええ。……あ、そういえばお礼を言いそびれていました。あのとき背中を押していただいてありがとうございました。本当に感謝しています」

　悪魔との戦闘時に叱しつ咤たしたことを言っているようだ。頭を下げられたレジナルドは苦虫を噛かみ潰つぶしたように顔をしかめる。

「早く行け。責務とやらが待っているんだろう」

　失礼します、とセシリーはレジナルドの横を通りすぎる。彼女が扉の取手に手をかけたところで、ついレジナルドは訊たずねてしまった。

「……責務とは何のことだ？」

　振り向いたセシリーは微笑ほほえみを浮かべた。

「復讐戦リターン・マツチです」

　彼女は玄関に滑すべり込み、扉をあっさりと閉めてしまった。

　――とても同じ人間だとは思えない。

　だから――黙って守られていればいいものを。

　閉じた扉を見つめ、レジナルドは「だから、嫌いなんだ」と呟つぶやいた。





　正面玄関をくぐり、ホールを足早に過ぎ、会場である奥の間へ。扉のそばに控えていた従者に手を振って断り、自分の手で押し開く。喧けん騒そうと涼しげな空気が顔を叩たたいた。

　会場は豪ごう奢しやに彩いろどられていた。天井には玉鋼の仕込まれた硝子がらす細工の照明。蒸し暑い外に比べ空気が乾燥し、涼風が流れているのは壁のあちこちに埋め込まれた玉鋼の効果だ。立食の卓には帝てい軍ぐん列れつの各国を折せつ衷ちゆうした料理が敷き詰められるようにして並び、また後々行われる舞踏の催しのために楽隊が会場の一角で準備を行っていた。

　目的の人物を捜す。礼服を着た貴族やその奥方、礼式用の鎧をまとった騎士、折り目正しい軍服の軍人、宝石で自身を飾った恰かつ幅ぷくの良い商人、高貴な客人に給仕して回る使用人――思った以上に数は少ない。やはりヴァルバニルを知るのは一握りの要人に限られているということだろうか。具体的な会合はすでに終えた後なのか、漂う空気は比較的和なごやかに感じられた。

　目指す人物はすぐに見つかった。このような場であってもその身を飾り立てず例の黒衣姿で窓際に立っている。

　――いや、このような場だからこそ、か。

　自身が帝国の要人であるという一種のパフォーマンス。この『舞踏会』が対ヴァルバニル戦のために資金を吸い上げる場なら、そういったアピールは確かに必要だろう。もっとも自分にはまるでどうでもいい話だが。

　セシリーは颯さつ爽そうと肩で風を切った。こちらに気付いた何人かが目を見張る。

　黒衣の男のそばには貴婦人――エヴァドニが控えていたがフランシスカの姿は見られなかった。彼女も外で警護に当たっているのだろうか。

　男はこちらに気がつき、目を見開いた。

「あぁ？」

　心臓が早鐘を打っている。あのときの恐怖を忘れたわけではない。

　きっと生涯忘れられない。

　でもこれを乗り越えないことには前に進めない。

「来るとは思わなかった。しかもお前、なんだそりゃ」

　シーグフリードが面食らうのも当然のことだった。

「女を捨てた、ってか？」

　セシリーは男装していた。

　男物の礼服である。賓ひん客きやくではないので控え目なデザイン。髪は後ろで束ね、腰には魔ま剣けん化したアリアを鞘さやに収めて提げている。先ほど何人かが目を見張っていたのはこれが男装であるということに気付いたからだろう。

「ドレスだと仕事に支障が出る」

「仕事だ？」

「そうだ。あなたの護衛、確か『舞踏会』までの約束だったはず」

　シーグフリードは眉を吊つり上げ、それからくつくつと暗く笑った。

「なるほど。何故か俺おれの警護をさぼりやがったからもう会うこともないと思っていたが――想像以上に骨のある女だったらしい。一杯喰くわされた気分だ」笑いながら肩を揺らし、「そういえば死刑囚抹殺、ご苦労だったな。まさか悪魔契約を使いやがるとは。意外や意外」

　空々しい態度に鼻白んだが、こらえる。

「あなたに言っておきたいことがある」

「あん？」

「前に言ったな。悪魔契約は抑止力になると。何ど処この国もそれを持っていると」

　悪魔契約という抑止力で互いを牽けん制せいし合う諸国。

「あなたはわかっていない。それを持たない組織が、ひとつだけあることを」

　その枠外にある勢力――

　セシリーは強い眼まな差ざしで目の前の男を射い抜ぬいた。

「この独立交易都市だ」

　シーグフリードは目を細めた。

「悪魔契約というのは知識だ。“〝使うか使わないか”〟――その境界は存外に脆もろいぜ」

「使わない」セシリーは間かん髪ぱつ容いれずに答えた。「悪魔だろうが人外だろうが、どんな相手にも我々は薄汚い力を行使しない。この手で、この足で、この身で市民を守る」

　いきり立つこちらに、シーグフリードは表情を消した。

「初代ハウスマンの遺のこした街を、か？」

「そうだ」

　しばし、黙して睨にらみ合う。

　セシリーは絶対に目を逸そらさなかった。

「かつて、初代がヴァルバニルの封印強化に乗り出したことがあるのは知っているか？　それが失敗に終わったことも、随行した者のことも――お前は知っているのか？」

「知らない」

「ならばもう少しこの都市の歴史を知ったほうがいい。初代が何な故ぜ独立交易都市を造ったのか、どんな人間だったのか、その片腕だったキャンベル家の人間がどういう役割を果たしていたのか。そうでないと話にならない」

　シーグフリードはつと顔面を突き出してきた。瞼まぶたを見開き、奇妙に眼球を剥むき出しにしてこちらの目を覗のぞき込む。視線を通じ、彼の内にある禍まが々まがしい感情を流し込もうとするように。

　しかし――

「でないと俺に滅ぼされるぞ、この都市を」

「させない」

　実のところキャンベル家の役割とやらについては団長や母親に訊たずねたことがある。

『そのときが来ればわかる。今はまだ――』

　答えはもらえなかった。そのときは不満に思っていたが、もはや瑣さ末まつなこと。

　セシリーはもう惑わされない。

「あなたが何を知っているのか、私が何を知らないのかなんてどうでもいい。私のやるべきことはとうに全部決まっているんだ。ヴァルバニルは何事もなく封印し、私の大切な友人たちの因いん縁ねんをきれいに払ふつ拭しよくし、貴様の陰謀を挫くじき、そして愛する都市を守り続ける。すべて完遂してみせる」

「とんだ夢物語だな。そんなキレイゴトは通らない」

「通る。罷まかり通とおるさ」

　無力無力と嘆くのにはいい加減飽き飽きだ。だから金こん輪りん際ざいそれはやめる。

　理想はすべて叶かなえられないかもしれない。大たい言げん壮そう語ごに終わってしまうかもしれない。

『お前にできることは、お前が思うほど多くない』

　でもそれは口を噤つぐみ、主張を押し殺し、行動しない理由にはならない。だからやる。

　理想を語り、思い描くすべて、叶える努力をする。

「何もかも実現させる」

　そう決めたのだ。

　セシリーは右手にはめていた手袋を外した。

「今ここで、あなたに決闘を申し込む」

「はぁ？　護衛じゃなかったのか？」

「受けろシーグフリード。私はあなたという人間を乗り越えなくてはいけない」

　怖くないはずが無い。震えないはずが無い。

　今なお夢に見て夜よ毎ごとにうなされることだってある。

　でもこの先もきっとこの男が立ちはだかる。だからセシリーは克服する必要があった。未遂に終わったとはいえ、辱はずかしめられたという事実を。

　決闘という形で早々に終止符を打つのだ。

　目の前の男は不快そうに眉をひそめていたが、やがて唇くちびるの端を吊つり上げた。

「決闘と言うからには何か賭かけるんだろうな？」

「私が勝ったら今後一切リサには手を出すな。負けたときはそちらの要求を何でも呑のむ。私のできる範囲でだが」

「……ふぅん？　なるほど。じゃあ俺おれが勝ったら奴隷になれ」

「は？」

　出し抜けに手首を掴つかまれ、セシリーの全身が総毛立った。手袋を取り落とす。

　――あ。

　長い暴行。剥むかれる鎧。肌を這はい回る五指。忌まわしい記憶がフラッシュバックした。

「やっ……」

　手を振り払おうにも力が入らない。植えつけられた記憶が四肢を縛りつけていた。決闘を申し込んだ矢先なのにこの体たらく。情けなく思うのに震えは身体からだの芯しんから起こり瞳ひとみは無様に湿った。

　シーグフリードの目め尻じりはいやらしく垂れている。

「お前のような女こそ従属させたい」

「離、せッ」

「邪険にするなよ。決闘するんだろう？」

「ぃやっ……！」

「手を離せ」

　不意に――

　横手から伸びた拳こぶしがシーグフリードの手を叩たたき払った。

　セシリーは自由になった手を胸に抱いて後ずさる。

　目の前に人影が割り込んでいた。

　かばうように、守るように。

　その背中を、セシリーは信じられない思いで見た。

「ル……」

“〝彼は来ない”〟

「ルーク……？」

　否いな、来た。



　　　８



　見慣れた作業着ではなく礼服という格好だったが、その背中は紛まぎれも無くルーク・エインズワースのものだった。彼はセシリーとシーグフリードの間に入り、その広い背中をこちらにさらしていた。

　――来て、くれた？

　ルークが来てくれた。

　不覚にも涙ぐんだ。本当に彼なのか？　あまりに現実感が無い。けれど久しく見なかった背中や薄く鼻孔をくすぐる炭の香り、そして腰に帯びた刀が疑いを晴らす。

　彼は今確かに目の前にいる。そして。

『手を離せ』

　セシリーは胸に抱いた手をぎゅっと握った。

　でも――どうしてここに？

　シーグフリードも同じ疑問を抱いたようだった。

「これはこれは刀鍛冶ブラツクスミス殿。まさかあんたまで来るとは――」

「俺と決闘しろ」

　言葉を遮さえぎり、ルークは唐突に切り出した。

「今ここで俺おれと剣を交えろ」

　シーグフリードは片かた眉まゆを上げた。

　セシリーも驚いていた。ど、どうして彼がそんなことを？

「ルーク！　それは私が」

「お前は黙ってろ」

　一いち瞥べつも無くぴしゃりと言われ、口を噤つぐむ。

「……何を企たくらんでやがる？」

　当然警戒するシーグフリードだったが、ルークのほうは聞く耳も持たずに勝手過ぎるくらいマイペースに続けた。

「前に、お前は自分の推測を聞かせてくれたな。ちょうどいい機会だ、今度はこちらの推測を聞いてみないか。なあに、構えることは無ねえよ。ただの当て推量だ。俺の話は――最近何かと話題の死刑囚と人外について」

「……」

「追って話をしようか。まずは人外。奴やつが背負っていた物騒な剣山、あれは第一タタラ工房アトリエの一級玉鋼を素材にした武器だ。俺の作る刀も同じ素材を用いている。わかるか？　あの剣山は聖せい剣けんと同じ素材を使っていたということだ。そういえば帝国には聖剣の鍛錬法は伝わっていなかったよな？」

　列挙される内容に、セシリーははたと気付いた。それは――

「ひょっとして帝国は聖剣に値する、またはそれ以上になり得る剣を独自に鍛錬しようとしていたんじゃないか。しかもそいつを人外へ移植した――あれはちょっとした自律兵器だ。あんなものが何十体も群れを成して攻めて来れば街が滅ぶ」

　シーグフリードは答えない。

　明確な敵意を込めた瞳ひとみで、ルークを見ている。

「まだある。人外兵器の開発には群集列国も係かかわっている」

「なっ……」

　セシリーは息を呑のむ。帝国のみならず群集列国まで？

「そう推測する理由はふたつだ。ひとつは、件くだんの人外の生態圏が群集列国のとある地域であるということ」

　同じことを、セシリーも“〝追記”〟という形で報告書に記入していたではないか。

「ふたつ目の理由。群集列国もまた聖剣の鍛錬法を知らない」

「もういい、もういいぞ刀鍛冶ブラツクスミス」シーグフリードは降参と言わんばかりに諸もろ手てを上げ、「お前の妄想話は非常に面白い。だが過剰な妄想は聴衆を退屈させる」

「話はまだ終わっていない。脱走した死刑囚は悪魔契約を行ったらしいな。何な故ぜただの死刑囚が死言を知っていた？」

「知らん。脱走した後に何ど処こかで開胸手術を受けたんだろうよ。もしくはずっと以前から知っていたのかもしれない」

「苦しいいいわけだ。死刑囚に下す予定だった刑は？」

「斬ざん首しゆ」

「正直に言えよシーグフリード。死刑囚は人外兵器との戦闘実験に用いようとした、そのための悪魔契約でした、と。“〝仮想ヴァルバニル”〟の悪魔に人外兵器は通用するのか試したかったんだろう？」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。妄言もたいがいにしろ――」

　彼らの話している内容はどれもこれも大陸の勢力図にも影響を及ぼすような事ばかりで、もちろん驚かないではなかったが――いつの間にか蚊か帳やの外に置かれていたセシリーはぼんやりと感じていた。

　――もしかして、ルークは怒っている？

　声こわ音ねに見え隠れする激怒。

　リサの真実を暴露した仕返しなのか、それとも。

「妄想は終わりか？　くだらない話だったな。いいさ流せばいい、その妄言。軍国にでも大陸法委員会にでも話してやるといい。どうせ――」

「まだわかっていないのか」

　それとももっと他ほかに何か、ルークを怒らせた何かがある？

「俺おれはお前を挑発してるんだよ」

　両者の空気が一層重くなる。

　ルークは未いまだにこちらを振り返らずにいたから、セシリーからは彼がどんな顔をしているのかわからなかった。

「つべこべ言わずに俺と仕し合あえ。俺はお前の何もかもが気に食わない」

「…………わかったよ。受けてやる」

　シーグフリードはいらついた様子で吐き捨てた。

「ただし条件付だ。こっちが勝ったらお前の助手を解剖させろ」

「馬鹿なことを――」

「構いません！」

　脇わき位置から飛び出した答えに、セシリーは驚いて飛び退のいた。

「ルークは絶っっっ対に負けませんからッ!!」

　すぐそばに小こ奇ぎ麗れいなドレスを着た少女が立っていた、かと思えばそれは見知った人物。

「ルークが敗れるようなことがあったら、この身体からだ好きにしてくれて構いません。そんなことは絶対絶対絶対にあり得ませんがね！」

「リ、リサ？」

　リサは肩をいからせ、何な故ぜかものすごく怒っていた。

「本人はああ言っているが？」

「……仕方無い」ルークは疲れたふうに嘆たん息そくし、「ただしこっちも条件がある。俺が勝ったら二度とセシリー・キャンベルに手を出すな」

　何気無く言われた一言に心臓が跳ね上がる。え？　え？

　今、なんて――？

「御執心だな。いいだろう、それで手を打つ」

　わけのわからぬうちにふたりの決闘が行われることと相成った。





　決闘を行う。そのことに戸惑う賓ひん客きやくたちを余よ所そに置き、あれよあれよという間に会場の中央にスペースが空けられた。卓やら何やら、賓客たちまでもが壁際に移動させられる。突然の事態に誰だれもが困惑の表情を浮かべていた。

　それはセシリーも同じだった。

「ルーク。どうして……」

　彼は答えず、障害物が取り払われただけの舞台へと行ってしまう。態度は妙に素っ気無く、準備の間もこちらを一いつ顧こだにしなかった。

　セシリーの隣ではリサが腕を組んで「ルーク！　負けたら明日の食事は抜きにしますからね！　ふんふん！」と鼻を鳴らしている。埒らちが明かずセシリーは彼女に訊たずねた。

「一体何がどうなっているんだ。君たちはどうして……やはりこの前のことか？」

　シーグフリードから告つげられた、複数の構成物から成る“〝雑種ハイブリツド”〟の悪魔――それがリサ。これは暴露されたことへの意趣返しなのだろうか。

「それは今回の本懐ではありません。まったく別物です。聞きましたよ」

　こちらを窘たしなめるような、それでいて労いたわるような複雑な表情をして言ってきた。

「アリアさんから全部聞きました」

　セシリーは一瞬言葉を失ってから、慌てて腰に帯びたレイピアを見下ろした。もちろん剣の姿なので反応は無かったわけだが。

　ルークにだけは知られたくなかったのに――。きっと叱しかられるのを承知した上での行動だろう。相棒はわかっていたのだ。セシリーにとって彼がこのことを最も知られたくない人物であり、それでいてセシリーが今最も会いたい人物が彼だということを。

「だから私たちは非常に怒っています」

　リサはふんふんと鼻息を荒くする。

「特にルークは、かつてないほど」

　視線を転じた。会場の中央――

　ルークとシーグフリードは間合いを置き、対たい峙じしていた。

「エヴァドニ」

「はい」

　差し伸べられた主人の手に自らの手を載せると、エヴァドニは唱え始める。

「眠りを解け。闇やみをまとえ。結末をあなたに。――神を殺せ」

　その途端、貴婦人の造形が崩れた。

　ドレスが裾すその端から形を失い、それが闇となり炎となり、のたうって上へ上へと彼女の肢体を呑のむ。闇は体表をなめてシーグフリードの腕ごとエヴァドニの全身を取り込んだ。

　一本の黒い柱。それはやがて弾はじけて霧散する。

　現れたのは――フランベルジュの魔ま剣けん『エヴァドニ』。

　両刃の長剣だ。剣身が波刃型という奇妙な形状。ぐるぐると黒くとぐろを巻く炎を衣のようにまとう。シャーロットはこの剣を両手で扱っていたが、シーグフリードは片手で軽軽と持ち上げた。

　魔剣を目まの当たりにした人々はどよめきをあげた。

「待たせたな。そっちの準備はいいか」

「ああ」

「では――帝国戦士団が団長、シーグフリード」

　シーグフリードが名乗りを上げ、魔剣を振り被かぶった。

　ルークもそれに応じ、鞘さやから刀を抜く。

「刀鍛冶ブラツクスミス、ルーク・エインズワース」

　体勢は左半身を前に出す形。刀は横に寝かせて脇わき構え。刀の切っ先を真後ろに向けているため、対面する相手からは得物が半身に隠れて見えない。隠剣と呼ばれる構え方だ。

「……聖せい剣けんの、じゃあないのか？」

「まだ器じゃない」

「へぇ、ご謙けん遜そん。んで勝敗の決め方は？」

「死ぬまで」

「上等」

　あっさりと取り決められた内容に、壁際で見ていたセシリーは「え」と慌てたが――

「殺してやるよ不能」

「吠ほえてろ糞くそ餓が鬼き」

　両者は同時に斬きり結んだ。





　上段からの振り下ろし。縦一文字に繰り出されたフランベルジュの斬撃は、炎を噴いて膨れ上がり高く太い一本の柱となって視界を塞ふさいだ。シャーロットが用いていたときとは比較にならない、膨大な質量の黒い衝撃波が空中を貫く。

　閃ひらめく刀は、それを一太刀の下に斬り開いた。

　黒い壁を突破したルークの刀とシーグフリードのフランベルジュが交差する。鼓膜を叩たたく金属音。刀の先端部がフランベルジュの波刃の溝にはまって捕まえる最中、魔剣の、無秩序に噴く炎の渦がルークの前髪や袖そで口ぐちを焦がした。

　不意にルークは刀を退ひいて体を横に捌さばいた。突然の退き身に勢い余ってシーグフリードの剣が下方に落ち、彼の真横へ滑すべるように回り込んでいたルークが面を打ち込む――

「つまんねえな」

　絶妙に斬きり込まれたはずの凶きよう刃じんは空を切った。

　四半秒にも満たない時間でシーグフリードは後退し間合いから外れていた。

　不満げな面をしつつ距離を取る。

「そんな型通りの、お遊戯が望みなのか？」

「まさか」ルークは全身を翻ひるがえらせ、「殺すさ。お前をな」

　半なかば跳ぶように大きな数歩の疾駆。一ひと瞬またたきで忽こつ然ぜんとシーグフリードの懐ふところに出現した。

　シーグフリードの顔から余裕が消える。

　ルークの刀はいつの間にか鞘さやに収められていた。右半身を前に、腰を落とし、左手は鞘の鯉こい口ぐちに添えられ、右手は柄を。この構えから解き放たれる剣けん戟げきは明白。

「居合い――！」

　神速の抜きは目で追うことができない。

　赤い花が咲く。

　鞘走りの火花を噴き、すでに刀は半月の弧を描いていた。

　シーグフリードの胸が斜めに斬り裂かれている――が、浅い。

　ルークの猛追は止まらなかった。伸ばした左手でシーグフリードの右手首を掴つかんで引き寄せ、返す刀の柄つか頭がしらでこめかみを叩たたく。額を叩く。頬ほおを叩く。鼻を打たれて流血したところでシーグフリードが失笑した。

「ふはッ！」

　フランベルジュから黒が膨れ上がる。彼を取り巻いて同心円状に昇る炎は間近にいたルークの身体からだを弾はじき飛ばした。咄とつ嗟さに頭部をかばった両腕の袖そでが炭化し地肌が炙あぶられている。

　炎からぎりぎり外れる間合いに退避したルークは、そこで再び刀を鞘に収め――間かん髪ぱつを容いれず抜き放つ。二度目の居合い抜き。

　禍まが払はらいの刀は黒い炎を易々と断ち裂き――

　その向こう側で上段から繰り出されていたフランベルジュと衝突した。

　橙だいだいの火花と黒の火の粉が混じり合って散る。

　双方の得物が悲鳴をあげるように軋きしんだ。

「死ネ――」

「――殺ス」

　互いに怨えん嗟さを吐き、ふたりの剣はまた離別。

　ルークは下段、中段、上段と様々に斬り込む。

　シーグフリードは鏡写しのようにその斬撃に合わせる。

　衝突、衝突、衝突。刀と魔ま剣けんは何度もかち合っては撥はね返り、互いに引き寄せられるようにまた交差する。連続する金属音は鉄を鎚つちで滅多やたらに打ちまくっているかのよう。剣の交わる頻度と速度はピークに達し、交差の度に迸ほとばしる火花はもはや煙すら帯び始める。

　不意に――

　剣は交わらずに擦れ違い、互いの肉を薄く斬きった。

　それが交差の終しゆう焉えんにして流血の始まり。

　剣はしばし交わることをやめる。

　刀はシーグフリードの脇わき腹ばらを斬り、魔ま剣けんはルークの肩を抉えぐる。

　刀はシーグフリードの太ふと股ももを裂き、魔剣はルークの首皮一枚を削そぐ。

　刀はシーグフリードの左腕をかすり、魔剣はルークの胸むな許もとを斬り焦がす。

　刀はシーグフリードの胸を逆十字に走り、魔剣はルークの耳じ朶だを焼く。

　刀は、魔剣は。

　ルークは右目を血走らせ、シーグフリードは頬ほおを伝う血を舐なめる。

「「――――死ネ――――」」

　死闘は泥仕合の体を成した。血ち糊のりに汚れ、数知れない衝突にすでに刃が潰つぶれていた刀はもはや頑丈な鈍器に過ぎず、その潰れた刀に叩たたかれ続ける魔剣は波刃が削れ、砕け、弾はじけ、均ならされ、魔剣たる所以ゆえんの黒炎はその火力を無くし、とうとう重いだけの凡剣ナマクラと化す。それがわかると両者は剣士としての嗜たしなみや術すべをかなぐり捨てた。申し合わせたかのようにお互いの襟を掴つかみ合うと、極ごく至近距離から相手を得物で殴り始めた。柄で、鍔つばで、峰みねで、潰れた刃で、刀身の腹で、拳こぶしで、肘ひじで、頭で、目を、鼻を、額を、頬を、顎あごを、胸を、肩を、脇わきを、喉のどを、腹を、太股を――殴って殴って殴りまくった。



    

  
    
      



    

  
    
      　シーグフリードが血の入り混じった痰たんを吐き捨てた。床に張りついたそれには折れた歯が何本も浮いていた。

　ルークが殴られた衝撃に頭を振ると何かがすっぽ抜けた。何やら球体が撥はね転がり、それを拾い上げた賓ひん客きやくが悲鳴をあげる。それは彼の眼球、否いな、左の義眼だった。

「残った眼球も抉えぐり取ってやるよ」

「なら俺おれはお前の血を搾り尽くす」

　文字通り血で血を洗う。返り血の上に返り血を浴び、返り血の下から新たな血を噴く。それでも一切手を緩ゆるめない。相手を壊すことだけに専念する――

「飽きた」

「同感だ」

　突如、ふたりは距離を取った。

　ルークは刀を一いつ旦たん鞘さやに収めようとしたが斜めに歪わい曲きよくした刀身が収められるはずも無く、鞘を捨てて脇わき構えにした。シーグフリードはフランベルジュを掲げて黒炎を迸ほとばしらせようとしたが疲弊した魔ま剣けんにその力は無く、諦あきらめて凡庸に大上段の構えを取った。

　どちらも目も当てられないほどに顔面を腫はらしている。

「終わりにしよう」

「お前を殺してな」

　同時、地を蹴けった。

　不ぶ恰かつ好こうに曲がった刀は不恰好な横一文字を、刃の歪ゆがんだ魔剣は歪んだ兜かぶと割りを。

　それぞれの軌跡を描いてぶつかる――



「そこまでだ――――――――!!」



　横手から飛び出した豪腕がルークの頬面を殴り飛ばし、同時、シーグフリードの胴に甲かつ冑ちゆうの女性が組みついて引き止めた。

「ご無礼をお赦しください、シーグフリード様！」

「フランシスカ、か」

　下半身に抱きつく部下を見下ろし、シーグフリードはあっさりと剣を退ひいた。

　一方ルークを殴り飛ばしたのはハンニバルだった。彼はルークの胸倉を掴つかんで上下に激しく揺さぶる。ルークの身体からだは人形のように力無くたわんだ。

「お前は何をしとるか！」

「ちょ、やめ、頭が」

「ああ、お前の頭は腐っている！　その目で周りを見てみろ！」

　ハンニバルが言ったからではないだろうが、シーグフリードはフランシスカの身体を引き剥はがすと周囲を見回した。

　顔面蒼そう白はく。すべての客人が茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。無理も無い、彼らの“〝決闘ころしあい”〟は名の知れた軍人や騎士ですら慄おののくような鬼気に満ち溢あふれていた。血を見慣れていない貴族や商人の中には腰を抜かし、自衛騎士団の介護を受けている者もいる。

　セシリーもまた血の気の引いた面をしていた。

「……」

　シーグフリードは一度、なおもがくんがくんと揺さぶられているルークを見やり、次いでひび割れた魔ま剣けんを見下ろしてから深々とため息をついた。フランシスカに傷ついたエヴァドニを預けて客人に優雅に頭を下げる。ふらふらの五体で。

「お目汚しいたしました」

　かくて死闘は引き分けとして幕が引かれた。



　　　９



「ルークは戦うとき刃を合わせない主義ではなかったか？　ほら、あの盗賊一派との戦いのときだ。刀が傷つくことを嫌って鍔つば迫ぜり合あいを避けていたじゃないか」

「それができる相手なら、そうする」

「ふぅん？…………よし、できたぞ」

「ただの手当てにしてはずいぶん時間がかかったな」

「むしろこの程度で済んで驚いてるよ。私は」

　包帯だらけのルークを前に、セシリーは嘆たん息そくした。

　ふたりはまだ舞踏会の会場に残っていた。少し前までは騒然としていたのが、要人たちはすべて引き上げ、満まん身しん創そう痍いのシーグフリードもフランシスカに肩を借りて去っていった。調度品や料理の類たぐい、楽隊の楽器やらも撤収され、玉鋼の照明も落とされている。

　空っぽの劇場。

　窓辺の床に座るふたりは、月明かりを頼りに互いの姿を認識していた。

「あいつらは？」

「厨ちゆう房ぼうに行ったよ。残り物を持ち帰るつもりだそうだ」

　答えながらセシリーは気付いている。リサとアリアのふたりは気を利きかせてくれたに違いない。

　それにしてもルークの格好はひどいあり様だった。ハウスマン市長から借りたという礼服は両りよう袖そでが炭化し無数の斬きり傷にあちこちが裂けている。その下の肌も包帯に覆われ、顔面は醜悪なくらいに腫はれ上がっていて正視に耐えない。義眼も何ど処こかに行ってしまったようで左の眼がん窩かなどは空洞のまま包帯で塞ふさいでいる。

「まったく、こんなに無理をして……」

　セシリーはそっとルークの頬ほおを撫なでた。傷が染みたのかルークは少し顔をしかめたが、触れてくる手を振り払ったりはしなかった。

「悪いな。あいつを殺せなかった」

「馬ば鹿かなことを言わないでくれ。私はあなたに人殺しなどしてほしくない」

「……じゃあそれはいい。少しくらいは胸が空いたか」

「うん。それは、そうだな」

　そんなこと、あなたが来てくれた時点でどうでもよくなっていたよ。

「空いた。ありがとうルーク」

　セシリーは苦笑し、それからずっと気にかかっていたことを訊たずねた。

「リサは大丈夫なのか？　あの後」

「何も変わらない。俺おれのほうは」目を瞑つぶり、「後はあいつ自身がどう受け止めるかだ。表面上は元気にしているよ」

「そうか……なあ、何か私にできることはないかな？」

　ルークは呆あきれたように言った。

「お前はなんでそうやって抱えたがる」

「抱えちゃダメなのか？　私には守りたいものがたくさんある。それをすべて守り通したいと思うことはそんなにいけないことなのか？」

　自分が傲ごう慢まんであるということはわかっている。考えすぎ、頑固、頭が固い、どれもこれも否定しない。でもすべてを守りたい、救いたいと思う気持ちはどうしたって捨てられない。

「いや、いいんだ。別にいいんだよ。この考えが万人に受け入れられなくても。私は私のやりたいように、私の信じるところを進むだけだから。……でも。でも、な」

　馬ば鹿かにされてもいい。すべての人が自分を肯定してくれなくていい。

　でも、でも。

『お前にできることは、お前が思うほど多くない』

　でも――。セシリーは目を伏せた。

「せめてあなたにだけは……認めてほしかったんだよ」

　口にするには勇気が要いったけれど――どうしても伝えたかった。

　頬ほおが火ほ照てるのを、月明かりは隠してくれただろうか。

　彼は今どんな顔をしているだろうか。

「……なんでもする、って約束があったな」

「え？」

　ルークが壁伝いに立ち上がった。ふらつく様子が危なっかしくて、セシリーも慌てて立ち上がって支える。

　真正面から彼の顔を覗のぞくと、何な故ぜか柔らかな眼まな差ざしでこちらを見ていた。

「本当になんでもするのか？」

「わ、私にできることなら」

「じゃあ」

　と手を差し伸べて、

「俺と踊れ」

「――――えっ!?」

　仰天して、でも彼の真剣な表情からそれが冗談ではないらしいことを覚さとって耳まで真っ赤になった。

「ど、どうしてっ？　あ、いえ、べ、別に嫌なわけじゃないんだが、その、私はこのように舞踏には相応ふさわしくない格好だし、照明が無いから薄暗くて危ないし、音楽も無いからリズムも取りにくいだろうし、そもそも踊り方なんて習ったことも無くて、いいいいや、それ以前にあなたは傷だらけだし――それに、それに」

　おい、という呆あきれた声も今の自分を止められない。

「それに私は、シーグフリードに汚されて」

「忘れさせてやる」

「……ッ、そ、それに！　私は前にあなたにひどいことを言ってしまった！　あの後は本当に反省した、本当に申し訳無かった！　私は最低だ。ひどくわがままで、いつもあなたには迷惑をかけていて、やはりあなたの言う通り私は――」

「もういい、黙れ」

「私は！」

　セシリーは顎あごを上向け、濡ぬれた瞳ひとみで彼を見上げた。

「…………私はかわいく、ないのかな……？」

　ルークは目を見張り、ほんの少しだけ鼻の頭を赤くした。

　何か言おうとして口を噤つぐむが、すぐに躊ちゆう躇ちよを振り切った。

「多くは言わない」

　声は脳を直接侵おかす。

「命令だ。踊れ」

　はい。

　蚊の鳴くような声で答えていた。気恥ずかしさで死ねると思った。

　気付いて、後頭部で結っていた髪を解いた。

　少し癖は残っていたが形だけでもそれらしくなれただろうか。

　ああ……。

　やっぱり“〝女”〟は捨てられないかもしれない。



    

  
    
      　そっと、本当にそっとルークの手を取る。



　その手は意外なほど優しく引き寄せられ。



　思った以上の密着に顔が上げられなくて。



　でも胸から伝わる鼓動がとても心地良く。



　月明かりの静寂。互いに足並みを揃そろえて。



　重なった影が、ゆっくりと、揺れ始める――



    

  
    
      



    

  
    
      　そして早々に爪先を踏んづけられたルークが奇声をあげた。

「洒落しやれに、ならねえっ……！」

「ああ、だって、だって踊ったことなんか無いんだ私は！」

　涙目で詫わびを入れるこちらに、彼はだけど腹を抱えて笑った。



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



　ルークの怪け我がもほどほどに癒いえた頃ころ――

　いつもの四人は前回のリベンジということで二番街の『酒市場』を訪れた。

　悪魔との戦闘で破壊し尽くされた広場は修繕が施されていた。都市公務員の働きと市民の協力により、ひび割れた石畳は新たな自然石及び人造石で舗ほ装そうされ、足りない客席などは古材の使い回しで補ほ填てんが行われた。天空から落とされた時計塔の大鐘も恐ろしい労力をかけて元の位置に戻された。相次ぐ凶悪事件に市民の中にも慣れが生まれてきており、復旧作業は思いの外はかどったのだった。

　いつも通りの活気を取り戻した『酒市場』。

　四人は各おの々おのの飲み物を手に乾杯を交わした。

「なんだか酒の味がわかってきた気がする……」

「本当っ？　やったね、これでフィオさんと三人で晩ばん酌しやくできるね！」

「怒り上じよう戸ごが悪化しなけりゃいいがな」

「――って、ルーク!?　またグラスに煙草たばこの灰を落としましたね！　あぁっ、もうっ、もったいないです、素しら面ふのふりしてしっかり酔ってるんだから！　店員さんに取り替えてもらって来ます！　もー！」

「あ。あたしも新しいお酒もらってくるー」

　リサとアリアの背中を見送って、セシリーはくつくつと笑った。

「まるで世話女房だな。安心したよ、元気そうで」

　ルークは紙巻き煙草をくゆらせながら肩をすくめた。





　リサが店員から新しいグラスを受け取っている背後から、アリアが抱きついた。

「ひゃう!?　ア、アリアさん？　どうしたんですか？」

「ルークやセシリーに言えなくても、あたしにだけは打ち明けてね」

　耳みみ許もとで囁ささやかれた言葉に、リサは凍りついた。

「あたしたちは同じなんだよ。リサが複雑なルーツを持っているように、あたしもそれなりのルーツを持ってる。同じ悪魔なんだよ」

「アリア、さん……」

「辛つらくなったら言ってよ。共有しようよ。いろんなの」

　不意打ち過ぎるタイミングだ。リサは涙ぐむのを我慢できなかった。

「私は胸を張ってもいいんですよね……？　私はルークの助手です、って」

　アリアはその涙を指先で拭ぬぐってやる。

「もちろん。言ったじゃない、出しゃばるって」

「……ハイ」

「一緒に乗り越えよう。ふたりでこの現実に出しゃばってやるんだから」

　言いながらアリアは、しかし、あるひとつの懸念を抱える。

　リサにヴァルバニルの血が流れているのなら。

　自分の呪われた刃はいつか彼女の柔肌まで切り裂いてしまうのでは？

　――そんなこと、させない。

　あたしはあたしの宿命に牙きばを立てる。アリアは腕の中の温もりを強く抱いた。





　リサたちを待っている間、セシリーは斜はす向むかいの席で紫し煙えんを吐くルークを眺めていた。

　舞踏会の夜から、自分たちの関係に大きな変化は無い。自分は相変わらず刀を打ってもらうため足繁く工房アトリエ『リーザ』に通っているし、ルークも相変わらずそれをつっけんどんにあしらっている。劇的な変化は目下確認できない。

　でも気が楽になっていたのも本当だった。

　遠く感じていた彼我ルークとの距離。それが今までよりもぐっと近付いたように思える。かといって互いの態度が改まるわけでもない。会話に少しの緊張感を伴い、そしてそれを苦痛に思うことは無く、例えるなら何か大きな賭かけ事に挑むような心境だ。

　彼のほうはどう考えているのだろう。どうしてあのとき踊れなんて言ったのか。知りたいような、知りたくないような、どっちつかずでふわふわとした心地。もどかしいような距離感。

　もうしばらくはこのぬるま湯に浸かっていたい。

「シーグフリードは舞踏会の翌日には姿を消したらしい」

　ふうん、とルークは相あい槌づちを打つ。

「なんだ。興味無いのか」

「あいつとはいつかまた会うだろう」心底嫌そうな顔をし、「考えるのも煩わずらわしい」

「まあ、そうか。……ああ、そういえば奴やつから聞いたぞ」

「あ？」

「魔ま剣けん精製はリサに代償を強しいるとかなんとか」

　あの野郎、とルークは歯は軋ぎしりした。

　セシリーはわずかに咎とがめるような声こわ音ねで問うた。

「何な故ぜ今まで黙っていた？　何かやましいところがあるからか？」

「それだよ。お前が変に邪推するとややこしいから話さなかった」

「邪推？」

「確かにあの能力はリサの肉を代償とする。リサの肉の消費量が魔ま剣けん精製の強度を決める。ただしそれは、調整が可能だ」

「調整……」

「それは最小限に絞ってある。だからあの刀は脆もろいんだよ」

　シーグフリードの言ったように、魔剣精製によって作られる刀はその構成にリサの肉を必要とする。彼女の肉が素材と霊体をつなぐ接着の役割を果たすのだ。魔剣精製の度、リサはその身を消耗する。

　だがその代償は徒いたずらに彼女の肉を奪うものでもない。ルークは剣としての形を最低限維持し、数度の剣けん戟げきに耐えられる程度に厳密に調整することでリサの消耗を抑制していた。

「リサの削れる肉は、本当に極ごくわずかに過ぎない。あと百本作っても外見的には何も変わらない、霊体さえあれば半永久的に生き続けることだってできるだろうよ。そもそもこの件は本人も承知済みだしな」

「じゃあルークが一方的にリサに犠牲を強しいているというのは嘘うそなんだな？」

「嘘っぱちだ」

「双方の意志の理解があって行っていることなんだな？」

「当たり前だ」

　それを聞いて安あん堵どした。やはりシーグフリードという男は信用ならない。

　――私は私の信じるところを進めばいいんだ。

　覚悟は十二分に重ねた。もう揺るがない。

　セシリーがひとり頷うなずいていたところに、ルークが訊たずねてきた。

「あいつが言っていたのはそれだけか」

「ん？　そうだが。他ほかにも何かあるのか？」

「いいや。虚きよ言げんでも吹き込まれていたらかなわないと思ってな」

　視線を虚空に向け、煙草たばこをふかす。

「……？」

　不審に思い、セシリーは念を押した。

「本当に心配する必要は無いんだな？」

　ああ、と彼は頷いた。



『私たちはもう一いち蓮れん托たく生しようですよ。いつか誓いましたよね？』

『共に失っていきましょう、と』



「あ、ルーク。また灰をこぼしているぞ」

「……ああ、悪い」

「しようがないな」

　セシリーが卓に落ちた灰を灰皿に払うのを、ルークはぼんやりと見ていた。

　右目をこすり、確かめるように瞼まぶたを瞬かせて――小さく笑った。

　苦々しく。



    

  
    
      
あとがき



　どうもこんにちは。

　三み浦うらです。

　本書は『聖せい剣けんの刀鍛冶ブラツクスミス #3.Fool』ということで覚悟の上に覚悟を重ねるシリーズ第三巻であります。前巻が戦闘描写少なめだったのでその反動を受けて今巻はバトル分増量に突入しました。

　……ええと、はい。

　血を吐くような気持ちで書きました。あのシーン。

　ルーク、リサ、アリア、そしてセシリー。

　彼らの覚悟にほんの少しでも心動かされるモノを感じていただけたら嬉しいです。



　本文で用いられている言葉のアレコレについて、ちょっとばかし補足を。

　納刀、という言葉があるように、通常、剣を鞘さやに入れる行為は「納める」と表記します。しかし本シリーズでは「納める」ではなく「収める」という表記で統一しています。

　刀に関しては基本のそれに準じつつもあまりこだわりは無く、実際の専門用語をいじったりそれと無く造語を加えたりとわりとフリーダムに設定を組んでいます。例えば『魔ま剣けん精製』の際にルークが結びに言う「柄収め」という言葉も実際には存在しません。

　刀以外でも「実現主義」という言葉が第８話のタイトルとして用いられていますが、これは本来、会計学で用いられるものです。しかし本編では別の、作者なりの意味を込めて使っています。

　このようにいろいろと変えていることが多いわけです。なので中には読んでいる途中で「ん？　これは違うんじゃないか？」と気付かれる方がいらっしゃるかもしれません。しかしそれは俺おれが実際のそれに変更を加えたものである可能性があるということなのです。だから見逃、あ、いえ、明らかに間違いとわかるものは遠慮無くご指摘ください。この世の終わりのような奇声をあげながら謝罪します。俺は頭が悪い！



　そう、はっきり言って俺は頭が悪いです。なのでいつも文献資料は欠かせません。ちまちま取材もしています。が、やはり実物が手て許もとにあるとなおいい。

　そういうわけで最近は模造刀や西洋剣の購入を検討しております（無理矢理つなげた）。



　以前東京に行ったときにそういった武器類が売っている店を見つけたのですが（決してヤバイ店でないことを一応付しておきます）、作中で取り扱ったものがそこには普通に売っているんですよね。刀はもちろんのこと、スウェプトヒルトのレイピアやクレイモア、フランベルジュ、いつか出そうと思っていたあの剣やあの剣も……なんでもあります。本気で買おうか悩みました。今も悩んでいます。

　ただ、現実的に考えて置き場所がないのです。家に。

　自分の部屋の四方は本棚で包囲されていますし、別の空き部屋に飾ったとしても月数回ほど実家に遊びに来る甥っ子三歳に蹴けり倒されるだろう未来がありありと目に浮かびます。

　加えて、狭い部屋の中でレイピアを振り回しながら「輝け！」とか「貫け！」とか叫さけんでいる息子の姿を親に見せるわけにはいきません。号泣されます。姉（仮にＮ子としましょう）が見たら即、弟を警察に売ると思います。Ｎ子め！

　そんなわけで、迷っています。

　一体どうしたら…………え。そ、そうですか？

　やっぱり買うべきですか？　ですよね。仕方ありませんよね。大切な資料ですし。

　読者さんに言われちゃ買うしかないです。ハハッ！

（数ヵ月後、北海道札さつ幌ぽろ市Ｔ区にて銃刀法違反の罪で逮捕されている男がいたらそれは恐らく俺おれです）





　変わらぬ戦友、屡る那なさんと児こ玉だまさんに至上の感謝を。こうなったら死ぬまで付き合っていただきます。ええ、地獄の果てまで。

　今巻を書く上で素晴らしいアイデアをくださった西にし野のかつみ先生にありがとう。何気無い一言に助けられます。同じ北海道という戦場でいつも体力がゼロになるまで語り合ってこちらのモチベーションを上げてくれる比ひ嘉が智とも康やす先生にありがとう。タ○姉のおっぱいマウスパッドはそちらの言い値で構いません。

　本書に係かかわってくれたすべての人にありがとう。デビュー当時から表紙や背表紙には俺の名前だけでなく皆さんの名前すべてを載せるべきだとかなり本気で思っています。もう、本当に、ありがとうございますしか言えません。ありがとうありがとうありがとうございます！



　蛇足ですが、大切な約束を破ったり初志貫徹できなかったりしたことが山ほどあります。口先だけで叶かなえた気になっている穴だらけの実現主義クソッタレです。それでも、それでもひとつでも多くのことを叶えるため肩かた肘ひじ張はり続けようと思います。未熟で至らない阿あ呆ほうの俺ですがこれからもどうかよろしくお願いいたします。



　物語は覚悟の次の段階へ。

　彼らにはそろそろ都市の外に出てもらおうかと思います（……たぶん）。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二十年九月　三み浦うら勇いさ雄お
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　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。
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　　お酒とセットに扱われることが多々あるのですが
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　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp



    

  
    
      聖剣の刀鍛冶ブラックスミス３



著者名……三浦勇雄

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年８月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2008 Isao Miura



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          Prologue
        




        		
          第６話　人外　Monster
        




        		
          第７話　鞘　Sheath
        




        		
          第８話　実現主義　Fool
        




        		
          Epilogue
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p156.png





OEBPS/image/o_p245.png





OEBPS/image/o_p177.png





OEBPS/image/ec_000000_png_habaki_yoko.png





OEBPS/image/o_p235.png





OEBPS/image/o_p209.png





OEBPS/image/o_p049.png





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg
— mozsBMOrASIR.
RRUOEADD L
O LR
Frever s
(5 e

o
1| eknaTTR A
Shau oy,

W ad 525
y i en
et AT

(e ot e






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg
Minra Jsad

1158 R :

RN . 53

RGO B 2 )
rthw\AQVM:T&ONV\\ ,\m&\\\\w\ ¢w‘.w_?ﬂ ?






OEBPS/image/o_p189.png





OEBPS/image/o_p097.png





OEBPS/image/o_p067.png





OEBPS/image/o_p131.png





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/ec_000000_png_habaki.png





OEBPS/image/o_p011.png
ent Trade Cities

n






